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夜
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（
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八
〇
〇
年
）

　｡Aber die Neueren scheinen gar nicht zu wollen. daB man ernsthaft an dem, was sie uns

vorstellen, teilnehmen solle; sie arbeiten fiir vornehme Herren, welche von der Kunst nicht

geriihrt und veredelt, sondern aufs hochste geblendet und gekitzelt sein wollen.“ Mit diesen

｡HerzensergieBungen eines kunstliebenden Klosterbruders“(1796) des Wackenroder stimmt

Holderlins 。Nacht“（↓800）in der Ablehnung der Werte der bestehenden Hautevolee und im

Eifer der Griindung einer neuen Kultur iiberein. In der 。Nacht“ aber gesteht der Dichter

dem Leser nicht offenkundig seine Liebe zur Kunst, wie der Romantiker, sondern schildert

in aller Seelenruhe die Residenzstadt seiner Heimat, Stuttgart｡

　Holderlins Stadtbild gilt natiirlich fiir keine beschreibende Poesie, sondern dieses AuCen ist

gleichwertig　mit　dem　Inneren　der　Seele, die　sich　nach　dem　biirgerlichen　Ideal　des

republikanischen Griechentums richtet. Im Vergleich mit dem griechischen Freilichttheater

iiber 15000 Platze, wo jeder akustisch und anschaulich seinen richtigen Sitz einnehmen kann,

erbleicht die privilegierte Innenbeleuchtung im Opernhaus, wohin im ｖ.2 der 。Nacht“　。mit

Fakeln geschmukt, rauschen die Wagen hinweg.“Im scharfen Kontrast mit diesen Wagen der

schmuckvoU gekleideten Leute　auf　der　Hauptstrafie, die　im　Opernhaus　。aufs　hochste

geblendet und gekitzelt sein woUen“ム,gehn“ die stadtischen Burger zu FuC in alien Gassen

｡hei�‘:。Satt gehn heim von Freuden des Tags zu ruhen die Menschenﾌﾟ‘(V.3)

　Die Burger und ihre Stadt heiligt der Dichter, obwohl er uns ein diskretes Zeichen im ｖ.1

der　。Nacht“　gibt:　。Rings um ruhet die Stadt;　still wird die erleuchtete　Gasse.“　Das

unauffallig von Mondschein erleuchtete Biirgertum auf alien Gassen erinnert uns zugleich an

Beethovens Mondscheinsonate von 1802. Hier bildet sich ein Einheitserlebnis ｚ･wischen dem

Innenraum der Seele und dem AuBenraumよder in der Natur eingebetteten Stadt, das wir

kaum von der blendenden Oper erwarten konnen, die der Leute Eitelkeit kitzelt. Ohne unser

Wissen sind wir ireendwie von Holderlin wie Beethoven 。geriihrt und veredelt“. Dies ist die

Macht der Ｋｕｎhttp://www．.
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ヘ
ル
ダ
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ヘ
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〇
年
）

は
じ
め
に
（
E
i
n
l
e
i
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）

　
古
典
と
呼
ば
れ
る
ド
イ
ツ
文
学
の
作
品
が
成
立
し
た
時
期
は
西
歴
一
八
〇
〇
年
前
後
、

つ
ま
り
啓
蒙
時
代
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
っ
た
。
丁
度
こ
の
時
期
に
古

典
主
義
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
へ
と
雄
大
な
展
開
を
示
し
た
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
に
似

て
、
実
は
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
せ
よ
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

に
せ
よ
、
決
し
て
安
直
な
二
者
択
一
、
例
え
ば
啓
蒙
主
義
か
ロ
マ
ン
主
義
の
い
ず
れ
な

の
か
？
　
な
ど
と
い
う
単
純
な
色
分
け
に
甘
ん
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
故
に
こ
れ
ら
古

典
詩
文
を
解
釈
す
る
者
は
、
む
し
ろ
一
見
し
た
と
こ
ろ
相
互
対
立
す
る
双
方
の
有
機
的

全
体
を
言
い
あ
て
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
第
一
節
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
『
夜
』
の
詩

想
は
こ
れ
ま
で
余
り
に
ロ
マ
ン
化
（
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｓ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
）
さ
れ
て
受
け
取
ら
れ
気
味
で

あ
っ
た
。
す
る
と
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
思
想
詩
が
継
承
し
て
い
る
啓
蒙
期
十
八

世
紀
の
教
訓
詩
な
ど
の
成
果
、
な
か
ん
ず
く
壮
大
な
シ
ラ
ー
の
抒
情
表
現
と
の
関
連
が

無
視
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
方
面
か
ら
く
る
理
想
化
技
法

（
Ｉ
ｄ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
i
e
ｒ
ｋ
ｕ
ｎ
ｓ
ｔ
）
の
筋
も
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
の
解
釈
に
お
い
て

は
、
先
の
ロ
マ
ン
化
と
と
も
に
十
分
留
意
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
当
論
で
は
、
単
に
ロ
マ
ン
風
彼
方
を
目
指
す
無
限
へ
の
憧
憬
の
み
な
ら
ず
、
更
に
は

現
実
の
生
か
ら
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
よ
う
な
理
想
を
求
め
「
泡
立
つ
無
限
」
を

も
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
契
機
と
し
て
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
第
一
節
で
注
目
す
べ
き
は
、
冒
頭
第
一
句
の
光
明
（
甲
）
～
回
～
凛
）
で

あ
る
。

・
：
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
　
w
ｉ
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
u
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

ひ
そ
や
か
に
街
路
は
光
明
に
満
ち
、

一
見
し
た
所
こ
こ
は
、
「
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
」
と
解
さ
れ
、
「
淡
い
油
燈
の
光
」
し

か
目
に
入
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
光
明
」
の
語
気
か
ら
し
て
、
す
で
に
後
出
の
「
月
」

（
第
十
四
句
）
を
察
知
せ
し
め
、
都
市
生
活
の
日
常
は
「
燈
火
と
月
影
の
光
明
に
満
ち
」

る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
こ
こ
で
月
影
（
Ｋ
ｏ
乱
～
ぼ
ド
）
は
言
わ
ば
仮
象
シ
ャ
イ
ン
の

ご
と
く
「
隠
れ
て
働
き
か
け
」
て
お
り
、
決
し
て
目
立
つ
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
慎
ま
し
く
も
荘
厳
な
姿
に
、
当
詩
歌
の
本
質
が
宿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
は
丁
度
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
鍵
盤
曲
『
月
光
（
に
ｏ
乱
呂
回
ド
）
』
（
一
八
〇

二
年
）
を
想
わ
せ
、
心
の
内
面
の
深
い
所
と
、
人
間
を
包
む
悠
久
な
る
宇
宙
空
間
と
の

一
体
感
が
あ
り
、
内
外
が
こ
の
合
一
感
情
の
波
に
乗
り
協
和
し
あ
う
。
そ
し
て
控
え
目

な
が
ら
謹
厳
な
安
ら
ぎ
の
場
が
、
な
に
げ
な
い
市
民
生
活
の
只
中
に
広
が
る
（
第
三
句

以
下
）

一
汗
満
ち
足
り
て
家
路
を
、
…
安
ら
ぎ
を
求
め
歩
み
ゆ
く
人
々
。

四
　
　
し
て
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は

五
　
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
っ
ろ
ぐ
。

以
上
の
光
明
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
満
た
さ
れ
た
市
民
生
活
の
日
常
と
鋭
い
明
暗
を
織

り
な
し
、
第
二
句
で
は
華
麗
な
特
権
階
級
の
夜
会
へ
と
「
（
大
路
を
）
疾
駆
す
る
馬
車
」

の
「
松
明
」
の
輝
き
（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ぱ
凛
）
が
目
に
と
ま
る
。

一

し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）

文
字
通
り
「
過
ぎ
去
る
？
ｙ
Ｓ
而
」
」
の
は
、
旧
体
制
（
Ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
　
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
　
ｍ
ｅ
）
下
ヴ
ェ



ル
サ
イ
ユ
に
豪
華
絢
爛
を
極
め
た
ご
と
き
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
で
あ
る
。
他
方
「
燈
火
と

月
影
の
光
明
」
に
浴
し
静
か
で
遠
大
な
自
然
力
を
展
開
さ
せ
る
の
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
音
楽
と
通
底
す
る
ド
イ
ツ
思
想
詩
（
（
い
亀
自
町
民
～
齢
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
も
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
ド
イ
ツ
思
想
詩
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
第
一
節
冒
頭
に
読
み
と
れ
る
先
の
明
暗
は
、
も
し
詩
人
の
論
文
『
滅
び

の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
』
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
一
層
と
意
義
深
い
も
の
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
目
下
一
七
八
九
年
以
降
は
革
命
期
で
あ
る
。

祖
国
の
こ
の
没
落
、
な
い
し
は
、
こ
の
意
味
で
の
変
遷
は
、
既
存
の
世
界
の
四
肢

で
感
じ
と
ら
れ
、
そ
の
様
は
、
こ
の
既
存
の
も
の
が
解
体
す
る
瞬
間
と
度
合
い
に

応
じ
て
正
に
、
新
し
く
勃
興
す
る
も
の
、
若
々
し
い
も
の
、
可
能
な
も
の
が
感
じ

と
ら
れ
る
と
い
う
具
合
な
の
で
あ
る
。

再
び
話
題
の
思
想
詩
へ
と
目
を
転
ず
る
と
、
そ
の
第
一
節
に
お
け
る
同
じ
動
詞

＜
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
＞
の
対
比
（
第
二
句
と
第
一
〇
句
）
も
意
味
深
長
と
な
る
。
第
二
句
は
右
記

の
と
お
り
、
「
（
華
美
な
）
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る

（
ぶ
回
吊
～
・
：
n
m
w
ｅ
ｇ
）
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
第
一
〇
句
で
は
第
九
句
よ
り

　
ブ
ル
ネ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
●

「
噴
泉
が
、
…
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
送
り
（
ｆ
ｒ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ぶ
回
孚
目
）
」
と
生
成
し
て

九

　
　
　
　
ブ
ル
ネ
ッ

し
て
噴
泉
が

一
〇
　
洞
々
と
湧
き
（
了
～
の
ｊ
Ｓ
Ｆ
乱
）
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
送
り
、
・
Ｉ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ネ
ッ
　
　
　
ー
ー
‘
●
・
・
・

更
に
引
き
続
く
都
市
空
間
の
諸
相
は
、
「
噴
泉
」
の
生
成
の
息
吹
き
に
協
和
し
て
、
「
ひ

そ
や
か
に
響
き
わ
た
る
晩
鐘
の
音
」
（
第
十
一
句
）
を
加
味
す
る
。

　
　
　
ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
わ
た
る
晩
鐘
の
音
Ｃ
ｇ
ｅ
ｌ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
皿
ｏ
ぼ
已
。

三
　
（
３
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
（
一
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

こ
の
「
晩
鐘
」
も
、
次
の
「
夜
警
」
（
第
十
二
句
）
も
、
十
八
世
紀
啓
蒙
と
革
命
の
時

代
に
お
い
て
、
ま
ず
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」
と
し
て
掴
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

　
し
か
し
他
方
、
前
述
の
生
成
す
る
諸
相
が
見
落
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
な
お
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
は
、
深
い
感
動
を
と
も
な
い
受
容
さ
れ
る
。
そ
の
好
例
が

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
場
合
で
、
こ
の
ロ
マ
ン
派
詩
人
は
生
来
の
遁
世
風
想
念
に
駆
ら
れ
、

一
八
一
〇
年
ル
ン
グ
宛
書
簡
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

殊
に
『
夜
』
は
明
澄
で
星
辰
に
輝
き
、
孤
独
で
、
そ
し
て
過
去
へ
ま
た
未
来
へ
と

あ
ら
ゆ
る
想
い
出
の
響
く
晩
鐘
（
茄
回
乱
の
臼
ｏ
の
肛
）
で
す
。
・
：

そ
の
様
な
こ
と
を
体
験
し
つ
つ
、
私
は
知
ら
ぬ
間
に
一
篇
の
詩
歌
を
創
作
し
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。

豊
か
な
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
抒
情
の
調
べ
は
、
た
と
え
啓
蒙
期
ド
イ
ツ
の
十
八
世
紀
教
訓

詩
以
来
の
倫
理
意
識
を
度
外
視
し
た
と
し
て
も
、
な
お
十
分
な
享
受
に
耐
え
う
る
詩
想

の
広
が
り
を
有
し
て
い
る
。
故
に
「
孤
独
」
な
「
想
い
出
」
に
ふ
け
る
ロ
マ
ン
派
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
に
お
い
て
も
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
こ
そ
、
「
最
も
好
き
な
詩

歌
」
に
他
な
ら
ず
、
正
に
「
祈
り
！
・
」
の
時
祷
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
心
に
深
く
刻

み
こ
ま
れ
た
詩
節
が
前
述
の
第
十
一
句
以
下
で
、
そ
の
「
晩
鐘
」
な
ど
音
響
の
世
界
が

静
聴
の
場
と
な
る
。

　
続
く
第
十
二
句
、
「
し
て
時
刻
を
想
い
、
そ
の
数
を
夜
警
が
声
高
に
呼
ば
わ
る
」
に

は
、
「
夜
警
」
が
登
場
す
る
。
先
の
書
簡
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
述
べ
た
新
た
な
創
作
は
、

こ
の
「
夜
警
」
を
念
頭
に
実
現
の
運
び
と
な
る
。
つ
ま
り
ロ
マ
ン
派
詩
人
に
よ
る
「
夜
」

へ
の
続
篇
が
、
こ
こ
に
成
立
す
る
。

一
　
あ
あ
夜
は
私
を
慰
め
ぬ
。
　
・
：
　
夜
は
近
づ
く
、



四
　
（
４
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

一

一

一

一四

　
捕
ら
わ
れ
た
者
へ
忍
び
よ
る
夜
警
の
ご
と
く
。

こ
こ
に
杯
か
お
る
。
そ
う
夜
は
語
る
。
こ
れ
を
あ
な
た
の
涙
で
充
た
し
な
さ
い
。

　
こ
こ
の
石
を
胸
に
抱
き
な
さ
い
。
す
る
と
石
は
あ
な
た
の
パ
ン
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

流
石
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
詩
人
で
、
い
ま
だ
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
と
い
う
表
題
も
知
ら
ず
、

そ
の
第
二
節
以
下
の
詩
想
展
開
に
も
触
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
に
そ
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
ず
き

一
節
「
夜
」
に
通
じ
た
だ
け
で
、
文
字
通
り
続
篇
で
「
（
葡
萄
酒
の
）
杯
」
（
第
三
句
）

と
「
パ
ン
」
（
第
四
句
）
を
、
す
で
に
語
り
出
し
て
い
る
。

　
確
か
に
遁
世
を
基
調
と
す
る
限
り
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
理
解
は
純
正
で
あ
り
、
そ
れ

な
り
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
本
質
に
迫
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ロ
マ
ン
派
詩
人
の

抱
く
無
限
へ
の
憧
憬
は
、
先
の
書
簡
に
あ
る
「
過
去
へ
ま
た
未
来
へ
と
あ
ら
ゆ
る
想
い

出
の
響
く
晩
鐘
」
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
曖
昧
に
当
所
な
く
さ
迷
う

心
情
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
は
、
当
時
の
革
命
期
に
市
民
意
識
の
底

か
ら
「
泡
立
つ
無
限
」
の
生
成
も
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
無

限
の
彼
方
へ
と
理
想
を
求
め
て
倦
む
こ
と
な
き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
真
骨
頂
も
垣
間
見
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
事
態
は
懐
古
と
か
復
古
の
情
に
閉
じ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
が
蔵
す
る
詩
人
の
理
念
追
求
は
、
単
純
一
直
線
に
「
至
福
な
る

ギ
リ
シ
ア
」
（
第
四
節
）
へ
と
伸
び
て
い
る
の
で
は
な
く
、
濃
淡
細
や
か
な
陰
影
を
お

び
た
心
の
竪
に
少
し
ず
つ
刻
ま
れ
る
。
故
に
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
見
ら
れ
る
よ

　
　
　
　
・
・
●
●

う
な
無
限
へ
の

　
一
重
に
現
世
を

憧
憬
も
十
分
包
容
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
魂
の
明
暗
の
全
貌
は
、

機
土
と
し
て
遠
離
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
同
時
に
現
実
を
未
来
に

向
け
形
造
る
べ
き
明
確
な
理
想
を
も
要
請
す
る
。
か
く
し
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

は
甘
美
な
夢
想
た
る
を
止
め
て
、
む
し
ろ
直
面
す
る
人
倫
社
会
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
へ
の

挑
戦
と
な
る
。

　
近
世
ド
イ
ツ
文
化
に
お
い
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
理
想
を
見
た
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の

『
模
倣
論
』
（
一
七
五
五
年
）
以
来
、
こ
の
理
想
化
に
拍
車
を
か
け
た
文
芸
作
品
の
中
で
、

殊
の
ほ
か
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
感
銘
を
与
え
た
も
の
は
、
ゲ
ー
テ
の
『
タ
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ

ゲ
ー
ニ
エ
』
（
一
七
八
七
年
）
と
シ
ラ
ー
の
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
（
一
七
八
八
年
）
で

あ
ろ
う
。
両
者
と
も
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
と
共
通
す
る
点
は
、
古
典
美
の
明
澄
な
鏡

に
直
面
し
、
こ
れ
に
照
し
て
自
ら
の
心
を
分
析
し
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
を
解
明

せ
ん
と
す
る
姿
勢
に
あ
る
。
故
に
各
々
の
作
品
に
辰
る
清
澄
な
る
碧
空
ギ
リ
シ
ア
の
明

鏡
の
下
、
無
限
へ
の
憧
憬
は
次
第
次
第
に
明
確
な
造
形
を
求
め
、
そ
の
曖
昧
模
糊
と
し

て
煮
え
切
ら
ぬ
感
情
を
純
化
し
て
ゆ
く
。
し
か
も
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
場
合
は
、
こ

の
理
想
化
が
、
あ
く
ま
で
「
乏
し
き
時
代
」
（
第
一
二
二
句
）
に
踏
み
留
ま
り
、
そ
の

「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」
に
静
聴
す
る
詩
人
に
よ
り
、
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
他
方
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
掴
ん
だ
幽
玄
な
陰
影
も
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
は

見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
無
限
へ
の
憧
憬
を
い
ざ
な
い
「
響
き
渡
る
晩
鐘

の
音
」
（
第
十
一
句
）
と
か
、
霊
妙
に
市
井
の
日
常
を
聖
化
す
る
「
燈
火
と
月
影
の
光

明
」
（
第
一
句
）
な
ど
、
そ
の
証
左
と
な
る
。
こ
こ
で
想
い
浮
か
ぶ
の
は
、
ノ
ヴ
″
Ｉ

リ
ス
の
言
う
「
ロ
マ
ン
化
」
で
あ
る
。

世
界
は
ロ
マ
ン
化
さ
れ
る
必
然
に
あ
る
。
か
く
し
て
根
源
の
意
味
が
再
び
見
い
出

さ
れ
る
。
私
か
俗
な
も
の
に
崇
高
な
意
味
を
、
日
常
に
対
し
神
秘
に
み
ち
た
外
観
を
、

既
知
の
も
の
に
未
知
の
尊
厳
を
、
有
限
な
も
の
に
無
限
の
陰
影
を
与
え
る
な
ら
、

こ
う
し
て
私
は
ロ
マ
ン
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
際
ノ
ヴ
″
Ｉ
リ
ス
自
身
が
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
を
実
践
し
た
例
と
し
て
、
ま

ず
考
え
ら
れ
る
の
は
『
夜
の
讃
歌
』
二
八
〇
〇
年
）
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
讃
歌
で

は
、
「
神
秘
に
み
ち
た
夜
」
の
至
福
な
る
死
圏
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
光
明
を
与
え

「
ロ
マ
ン
化
」
し
て
い
る
。

　
但
し
同
じ
「
夜
」
で
あ
る
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
と
異



な
り
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
讃
歌
で
は
、
万
事
が
何
も
か
も
「
夜
の
太
陽
」
つ
ま
り
夭
折

し
た
「
恋
人
」
の
周
り
を
回
る
。
す
る
と
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
は
、
唯
一
無
比
の

焦
点
を
中
心
に
丸
く
収
ま
り
、
も
は
や
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
入
る
余
地
は
な
く

な
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
『
夜
の
讃
歌
』
第
五
歌
が
物
語
る
と
お
り
、
後
世
キ
リ
ス

ト
者
の
魂
の
夜
に
よ
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
は
乗
り
越
え
ら
れ
で
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
既
成
宗
教
は
ロ
マ
ン
派
詩
人
に
よ
り
こ
の
よ
う
に
弁
護
さ
れ
、
新
た
な
理
想
界
ギ
リ

シ
ア
は
斥
け
ら
れ
る
。
他
方
シ
ラ
ー
た
ち
に
と
り
古
典
ギ
リ
シ
ア
は
、
今
日
ア
テ
ー
ナ

イ
の
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
が
数
多
く
の
旅
人
を
引
き
つ
け
る
よ
う
に
、
明
澄
か
つ
荘
厳

な
姿
を
と
り
眼
前
に
聳
え
て
い
た
。
そ
し
て
他
な
ら
ぬ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
こ
そ
は
、
こ
の

理
想
界
に
迫
っ
た
筆
頭
で
あ
る
。
従
っ
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
、
「
夜
」
（
第
一
節
）

が
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
四
節
）
と
、
と
も
に
清
澄
な
姿
で
対
峙
し
合
っ
て
い

る
点
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
昔
日
キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
片
付
け
て
し
ま
っ
た
と
思
い
こ
ん
だ
古
典
古
代
の
神
界
と

の
確
執
は
、
再
び
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
召
喚
と
と
も
に
、
西
欧
意
識
の
中
心
問

題
と
し
て
浮
上
す
る
。
そ
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
も
増
し
て
、
こ
の
相
克
す
る
魂

の
悲
劇
を
真
摯
に
取
り
扱
っ
た
例
は
稀
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
果
敢
な
先
輩
シ
ラ
ー
で
さ

え
、
当
時
な
お
根
強
く
残
存
し
て
い
た
既
成
宗
教
観
に
屈
し
て
、
挑
発
的
な
『
ギ
リ
シ

ア
の
神
々
』
初
稿
（
一
七
八
八
年
）
か
ら
鋭
利
な
批
判
の
角
を
殺
ぎ
取
り
、
結
局
は
牧

歌
夙
に
丸
く
収
ま
っ
た
再
稿
（
一
七
九
三
年
）
を
一
八
〇
〇
年
に
公
刊
し
た
程
で
あ
っ

た
。
　
と
か
く
世
相
は
こ
の
様
で
あ
り
、
敢
え
て
古
典
と
言
え
ば
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
作

品
」
を
指
す
風
潮
が
生
じ
た
の
も
止
む
を
得
な
い
。

ゲ
ー
テ
の
手
に
懸
か
る
と
精
神
は
質
量
と
な
り
、
ゲ
ー
テ
が
こ
れ
に
美
し
く
感
じ

の
よ
い
形
式
を
与
え
た
。
か
く
し
て
ゲ
ー
テ
は
わ
が
ド
イ
ッ
文
学
の
巨
匠
と
な
り
、

書
い
た
も
の
は
全
て
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
作
品
（
呂
呪
～
乱
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
　
Ｋ
ｕ
ｎ
ｓ
ｔ
w
ｅ
ｒ
巴

と
な
っ
た
。

五
　
（
５
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
二
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

（
ハ
イ
ネ
『
ロ
マ
ン
派
』
　
一
八
三
五
年
－
三
六
年
）

果
た
し
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
も
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
作
品
」
か
否
か
？
　
こ
の
問
い
を

め
ぐ
り
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
ゲ
ー
テ
た
ち
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
間
に
は
、
避
け
難
い
亀

裂
が
生
じ
る
。

　
前
述
の
ご
と
く
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
あ
っ
て
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
も
キ
リ
ス
ト
教

西
欧
も
各
々
そ
れ
自
体
で
別
々
に
丸
く
収
ま
り
切
ら
ず
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
古
典
派
や
ロ
マ

ン
派
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
よ
う
に
別
個
の
大
団
円
を
迎
え
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
両
者
は

分
か
ち
難
く
結
び
つ
き
相
互
で
高
度
な
緊
張
を
形
遣
る
。
し
か
も
両
極
の
二
焦
点
に
よ

り
弓
形
に
張
り
渡
さ
れ
た
魂
の
楕
円
曲
線
に
生
気
を
与
え
る
も
の
は
、
目
下
の
現
実
に

生
成
し
息
吹
く
市
民
意
識
に
他
な
ら
ず
、
空
漠
た
る
彼
方
へ
と
た
ゆ
と
う
ロ
マ
ン
風
情

緒
で
も
な
く
、
ま
た
古
典
の
文
飾
や
修
辞
へ
と
自
己
閉
塞
し
た
審
美
観
で
も
な
い
。

　
当
時
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
は
、
こ
と
に
隣
国
ド
イ
ツ
諸
領
邦
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ

た
が
、
同
時
に
後
れ
ば
せ
な
が
ら
産
業
革
命
の
歩
み
も
徐
々
に
ド
イ
ツ
で
進
展
し
つ
つ

あ
っ
た
。
話
題
の
市
民
意
識
に
も
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
関
す
る
限
り
、
こ

の
政
治
お
よ
び
経
済
の
上
に
お
け
る
革
命
が
背
景
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
政
治
意
識
に

関
し
て
は
既
に
述
べ
た
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」
の
筋
に
確
か
め
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
旧
体
制
下
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
と
共
に
「
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
が
疾

駆
し
過
ぎ
去
る
」
（
第
二
句
）
の
に
対
し
、
新
た
に
勃
興
す
る
革
命
後
の
市
民
意
識
は

慎
ま
し
く
も
謹
厳
に
「
燈
火
と
月
影
の
光
明
に
満
ち
」
（
第
一
句
）
て
い
る
。

　
か
く
都
市
生
活
の
諸
相
は
変
容
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
聖
化
の
波
が
高
潮

と
な
る
の
は
第
四
句
か
ら
第
五
句
に
か
け
て
の
詩
節
で
あ
る
。

-

一

一
四五

満
ち
足
り
て
家
路
へ
と
、
・
：
歩
み
ゆ
く
人
々
。

　
し
て
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は

悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
。
…



六
　
（
６
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

事
も
あ
ろ
う
に
高
揚
せ
る
抒
情
表
現
の
只
中
で
、
「
収
支
得
失
」
を
考
量
す
る
商
人
の

姿
が
登
場
す
る
。
勿
論
こ
れ
は
単
な
る
金
銭
勘
定
を
意
味
せ
ず
、
経
済
感
覚
の
み
な
ら

ず
倫
理
意
識
を
も
礎
に
、
心
が
内
外
に
揺
れ
る
動
静
を
示
す
。
し
か
し
な
が
ら
孤
高
の

詩
人
と
ま
で
言
わ
れ
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
純
粋
な
抒
情
の
調
べ
の
中
へ
と
、
’
「
収
支
得

失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
」
が
包
容
さ
れ
る
に
は
、
何
か
特
別
な
事
情
が
考
え
あ
わ
さ

れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
詩
人
の
伝
記
は
こ
の
際
、
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
を
「
思
慮
深
い
家
長
」
の
背
後
に
置

く
。
す
る
と
世
渡
り
の
下
手
な
詩
人
が
、
一
八
〇
〇
年
六
月
よ
り
一
八
〇
一
年
一
月
に

か
け
約
半
年
間
、
こ
の
裕
福
な
毛
織
物
商
人
の
館
（
旧
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
内
）

で
世
話
に
な
っ
て
い
た
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
は
、
こ
の

滞
在
期
を
背
景
と
し
て
お
り
、
そ
の
第
一
句
冒
頭
で
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
」
は
、
他

な
ら
ぬ
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
（
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
八
三
二
年
刊
『
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ペ
ル
ク
年
鑑
』
に
収
め
ら
れ
た
「
工
場
目
録
」
に
よ

る
と
、
「
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
絨
毯
毛
織
物
商
会
」
は
、
一
七
九
七
年
に
設
立
さ
れ
た

マ
ヌ
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
●
●
一
●
●

工
場
制
手
工
業
の
会
社
で
、
当
時
と
し
て
は
新
た
な
産
業
革
命
の
一
翼
を
担
う
企
業
で

あ
っ
た
。
こ
の
経
営
者
が
「
思
慮
深
い
家
長
」
に
投
影
し
て
お
り
、
第
四
句
で
は
そ
の

「
収
支
得
失
」
が
外
面
に
留
ま
ら
ぬ
深
い
内
省
の
次
元
で
把
え
ら
れ
る
。
更
に
詩
歌
の

調
べ
は
引
き
続
く
第
五
句
で
盛
り
上
が
り
、
「
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ

（
w
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
」
と
高
唱
さ
れ
る
。
そ
し
て
心
の
深
い
所
で
親
密
な
応

答
な
し
て
、
「
思
慮
深
い
家
長
」
た
る
豪
商
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
と
、
「
孤
独
な
者
」
（
第
八

句
）
た
る
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
、
言
わ
ば
市
民
と
芸
術
家
と
の
稀
有
な
明
暗
を
形
造

る
。

九八七

だ
が
他
方
、
竪
琴
の
音
が
…

　
そ
こ
で
恋
人
が
奏
で
、
或
い
は
孤
独
な
者
が

彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
…

確
か
に
第
七
句
で
転
調
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
決
し
て
断
絶
と
か
亀
裂
を
意

味
し
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
在
来
の
研
究
は
大
旨
、
第
六
句
ま
で
の
市
民
生
活
の
日
常
空
間
と
、
第

七
句
以
下
で
内
省
し
深
沈
す
る
詩
想
と
を
、
ま
る
で
水
と
油
の
ご
と
き
異
質
な
も
の
と

看
倣
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
冒
頭
の
都
市
像
（
第
一
句
－
第
六
句
）
が
、
詩
想
の
核

心
な
す
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
と
は
無
縁
の
俗
界
と
し
て
片
付
け
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
第
六
句
ま
で
と
第
七
句
以
下
に
何
ら
内
な
る
関
連
を
見
な
い
趨
勢

の
根
は
、
実
の
と
こ
ろ
深
い
。
そ
の
端
初
は
既
に
触
れ
た
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
一
八
ニ
八
年
の
日
記
書
簡
で
、
こ
の
厭
世
家
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

第
一
節
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

冒
頭
六
句
は
、
現
実
へ
向
け
て
の
世
の
営
み
が
疲
労
へ
と
至
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
引
き
続
く
六
句
（
第
七
句
－
第
十
二
句
）
は
、
（
失
わ
れ
た
）
時
へ

の
憧
れ
で
あ
り
、
喪
失
の
感
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
・
：

遁
世
を
目
指
す
ロ
マ
ン
派
の
遠
離
機
土
と
言
っ
た
方
向
か
ら
眺
め
れ
ば
、
冒
頭
の
都
市

像
に
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」
を
見
い
だ
す
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

実
際
は
、
勿
論
こ
れ
見
よ
が
し
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
当
時
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
産
業

革
命
の
担
い
手
が
「
思
慮
深
い
家
長
」
と
高
唱
さ
れ
、
通
常
は
望
む
べ
く
も
な
い
異
質

な
魂
の
出
会
い
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
更
に
「
家
長
」
が
「
孤
独
な
者
」
と
親
密
な

応
答
を
交
し
合
い
、
響
き
始
め
た
抒
情
の
調
べ
が
決
し
て
現
世
離
れ
し
た
空
想
の
所
産

な
ら
ざ
る
こ
と
を
保
証
す
る
の
で
あ
る
。

　
純
粋
な
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
抒
惰
性
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
関
す
る
限
り
、

直
面
す
る
社
会
の
現
実
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
史
実
の
裏
付
け
を
え
た

堅
固
な
地
盤
か
ら
生
成
し
て
く
る
。
従
っ
て
詩
想
展
開
は
ロ
マ
ン
派
風
の
夢
想
へ
と
解

消
せ
ず
、
目
下
の
眼
前
に
息
吹
く
市
民
社
会
の
倫
理
意
識
を
礎
に
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ア

を
目
指
す
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
上
の
現
実
を
踏
ま
。
え
て
古
典
古
代
に
迫
っ
た
例
と
し
て
、



忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
先
輩
シ
ラ
ー
の
詩
歌
『
散
策
』
（
一
七
九
五
年
）
で
あ

る
。

　
『
散
策
』
に
お
い
て
も
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
も
、
文
化
と
自
然
が
両
極
を

な
す
対
立
二
元
論
を
主
輪
に
し
て
理
念
追
求
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
探
索
過
程
の

な
か
で
古
代
ギ
リ
シ
ア
世
界
と
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
現
実
と
が
反
響
し
合
う
。
結
果

と
し
て
市
民
社
会
の
樹
立
は
、
古
典
古
代
の
都
市
国
家
に
お
い
て
も
、
目
下
の
西
欧
十

八
世
紀
末
に
お
い
て
も
、
シ
ラ
ー
の
場
合
は
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
れ
は
シ
ラ
ー

特
有
の
悲
劇
観
に
よ
る
も
の
で
、
ひ
と
た
び
自
由
を
獲
て
解
放
さ
れ
、
自
然
と
は
「
異

質
な
精
神
（
Ｅ
ｉ
ｎ
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
ｒ
／
（
り
Ｒ
耳
）
」
（
第
五
九
句
－
第
六
〇
句
）
を
孕
み
成
熟

す
る
と
、
必
然
の
因
果
応
報
と
し
て
文
化
は
歯
止
め
な
く
破
局
へ
と
突
入
す
る
。
故
に

新
た
に
構
想
さ
れ
る
市
民
社
会
樹
立
に
際
し
『
散
策
』
の
場
合
は
、
古
典
古
代
の
悲
劇

お
よ
び
近
世
の
革
命
は
回
避
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
躍
動
す
る
理
念
を
骨
抜
き
に
さ
れ
た

「
恒
に
変
わ
ら
ぬ
（
i
m
m
e
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
）
自
然
」
（
第
一
九
五
句
）
が
拠
り
所
と
さ
れ
、

詰
ま
る
所
は
穏
健
な
自
然
本
性
の
中
で
「
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
太
陽
も
、
見
よ
！
　
そ
れ
も

我
ら
に
微
笑
み
か
け
る
」
（
第
二
〇
〇
句
）
と
言
う
牧
歌
風
の
大
団
円
を
迎
え
る
。

　
シ
ラ
ー
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
歴
史
観
の
相
違
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ

ち
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」
に
こ
そ
後
者
は
、
「
神
々
の
言
葉
、
変
転
と
生
成

（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｃ
ｈ
ｓ
ｅ
ｌ
ｎ
／
に
乱
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
）
」
（
『
多
島
海
』
第
二
九
二
句
－
第
二
九

三
句
）
を
静
か
に
聴
き
と
る
。
反
し
て
前
者
は
『
散
策
』
で
、
「
恒
に
変
わ
ら
ぬ
」
「
神

聖
な
自
然
」
（
第
一
四
二
句
）
へ
と
逃
避
し
、
桃
源
郷
風
の
「
自
然
へ
帰
れ
！
・
」
を
唱

導
す
る
。
こ
の
結
末
が
一
種
の
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
作
品
」
と
し
て
、
前
述
の
『
ギ

リ
シ
ア
の
神
々
』
再
稿
（
一
七
九
三
年
）
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
後
世
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
課
題
が
、
こ
こ
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
躍
動
す
る
理
念

を
文
化
と
自
然
を
両
焦
点
と
し
た
関
数
に
お
い
て
発
酵
さ
せ
、
こ
の
両
極
の
緊
張
に
よ

り
鋭
い
明
暗
を
織
り
成
し
つ
つ
も
、
双
方
の
焦
点
よ
り
形
造
ら
れ
る
魂
の
楕
円
曲
線
を
、

西
欧
意
識
の
軌
跡
と
し
て
描
く
。
そ
し
て
こ
の
軌
道
上
で
古
典
ギ
リ
シ
ア
も
、
ま
た
そ

れ
に
相
応
し
い
自
然
観
や
史
的
現
実
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
一
度
は
シ

　
七
　
（
７
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
こ
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

ラ
ー
に
お
い
て
、
悲
劇
と
牧
歌
と
の
両
極
に
分
解
し
た
文
化
と
自
然
が
、
再
び
緊
密
な

次
元
で
掴
み
直
さ
れ
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
な
ら
で
は
の
純
粋
な
抒
情
の
調
べ
に
乗
り
歌
い

上
げ
ら
れ
る
。

　
も
し
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
に
、
こ
の
よ
う
な
抒
情
の
調
べ
を
探
す
な
ら
ば
、

そ
の
詩
歌
象
徴
が
自
然
の
生
成
す
る
「
息
吹
き
」
を
伝
え
る
第
十
三
句
に
こ
そ
、
そ
れ

は
見
い
出
さ
れ
る
。
そ
こ
へ
は
徐
々
に
第
十
一
句
よ
り
盛
り
上
が
っ
て
ゆ
く
。

十

一

十

一一

十

一
一
一

ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音

　
し
て
時
刻
を
想
い
、
そ
の
数
を
夜
警
は
声
高
に
呼
ば
わ
る
。

今
や
又
あ
る
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
苑
の
樹
頭
を
（
天
上
へ
と
）
揺
り
動
か
す
。

教
会
の
「
晩
鐘
の
音
」
（
第
十
一
句
）
と
、
自
然
の
「
息
吹
き
」
（
第
十
三
句
）
が
協
和

し
、
詩
人
は
深
層
の
意
味
を
静
か
に
聴
き
と
り
、
「
林
苑
」
（
第
十
三
句
）
は
市
井
の
日

常
に
あ
り
な
が
ら
も
、
『
聖
書
』
や
古
代
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
神
話
世
界
の
神
苑
に
似
て
、

霊
気
溢
れ
る
「
息
吹
き
」
を
浴
び
る
。
そ
し
て
躍
動
す
る
理
念
が
生
成
す
る
こ
こ
よ
り
、

「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
悲
劇
祝
祭
空
間
が
遠
望
さ
れ
る
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
類
似
の
躍
動
す
る
理
念
は
、
シ
ラ
ー
の
詩
歌
断
片
『
ド
イ
ツ
の

偉
容
』
（
一
七
九
七
年
）
に
も
確
か
め
ら
れ
る
。

　
・
：
古
く
野
蛮
な
体
制
の
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
風
廃
墟
の
真
下
で
、
生
命
溢
れ
る
も
の

（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
乱
耐
の
）
が
誕
生
す
る
。
　
…

シ
ラ
ー
が
こ
れ
に
先
行
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
啓
蒙
と
革
命
の
時
代
を
念
頭
に
置

く
と
、
目
を
見
張
る
べ
き
発
言
と
な
る
。

・
：
　
よ
し
ん
ば
（
神
聖
ロ
ー
マ
）
帝
国
が
滅
ん
だ
と
て
、
ド
イ
ツ
の
尊
厳
は
揺
ら

が
ず
留
ま
ろ
う
。
そ
の
尊
厳
は
、
人
倫
の
偉
容
（
町
は
回
回
の
き
り
の
）
で
あ
り
、



　
八
　
（
８
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

　
　
そ
れ
が
住
ま
う
の
は
、
そ
の
国
の
文
化
と
気
質
な
の
で
あ
る
。
　
・
：

断
片
な
が
ら
も
シ
ラ
ー
が
述
べ
た
「
人
倫
の
偉
容
」
と
し
て
の
「
ド
イ
ツ
の
尊
厳
」
は
、

一
層
と
形
象
豊
か
な
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
詩
歌
象
徴
に
、
目
立
つ
こ
と
な
く

象
眼
さ
れ
て
い
る
。

　
も
は
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
句
に
は
、
シ
ラ
ー
に
と
か
く
見
ら
れ
る
啓
蒙
風
の
表
立
っ

た
教
副
調
が
、
影
を
ひ
そ
め
て
人
目
を
ひ
か
な
い
。
だ
が
シ
ラ
ー
の
言
わ
ん
と
す
る

「
人
倫
の
偉
容
」
が
、
静
か
な
瞑
想
の
国
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
「
文
化
と
気
質
」
か
ら
、

に
じ
み
出
て
く
る
点
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
真
骨
頂
が
見
い
出
せ
る
。
確
か
に
一
面

で
は
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
解
し
た
よ
う
に
、
「
響
き
渡
た
る
晩
鐘
の
音
」
や

　
こ
わ
だ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
Ｉ
　
・
　
・
　
一

「
声
高
に
呼
ば
わ
る
夜
警
」
が
、
久
遠
の
彼
方
に
向
け
て
無
限
の
憧
憬
を
誘
う
こ
と
は

否
め
な
い
。
そ
の
よ
う
に
基
調
は
正
に
「
祈
り
！
」
な
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が

ら
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
そ
れ
は
、
む
し
ろ
ミ
レ
ー
の
名
画
『
晩
鐘

（
Ｌ
'
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
ｕ
ｓ
）
』
（
一
八
五
八
年
－
五
九
年
）
に
お
け
る
時
祷
の
現
実
に
似
て
い
る
。

す
な
わ
ち
素
朴
な
気
取
ら
ぬ
日
常
生
活
の
只
中
に
お
け
る
「
祈
り
」
が
こ
こ
に
あ
り
、

慎
ま
し
く
も
謹
厳
な
市
民
社
会
の
倫
理
意
識
は
、
こ
れ
を
礎
に
し
て
後
に
「
至
福
な
る

ギ
リ
シ
ア
」
へ
と
突
破
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
祈
り
が
「
晩
鐘
」
（
第
十
一
句
）
に
兆
し
、
そ
れ
が
響
き
渡
た
る
ゴ
テ
ィ
ッ

ク
風
聖
堂
が
彷
彿
と
夕
映
に
聳
え
る
。
そ
の
威
風
堂
々
た
る
姿
に
も
劣
ら
ず
、
第
十
三

句
で
は
霊
妙
な
「
息
吹
き
」
を
浴
び
た
「
林
苑
の
樹
頭
（
（
ｊ
ｉ
ｐ
ｆ
ｅ
ｌ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ
）
」
が

天
を
衝
く
。
「
林
苑
」
と
は
昔
日
一
七
七
二
年
に
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ン
詩
人
同
盟
が

「
ド
イ
ツ
の
尊
厳
」
を
求
め
、
質
実
剛
健
な
樫
の
広
葉
で
頭
を
飾
り
盟
約
を
新
た
に
し

た
所
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
新
た
な
盟
約
を
主
題
と
し
た
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の

第
一
節
に
お
い
て
、
こ
の
先
例
に
倣
い
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
根
源
よ
り
、
ル
ソ
ー
風

の
「
社
会
契
約
」
を
求
め
、
精
神
史
の
始
源
へ
問
を
立
て
る
。

　
成
程
シ
ラ
ー
の
古
典
主
義
は
、
よ
り
魂
の
根
源
に
ギ
リ
シ
ア
を
掴
ん
だ
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
の
成
果
に
よ
り
、
そ
の
不
十
分
な
面
を
克
服
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
後
者
で
本
格

化
し
た
開
花
と
結
実
の
前
に
は
、
前
者
の
地
道
な
開
墾
と
種
蒔
の
仕
事
が
あ
る
。
実
際

一
七
九
七
年
に
書
簡
で
シ
ラ
ー
に
向
か
い
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
、
「
先
生
に
私
は
依
存
し

て
お
り
、
自
由
に
な
れ
ま
せ
ん
」
と
告
白
し
て
い
る
の
を
、
決
し
て
お
世
辞
と
は
取
れ

な
い
。
但
し
克
服
し
難
き
依
存
は
終
生
続
か
ず
、
既
に
世
紀
の
転
換
点
に
お
い
て
自
由

が
獲
得
さ
れ
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
よ
う
な
雄
篇
が
誕
生
す
る
。
か
く
し
て
古
典
ギ

リ
シ
ア
の
本
質
に
迫
っ
た
三
十
歳
そ
こ
ら
の
若
き
新
人
に
よ
り
、
円
熟
期
シ
ラ
ー
の
古

典
主
義
は
乗
り
越
え
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
は
、
先
師
シ
ラ
ー
の
基
本
線
を
一
層
と
徹
し
て
古
典
の
真
髄
に

触
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
十
九
世
紀
の
ロ
マ
ン
風
雰
囲
気
を
も
満
喫
さ
せ
る
陰

影
を
加
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
本
質
は
、
既
に
述
べ
た
「
ロ
マ
ン
化
」
に
あ
る
。

他
方
シ
ラ
ー
の
遺
産
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
「
理
想
化
技
法
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
シ
ラ
ー
は
、
文
芸
批
評
『
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
歌
に
つ
い
て
』
（
一
七
九

一
年
）
に
お
い
て
、
ま
ず
「
詩
人
に
要
請
さ
れ
る
必
要
条
件
の
一
つ
が
、
理
想
化

（
に
の
巴
回
の
～
品
）
で
あ
り
、
気
高
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
待
人
の

名
に
値
し
な
く
な
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
良
く
考
え
て
み
れ
ば
、
「
気
高
く
す
る
」

と
言
う
点
で
、
先
の
つ
ロ
マ
ン
化
」
と
軌
を
一
に
す
る
。
但
し
、
ロ
マ
ン
派
が
根
源
よ

り
聖
化
す
る
の
に
対
し
、
シ
ラ
ー
の
理
想
化
は
む
し
ろ
始
源
に
古
典
を
求
め
、
心
を
一

層
高
め
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
理
想
化
は
シ
ラ
ー
の
場
合
一
直
線
に
始
源
へ
伸
び
て
い
な
い
。
つ
ま
り

悲
劇
創
作
で
群
を
抜
い
た
シ
ラ
ー
に
お
い
て
は
、
「
気
高
く
す
る
」
と
言
う
時
、
前
述

の
『
散
策
』
に
も
見
ら
れ
た
何
ら
か
の
破
局
が
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
話
題

の
文
芸
批
評
は
、
シ
ラ
ー
特
有
の
「
切
開
と
新
た
な
縫
合
」
に
つ
き
、
こ
う
語
る
。
即

ち
詩
人
は
、
「
知
識
圏
の
拡
大
と
職
種
の
分
業
化
が
必
然
と
し
て
も
た
ら
し
た
、
私
達

の
精
神
諸
力
の
個
別
化
と
断
片
的
有
効
性
」
を
、
前
提
と
し
て
認
め
る
。
そ
の
上
で
、

「
魂
の
分
離
さ
れ
た
諸
力
を
再
び
協
和
一
致
へ
と
も
た
ら
し
、
頭
脳
と
心
、
洞
察
と
創

意
、
理
性
と
想
像
力
と
を
、
調
和
あ
る
絆
の
も
と
で
活
動
さ
せ
、
言
わ
ば
全
き
人
間
を

私
達
の
中
に
生
み
出
す
の
は
、
ま
ず
詩
歌
芸
術
の
み
　
（
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｋ
ｕ
ｎ
ｓ
ｔ
　
　
　
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ａ
ｈ
ｅ



巴
回
巳
で
あ
る
」
と
、
シ
ラ
ー
は
説
く
。

　
但
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
シ
ラ
ー
は
「
縫
合
」
よ
り
も
「
切
開
」
に
卓
越
性
を

示
し
、
故
に
叙
情
詩
よ
り
は
悲
劇
に
秀
で
て
い
た
。
実
際
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
後
者
の
劇

作
で
は
到
底
シ
ラ
ー
に
及
ば
ず
、
挫
折
し
た
断
片
『
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
死
』
（
一

七
九
七
年
－
九
九
年
）
を
残
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
抒
情
性
豊
か
な
思
想
詩

（
（
い
乱
呂
肛
ふ
～
齢
）
と
な
る
と
、
そ
の
「
新
た
な
縫
合
」
の
見
事
さ
で
遥
か
に
シ
ラ
ー

を
凌
い
で
ゆ
く
。
し
か
し
な
が
ら
「
縫
合
」
の
前
提
と
な
る
「
切
開
」
の
筋
を
度
外
視

し
た
な
ら
ば
、
「
理
想
化
」
は
「
ロ
マ
ン
化
」
と
大
同
小
異
と
な
る
。
従
っ
て
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
に
お
け
る
よ
う
に
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
相
克
が
、
ど

ぎ
っ
く
は
な
い
が
鋭
い
明
暗
を
形
遣
る
に
は
、
「
縫
合
」
の
巧
み
さ
の
み
な
ら
ず
、
「
切

開
」
の
大
胆
さ
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
丁
度
そ
の
精
神
史
上
の
両
極
が
、
高
度
の
緊
張
を
保
持
し
て
弛
む
こ
と
な
く
、
同
時

に
双
方
が
二
焦
点
な
し
て
減
張
あ
る
西
欧
意
識
の
楕
円
曲
線
を
描
く
よ
う
に
、
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
も
全
体
が
渾
然
一
体
を
な
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

中
で
は
様
々
な
相
互
対
立
が
あ
る
。
例
え
ば
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
目
指
す
詩
人

の
内
観
と
、
「
街
路
」
と
か
「
噴
泉
」
な
ど
都
市
の
外
観
と
の
関
係
が
、
そ
の
こ
と
を

物
語
る
。
つ
ま
り
外
観
の
形
姿
は
こ
こ
で
単
に
心
の
内
観
と
無
縁
な
異
物
で
は
な
い
。

成
程
そ
れ
ら
は
詩
人
の
心
に
疎
遠
で
あ
る
。
し
か
し
詩
人
は
論
文
『
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー

ス
の
基
底
』
（
一
七
九
九
年
）
で
、
こ
う
考
え
る
。
「
疎
遠
な
形
姿
は
疎
遠
で
あ
れ
ば
あ

る
程
、
よ
り
生
き
生
き
と
働
き
か
け
る
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
詩
歌
作
品
中
の
目
に

見
え
る
素
材
が
、
そ
の
基
底
に
あ
る
素
材
た
る
詩
人
の
心
情
や
世
界
に
対
し
て
、
似
て

も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
精
神
、
す
な
わ
ち
詩
人
が
自
ら
の
世
界
で
感
得

し
た
神
性
が
、
詩
歌
に
現
わ
れ
る
疎
遠
な
素
材
の
中
に
お
い
て
、
よ
り
明
確
に
表
出
さ

れ
得
る
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
様
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
シ
ラ
ー
の
「
切
開
」
を
徹
底
化
し
、
思
わ
ぬ
も
の
が

相
互
に
出
会
う
逆
説
思
考
に
ま
で
鋳
直
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
切
開
」
の
極
み
に

「
新
た
な
縫
合
」
が
着
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
殊
更
な
切
開
と
言
う
よ
り
は
、
む
し

九
　
（
９
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
二
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

ろ
自
明
な
切
開
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
点
シ
ラ
ー
の
「
切
開
と
新
た
な
縫
合
」
に
は

態
と
ら
し
さ
が
残
る
の
に
対
し
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
場
合
は
こ
れ
が
克
服
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
先
に
見
た
「
思
慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）
と
「
孤
独
な
者
」
（
第
八
句
）
と
の

明
暗
を
想
い
起
こ
し
て
見
よ
う
。
新
興
企
業
の
経
営
主
と
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
友
は
普
通

な
ら
疎
遠
な
異
分
子
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
稀
有
の
詩
歌
象
徴
に
織
り
成
さ
れ
て
、
こ
の

別
世
界
の
住
人
同
士
が
出
会
う
。
す
る
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
解
し
た
よ
う
な
第
六
句
と

第
七
句
と
の
亀
裂
は
表
面
上
の
こ
と
と
な
る
。

　
従
っ
て
『
ハ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
「
夜
」
は
、
決
し
て
密
儀
風
閉
鎖
空
間
で
は

な
く
、
む
し
ろ
俗
界
の
分
別
知
に
も
開
か
れ
て
い
る
。
但
し
分
別
知
の
踏
み
こ
め
な
い

幽
か
で
玄
い
面
も
「
夜
」
に
は
あ
り
、
そ
れ
故
こ
れ
は
「
隠
れ
て
働
き
か
け
」
て
い
る

と
言
う
の
が
適
切
で
あ
る
。
一
方
こ
れ
は
直
観
の
深
み
を
洞
察
す
る
高
次
な
美
意
識
を

望
む
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
「
意
識
の
公
道
」
を
歩
み
「
人
倫
の
太
陽
の
軌
道
の
中
へ
」

と
深
沈
し
て
ゆ
く
。
故
に
こ
の
人
倫
社
会
の
道
徳
意
識
に
お
い
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

第
一
節
は
、
啓
蒙
期
の
教
訓
詩
類
お
よ
び
そ
の
精
華
た
る
シ
ラ
ー
の
思
想
詩
を
継
承
し

て
理
想
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
『
夜
の
讃
歌
』
に
も
通
じ
る
ロ
マ
ン
化
で
濃
淡
細
や

か
で
微
妙
な
心
の
琴
線
に
も
触
れ
る
の
で
あ
る
。



　
一
〇
（
1
0
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

剛
　
領
邦
の
首
都
（
Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｚ
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）

　
　
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
句
の
冒
頭
は
、
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
」
と
歌
わ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
「
都
市
（
叩
乱
作
）
」
と
は
、
市
壁
に
取
り
囲
ま
れ
た
内
部
領
域
で
あ
り
。

　
　
　
　
　
・
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヾ

今
日
で
は
旧
市
街
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
以
降
、
産
業
革
命
の
進
展
に
と
も

な
い
、
歴
史
上
の
遺
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
話
題
の
「
都
市
」
は
当
時
一

八
〇
〇
年
頃
、
農
村
の
田
野
の
只
中
に
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
様
を
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
自
身
が
、
詩
歌
『
閑
暇
』
二
七
九
八
年
）
の
第
二
〇
句
以
下
（
Ｓ
ｔ
Ａ
に
§
）
で
、

次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

二
〇
二
Ｉ
二
二
二
三

そ
し
て
今
、
私
を
小
道
が

す
る
と
彼
方
に
は
都
市
が

活
圏
へ
と
連
れ
も
ど
す
。

、
あ
た
か
も
青
銅
の
甲
冑
さ
な
が
ら
、

雷
神
の
威
力
や
人
の
権
勢
に
抗
し
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
、

荘
厳
な
姿
で
立
ち
現
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
囲
り
の
そ
こ
こ
こ
に
は
村
落
が
憩

１

ひ
き
続
く
第
二
四
句
以
下
は
、
の
ど
か
に
憩
う
農
村
の
姿
を
し
ん
み
り
と
歌
う
。
大
地

に
根
ざ
す
田
園
地
帯
の
穏
や
か
な
佇
ま
い
に
比
べ
、
周
囲
を
高
い
壁
で
と
り
ま
か
れ
た

都
市
は
城
塞
さ
な
が
ら
で
あ
り
、
逞
し
い
人
為
の
力
動
感
を
与
え
る
。

　
都
市
の
周
囲
に
は
耕
地
が
広
が
り
、
こ
こ
に
は
万
物
を
育
む
大
地
が
し
か
と
腰
を
お

ろ
す
。
こ
れ
に
対
し
都
市
に
は
、
至
る
と
こ
ろ
で
人
為
の
証
が
認
め
ら
れ
る
。
市
内
の

川
は
堀
割
の
な
か
を
流
れ
、
敷
き
つ
め
ら
れ
た
石
畳
の
道
路
の
両
側
に
は
、
数
階
建
て

の
石
造
建
築
が
立
ち
並
ぶ
。
市
中
で
ひ
と
き
わ
聳
え
立
つ
の
は
、
教
会
の
尖
塔
や
官
庁

の
物
見
の
塔
で
あ
る
。
農
家
が
あ
ち
こ
ち
に
散
在
す
る
の
に
対
し
、
都
市
内
の
館
や
家

屋
は
、
隣
同
士
の
間
に
空
隙
も
な
く
、
び
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
立
ち
並
ん
で
い
る
。
こ

の
よ
う
な
西
欧
都
市
の
緊
密
な
性
格
に
は
、
何
か
し
ら
張
り
詰
め
た
も
の
が
宿
る
。
従
っ

て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
で
話
題
と
な
る
都
市
の
場
合
で
も
、
こ
の
性
格
が
詩
句
の

響
き
に
ふ
と
こ
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

｝
｛
匠
回
¢
目
り
μ
冨
↑
巳
の
叩
印
み
ご
昨
巳
…

　
　
静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
　
…

こ
こ
で
は
北
欧
の
詩
歌
を
特
徴
づ
け
る
頭
韻
が
効
果
的
に
働
い
て
い
る
。
ま
ず
始
ま
り

の
安
ら
ぎ
（
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
に
釦
・
：
Ｈ
．
…
》
と
あ
り
、
続
い
て
｛
叩
…
匹
…
り
と
あ
る

清
音
の
摩
擦
閉
塞
音
に
、
都
市
の
緊
密
な
性
格
が
象
眼
さ
れ
て
い
る
。

　
先
の
『
閑
暇
』
第
二
Ｉ
句
以
下
が
表
立
っ
て
示
す
都
市
の
威
容
が
、
こ
こ
の
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
冒
頭
の
場
合
は
目
立
た
ず
隠
れ
て
い
る
。
し
か
し
次
第
に
詩
想
展
開
の
中

で
、
そ
れ
は
外
か
ら
で
な
く
、
む
し
ろ
内
か
ら
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
点
は
後
の
論
述

に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
外
か
ら
眺
め
ら
れ
た
『
閑
暇
』
の
都
市
像
を
吟
味
し
て
み

よ
う
。
そ
の
第
二
二
句
に
は
「
雷
神
の
威
力
や
人
の
権
勢
に
抗
し
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
」

と
あ
る
が
、
軍
事
上
こ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
の
は
、
恐
ら
く
昔
日
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
が

『
君
主
論
』
（
一
五
一
三
年
）
第
一
〇
章
で
称
え
た
中
世
風
ド
イ
ツ
帝
国
自
由
都
市
で
あ

ろ
う
。ド

イ
ツ
の
諸
都
市
は
極
め
て
自
由
で
、
周
辺
の
農
村
地
帯
に
領
地
を
多
く
持
た
ず
、

自
ら
望
ん
で
な
ら
皇
帝
に
服
従
も
し
よ
う
が
、
し
か
し
皇
帝
を
も
近
隣
諸
侯
を
も

恐
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
城
塞
化
さ
れ
て
お
り
、
故
に
攻
略
す
る
の
は

厄
介
で
困
難
に
違
い
な
い
と
、
誰
で
も
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
全
て
ド

イ
ツ
の
諸
都
市
に
は
、
そ
れ
相
当
の
堀
と
城
壁
が
め
ぐ
ら
し
て
あ
り
、
大
砲
も
十

分
に
備
え
っ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
‐
）
。

『
閑
暇
』
で
「
青
銅
の
甲
冑
さ
な
が
ら
の
都
市
」
（
第
二
一
句
）
は
、
多
分
に
詩
人
に

よ
り
理
想
化
さ
れ
た
昔
日
の
面
影
と
看
倣
さ
れ
る
。



　
成
程
シ
ラ
ー
の
『
三
十
年
戦
争
史
』
二
七
九
一
年
－
九
三
年
）
に
描
か
れ
た
十
七

世
紀
前
半
（
一
六
一
八
年
－
四
八
年
）
な
ら
ば
、
都
市
は
な
お
城
塞
と
し
て
死
活
を
決

す
る
場
に
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
時
代
は
変
わ
り
、
十
八
世
紀
中
葉
に
は
、
公
然
と

プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
『
反
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
論
』
（
一
七
四
〇
年
）
で
、
前

掲
の
『
君
主
論
』
第
一
〇
章
を
反
駁
す
る
。

ド
イ
ツ
帝
国
都
市
に
つ
き
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
が
私
達
に
述
べ
て
い
る
考
え
は
、
現
状

に
全
く
合
わ
な
い
。
こ
れ
ら
を
支
配
す
る
に
は
大
砲
の
一
撃
、
あ
る
い
は
皇
帝
の

命
令
書
一
枚
で
事
足
り
る
で
あ
ろ
う
。
ど
の
都
市
も
城
塞
と
し
て
は
劣
悪
で
、
大

部
分
の
帝
国
都
市
で
は
、
古
い
城
壁
の
あ
ち
こ
ち
に
ず
っ
し
り
し
た
塔
が
の
し
か

か
っ
て
お
り
、
ま
た
城
壁
を
取
り
囲
む
堀
は
、
崩
れ
落
ち
た
土
砂
で
ほ
ぼ
完
全
に

埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
乙
。

こ
の
軍
人
政
治
家
の
言
葉
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
風
雲
児
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
率
い
る
フ
ラ

ン
ス
共
和
国
国
民
軍
に
よ
っ
て
十
全
に
証
明
さ
れ
た
。
例
え
ば
エ
ル
ザ
ス
の
古
都
シ
ュ

ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
な
ど
、
ラ
イ
ン
河
西
岸
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
に
併
合
（
一
七
九
五
年

バ
ー
ゼ
ル
和
約
）
さ
れ
、
や
が
て
ド
イ
ツ
全
土
は
帝
国
都
市
も
含
め
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支

配
下
に
置
か
れ
る
。
か
く
し
て
中
世
九
六
二
年
来
の
「
ド
イ
ツ
国
民
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
」
も
、
つ
い
に
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
一
八
〇
四
年
即
位
）
の
側
圧
で
、
一
八
〇
六
年

に
は
解
体
し
、
事
実
上
そ
の
帝
国
自
由
都
市
も
有
名
無
実
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
政
治
上
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
一
七
八
九
年
よ
り
、
中
世
以
来
の
帝
国
が

解
体
す
る
に
至
る
世
紀
の
転
換
点
に
お
い
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
閑
暇
』
も
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
（
一
八
〇
〇
年
－
○
一
年
）
も
成
立
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
変
動
す
る
時

代
の
刻
印
を
帯
び
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
伝
え
方
は
異
な
る
。
『
閑
暇
』
で
は
荘
厳
な

都
市
と
憩
う
農
村
の
対
比
が
、
や
が
て
「
不
穏
な
る
精
神
（
の
e
i
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｕ
ｎ
ｒ
ｕ
ｈ
）
」

（
第
二
九
句
）
と
「
安
ら
ぎ
の
精
神
（
０
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｕ
ｈ
。
）
」
（
第
三
七
句
）
　
へ
、
と
展

開
す
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
に
陥
）
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
の
安
ら
ぎ

一

一

へ
11

心

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
二
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

毎
回
の
）
は
、
「
不
穏
な
る
精
神
」
を
欠
い
た
「
安
ら
ぎ
の
精
神
」
と
映
る
。
し
か
し

当
論
の
考
察
が
こ
れ
か
ら
示
し
て
ゆ
く
よ
う
に
、
こ
の
外
観
は
表
層
に
す
ぎ
ず
、
実
は

『
閑
暇
』
と
同
様
に
双
方
の
精
神
が
、
こ
こ
に
も
共
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
「
安
ら
ぎ
」
に
内
包
さ
れ
た
「
不
穏
」
を
、
『
ハ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
の

第
一
句
と
第
二
句
に
探
し
て
み
よ
う
。

一

ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、

二
　
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

第
二
句
で
は
「
松
明
（
『
斗
の
ぎ
』
」
の
み
な
ら
ず
、
「
馬
車
（
屑
品
～
）
」
も
複
数
名
詞

で
あ
る
点
に
注
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
幾
台
も
の
馬
車
が
騒
然
と
行
き
交
う
に
足
る
余

裕
あ
る
空
間
は
当
時
の
場
合
、
帝
国
都
市
な
み
の
大
都
会
で
な
い
と
考
え
難
い
の
で
あ

る
。
こ
の
点
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
創
作
に
先
立
ち
滞
在
し
て
い
た
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
、
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都
と
し
て
、
そ
れ
に
比
肩
す
る

都
会
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
述
べ
る
と
、
詩
人
は
こ
の
首
都
に
住
む
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル

の
商
館
で
半
年
程
（
一
八
〇
〇
年
六
月
－
一
八
〇
一
年
一
月
）
の
間
、
手
厚
く
も
て
な

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
商
館
滞
在
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
成
立
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
第
一
句
の
「
都
市
」
が
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
あ
る
と
解
か
っ
た
の
で
、
今
度
は

そ
の
後
半
で
「
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
」
と
あ
る
「
街
路
（
の
Ｓ
・
の
）
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
第
一
に
、
第
二
句
で
「
幾
合
も
の
馬
車
が
騒
然
と

疾
駆
す
る
」
に
足
る
大
路
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｆ
ｉ
ｅ
）
と
区
別
さ
れ
る
。
つ
ま
り
大
路
が
広
い
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
・
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
び
す

し
、
「
街
路
」
は
狭
い
。
し
か
も
車
馬
の
喧
し
い
目
抜
き
通
り
と
違
い
、
文
字
通
り

「
ひ
そ
や
か
（
耳
巳
）
」
な
の
が
「
街
路
」
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
詩
人
が
心
を
こ
め

て
歌
う
「
都
市
（
叩
乱
こ
）
と
、
頭
韻
な
し
て
「
ひ
そ
や
か
に
（
昨
日
）
：
こ
と
来
る

点
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
故
に
歌
心
は
、
大
路
よ
り
も
「
街
路
」
に

重
く
か
か
っ
て
い
る
。



一
二
（
1
2
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

　
西
欧
都
市
の
街
路
が
、
他
に
比
べ
狭
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
讃
歌

『
パ
ト
モ
ス
』
（
一
八
〇
一
年
―
○
二
年
）
第
三
一
句
以
下
の
叙
述
も
参
考
と
な
る

（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
に
呂
）
。

一
一

一

一

一
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

私
に
小
ア
ジ
ア
が
立
ち
現
れ
た
。
私
は
眼
も
眩
ん
で
探
し
た
。

何
か
知
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
も
の
か
と
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な

広
い
街
路
（
で
Ｒ
芯
（
Ｊ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
）
を
私
は
見
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

こ
こ
第
三
三
句
の
「
街
路
」
は
名
詞
複
数
形
で
あ
り
、
詩
人
は
様
々
な
広
い
街
路
に
驚

い
て
い
る
。
他
方
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
句
の
「
街
路
」
は
名
詞
単
数
形
で
あ
り
、

平
た
く
読
め
ば
そ
の
前
の
「
都
市
」
と
同
様
に
、
総
称
的
一
般
の
「
街
路
」
と
か
「
都

市
」
と
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
「
都
市
」
が
特
定
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
な
の

で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
「
街
路
」
も
限
定
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
詩
人

が
定
冠
詞
を
付
す
「
あ
の
…
街
路
（
聴
の
・
：
（
い
回
・
の
）
」
と
は
、
前
述
の
親
友
ラ
ン
ダ

ウ
ェ
ル
の
商
館
に
面
し
た
或
る
一
筋
の
街
路
、
つ
ま
り
数
階
建
の
そ
の
商
館
で
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
が
寄
居
す
る
部
屋
に
面
し
、
「
ひ
そ
や
か
に
燈
火
が
と
も
る
街
路
（
匹
巳
巻
３
　

ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
）
」
（
第
一
句
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
で
も
読
み
ふ
け
り
つ
つ
、
ふ
と
詩
人
は
部
屋
の
窓
辺

か
ら
「
街
路
」
へ
と
目
を
や
る
。
話
題
の
第
一
句
後
半
を
文
字
通
り
読
め
ば
、
「
そ
の

街
路
が
ひ
そ
や
か
に
な
る
（
耳
田
ま
３
　
會
の
…
（
い
器
呂
）
」
の
で
あ
り
、
更
に
形
容

詞
が
単
数
名
詞
を
修
飾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
論
理
上
の
主
述
の
結
び
つ

き
は
、
詩
歌
の
律
動
に
留
意
す
る
と
、
余
り
重
き
を
な
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
第
一
句
後

半
の
詩
歌
象
徴
で
盛
り
上
が
る
の
は
、
形
容
詞
≪
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｅ
ｔ
＞
の
所
な
の
で
、
こ
の
光

明
（
甲
）
目
孚
ご
臨
）
に
満
た
さ
れ
て
い
る
点
に
重
心
が
か
か
る
。
従
っ
て
「
ひ
そ
や

か
に
な
る
」
の
は
確
か
に
「
街
路
」
に
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
静
け
さ
に
君
臨
し

て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
光
明
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
光
明
（
甲
）
～
孚
訂
品
）
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
例
え
ば
形
容
詞

の
頭
を
自
り
か
ら
き
～
に
変
え
る
と
、
ｃ
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
＞
と
な
る
。
成
程
こ

れ
で
も
形
容
詞
の
語
幹
は
依
然
と
し
て
「
燈
火
（
に
回
ぼ
の
）
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
相
違
な
い
と
一
見
思
わ
れ
る
。
し
か
し
微
妙
な
接
頭
語
の
差
異
は
、
実
の
所

と
て
も
大
き
い
。
単
に
響
き
の
上
か
ら
で
も
、
詩
句
と
し
て
は
＜
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ

Ｏ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
＞
の
方
が
優
れ
る
。
更
に
以
下
、
語
義
を
考
え
る
に
際
し
、
ま
ず
ザ
ン
ダ
ー
ス

『
ド
イ
ツ
語
中
型
辞
典
』
（
第
八
版
、
一
九
一
一
年
）
の
説
明
を
取
り
上
げ
よ
う
。

b
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ

光
を
対
象
へ
と
落
せ
し
め
る
、
或
い
は
落
と
す
、
投
げ
る
。

何
か
そ
れ
自
体
暗
い
も
の
を
光
で
充
た
す
（
３
）
ｏ

両
方
の
語
釈
を
比
べ
て
み
る
と
、
＜
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
＞
の
方
は
、
「
対
象
」
が
光
に
よ
り
照

ら
し
出
さ
れ
る
印
象
を
受
け
る
の
に
対
し
、
＜
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
＞
に
は
「
何
か
そ
れ
自
体
暗

い
も
の
」
に
お
い
て
光
が
み
ち
る
、

　
第
一
句
後
半
で
ひ
そ
や
か
に
働
き
か
け
る
光
明
を
考
え
る
場
合
に
、
「
街
路
」
と
い

う
「
対
象
」
が
明
る
い
先
に
よ
り
照
ら
し
出
さ
れ
る
と
想
像
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
往

時
の
「
そ
れ
自
体
暗
い
」
「
街
路
」
に
ふ
と
光
が
み
ち
る
、
と
理
解
す
る
方
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
第
二
句
に
登
場
す
る
「
幾
台
も
の
馬
車
」
は
ど
う
か
と
言
う
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
●
・
・
●

こ
の
場
合
に
は
「
幾
本
も
の
松
明
に
飾
ら
れ
」
て
、
そ
の
華
美
な
先
に
照
ら
し
出
さ
れ

る
姿
が
自
ず
と
思
い
浮
か
ぶ
。
従
っ
て
、
第
一
句
の
光
明
（
甲
）
～
回
～
品
）
と
、
第

二
句
の
「
松
明
」
の
輝
き
（
Ｗ
）
～
回
才
品
）
が
、
く
っ
き
り
と
し
た
明
暗
を
形
造
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
街
路
」
に
光
が
み
ち
る
と
言
う
時
、
す
で
に
和
訳
で
示
し
た
「
燈
火
」

「
月
影
」
の
光
明
も
、
人
工
の
「
松
明
」
の
輝
き
に
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
。
肝
心
な

点
は
、
光
明
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
月
影
が
、
実
は
隠
れ
て
働
き
か
け
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
第
一
句
の
「
都
市
」
と
「
街
路
」
と
の
両
者
は
、
ま
ず
街
路
の
照
明
を

連
想
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
光
明
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
語
気
は
、
実
の
所
そ
れ
以
上
の

と
い
う
語
感
が
あ
る
。

の
ほ
か
に
、
月
影
の
光
（
ン
ペ
［
ｏ
乱
円
鄙
ぎ
］

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
る
と



明
る
さ
を
伝
え
る
。

年
－
一
八
〇
一
年
）

剛
　
　
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ

Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ

例
え
ば
、
ア
ー
デ
ル
ン
グ
編
ド
イ
ツ
語
辞
典
（
再
版
、
一
七
九
三

に
は
、
先
の
両
語
に
つ
き
こ
う
説
明
か
お
る
。

明
か
る
く
す
る
（
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
　
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
已

非
常
に
明
か
る
く
す
る
（
呂
回
回
回
ヨ
目
回
已
（
き

更
に
カ
ム
ペ
編
ド
イ
ツ
語
辞
典
の
第
一
巻
二
八
〇
七
年
）
に
も
、
こ
の
両
語
義
の
対

比
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
第
一
句
の
光
明
（
甲
↑
～
訃
ば
蔵
）
は
、

第
二
句
の
「
松
明
」
の
輝
き
（
Ｗ
）
～
訃
～
蔵
）
よ
り
も
、
一
層
と
明
る
い
ば
ず
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
詩
人
の
歌
い
ぶ
り
か
ら
は
、
そ
う
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
決
め
手
と
な
る
の
は
、
第
一
句
後
半
の
冒
頭
に
あ
る
形
容
詞
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
一

応
「
ひ
そ
や
か
に
（
匹
巳
）
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
街
路
」
に
光
が
み
ち
る
と

言
う
場
合
、
本
当
は
月
影
の
光
明
も
加
わ
り
明
か
る
い
の
ヽ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
目
立

た
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
光
明
が
隠
れ
て
働
き
か
け
て
い
る
た
め
に
、
外
見
上
で
目

立
つ
「
松
明
」
の
輝
き
を
遮
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
月
影
の
光
明
が
『
パ
ン
と
葡

萄
酒
』
第
一
節
に
君
臨
し
て
お
り
、
そ
の
詩
想
に
豊
か
で
微
妙
な
色
合
い
を
与
え
る
。

こ
れ
が
直
接
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、
よ
う
や
く
第
十
四
句
以
下
で
、
そ
こ
で
始
め
て

「
月
も
／
ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
｛
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｏ
乱
／
｝
｛
ｏ
～
口
５
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ

ｎ
ｕ
ｎ
呂
ふ
｝
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
も
な
お
「
月
」
は
文
字
通
り
「
ひ
そ

や
か
Ｃ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
」
」
な
基
本
性
格
を
失
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
月
影
の
ひ
そ
や
か
な
性
格
は
、
同
時
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
キ
リ
ス
ト
像
の

特
徴
で
も
あ
る
。
実
際
そ
の
第
六
節
で
キ
リ
ス
ト
は
、
「
ひ
そ
や
か
（
・
竺
↑
）
な
霊
」

（
第
Ｔ
一
九
句
）
と
語
ら
れ
、
文
字
通
り
そ
の
よ
う
に
歌
わ
れ
る
。
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
９
４
）
。

二
一
七
　
か
の
父
（
な
る
神
）
が
人
間
か
ら
顔
を
背
け

二
一
八
　
　
そ
し
て
悲
し
み
が
当
然
、
大
地
を
覆
い
始
め
た
時
、

二
一
九
　
最
後
に
、
ひ
そ
や
か
な
霊
（
ｅ
ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｕ
ｓ
）
が
現
わ
れ
、
神
々
し

一
三
（
1
3
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
こ
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

回
一
〇

　
　
い
天
上
の

安
ら
ぎ
を
与
え
、
昼
の
終
結
を
告
げ
、
姿
を
消
し
無
明
へ
と
隠
れ
つ
つ
、
・
：

こ
こ
で
神
人
キ
リ
ス
ト
は
、
「
現
わ
れ
（
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
）
…
姿
を
消
し
（
ｓ
ｃ
ｈ
　
Ｓ
Ｑ
乱
）
」

と
あ
り
、
有
無
の
両
義
性
の
只
中
に
あ
る
。
こ
の
様
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
、
直

接
キ
リ
ス
ト
と
名
指
し
さ
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
詩
歌
の
中
心
存
在
が
正
に
隠
れ

て
働
き
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
第
一
節
の
「
月
」
は
、
こ
の
神
人
の
基
本
性
格

を
予
め
先
取
り
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
か
く
し
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
句
後
半
は
、
「
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
は
（
燈
火

と
月
影
の
）
光
が
満
ち
」
と
和
訳
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
今
ま
で
、
光
明

（
甲
）
～
ふ
才
蔵
）
に
つ
い
て
は
、
主
に
自
然
物
理
上
の
観
点
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
た
。

確
か
に
、
そ
れ
だ
け
で
も
「
非
常
に
明
か
る
く
す
る
」
と
言
え
、
第
二
句
で
「
明
か
る

く
す
る
」
「
松
明
」
の
輝
き
（
Ｗ
）
～
§
ば
品
）
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
第
一
句
の
光
明
は
、
同
時
に
内
面
世
界
に
も
広
が
り
ゆ
く
。
す
る
と
そ
の
街
路
の

燈
火
や
月
影
の
光
は
、
丁
度
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
鍵
盤
曲
『
月
光
（
Ｍ
ｏ
乱
・
・
ぼ
昨
）
』

二
八
〇
二
年
）
に
似
て
、
心
の
深
い
所
と
悠
久
な
る
宇
宙
と
を
結
び
協
和
さ
せ
る
。

し
か
も
『
月
光
』
と
同
じ
く
、
第
一
句
の
光
明
も
、
言
わ
ば
「
松
明
」
の
輝
き
に
象
徴

さ
れ
る
華
麗
な
出
で
立
ち
に
敵
対
し
、
そ
の
よ
う
な
目
立
つ
世
界
に
は
聞
こ
え
て
こ
な

い
音
に
耳
を
澄
ま
す
の
で
あ
る
。

　
＜
ｉ
Ｌ
ｎ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
≫
と
異
な
り
、
＜
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ぱ
ｎ
ｇ
＞
は
、
内
面
へ
の
道
を
辿
ら
な
い
。

そ
こ
で
内
面
へ
の
道
で
あ
る
が
、
例
え
ば
ゲ
ー
テ
の
『
フ
″
ウ
ス
ト
』
第
二
部
（
一
八

三
一
年
）
で
は
、
「
沈
深
せ
し
神
父
（
ｔ
Ｓ
ｑ
『
ｏ
に
乱
回
』
」
が
深
い
谷
間
で
こ
う
叫

ぶ
。
第
一
一
八
八
八
句
以
下
で
あ
る
（
Ｈ
Ａ
　
１
１
１
.
３
５
７
）
。

お
お
神
よ
？
・
様
々
な
想
念
を
静
め

わ
が
乏
し
き
心
に
光
明
を
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
…
）
！



　
一
四
　
（
1
4
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

多
少
は
芝
居
じ
み
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
光
明
（
９
）
～
孚
ぱ
品
）
が
、
超
自

然
の
領
域
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
心
の
光
明
と
し
て
も
、
こ

れ
は
「
非
常
に
明
か
る
く
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
自
然
物
理
上
記
お
い
て
も
、
只
今
の
内
面
へ
の
道
に
お
い
て
も
、
基

本
的
に
普
通
は
話
題
の
光
明
が
「
非
常
に
明
か
る
く
す
る
」
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
句
後
半
で
は
、
言
葉
巧
み
に

「
ひ
そ
や
か
に
」
と
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
は
と
て
も
明
る
い
光
を
目
立
た
ず

に
慎
ま
し
く
提
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
十
九
世
紀
ロ
マ
ン
派
が
要
請
す
る
濃
淡
細
や

か
な
陰
影
が
認
め
ら
れ
、
啓
蒙
期
十
八
世
紀
に
は
望
み
得
な
い
新
し
い
感
性
が
目
覚
め

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
新
時
代
を
満
喫
さ
せ
る
微
妙
な
色
調
が
、
「
非
常
に
明
か
る

く
す
る
」
と
言
え
る
啓
蒙
の
先
に
背
を
向
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
勿
論
ぞ
の
目
立

つ
「
松
明
」
の
輝
き
に
は
敵
対
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
月
光
』
の
曲
と
同
じ
く
、
大

自
然
お
よ
び
超
自
然
の
燦
然
た
る
光
明
に
実
際
は
浴
し
て
い
な
が
ら
も
、
こ
れ
見
よ
が

し
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
未
だ
啓
蒙
期
十
八
世
紀
に
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
与
え
た
よ
う
な
明
暗
を
、

＜
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ぼ
ｎ
ｇ
＞
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
時
代
の
文
豪

レ
ッ
シ
ン
グ
の
用
法
に
着
目
す
る
と
、
「
今
日
の
は
る
か
に
啓
蒙
さ
れ
た
時
代
（
w
ｅ
ｉ
ｔ

ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
）
」
（
Ｌ
Ｗ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
.
６
９
）
と
か
「
啓
蒙
さ
れ
た
国
民
「
９
↑
～
３
　
芯
芯

Ｚ
Ｑ
に
ｏ
巳
」
（
『
ハ
ム
ブ
ル
ク
演
劇
論
』
　
一
七
六
七
年
六
月
五
日
、
ｒ
ミ
ダ
呂
）
と
あ
り
、

光
明
（
９
↑
～
３
　
に
凛
）
が
啓
蒙
（
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
当
た
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
暗

い
面
と
か
陰
影
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
レ
ッ
シ
ン
グ
の
演
劇
に
は
、
こ
ん
な
台
詞
も
あ

る
（
Ｌ
Ｗ
　
Ｘ
.
２
９
１
）
。

照
ら
し
出
す
（
甲
）
～
浴
ば
品
）
？
　
も
し
こ
の
松
明
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
）
が
只
ひ
と
つ

の
対
象
を
照
ら
し
出
し
さ
え
す
れ
ば
（
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
　
）
’
・
　
・
：

更
に
華
麗
な
「
劇
場
照
明
（
Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ヨ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
扁
）
」
も
、
レ
。
ジ
ン
ク
に
あ
っ
て
は

良
ｒ
ｉ
ｅ
ｕ
ｃ
ｎ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
＞
と
言
う
こ
と
に
な
る
（
ｒ
詞
只
日
・
ｗ
麗
）
。
こ
う
な
る
と
引
用
文

の
通
り
、
「
照
ら
し
出
す
」
と
言
わ
れ
る
「
松
明
」
の
輝
き
な
ど
、
「
照
明
」
も

≪
ｉ
ｉ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
と
な
り
、
も
は
や
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
第
一
句
と
第
二
句
に
見
ら

れ
る
光
明
と
輝
き
の
対
比
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
そ
の
対
句
で
、
「
そ
れ
自
体
暗
い
も
の
を
光
で
み
た
す
」

（
甲
）
～
９
　
才
蔵
）
と
言
え
る
燈
火
と
月
影
を
踏
ま
え
、
次
に
「
光
を
対
象
へ
と
投
げ

る
」
（
沼
）
目
ふ
ぽ
品
）
に
適
し
た
「
松
明
」
の
輝
き
を
対
置
す
る
。
恐
ら
く
詩
人
は
、

こ
の
明
暗
を
計
算
ず
く
で
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
態
と
ら
し
さ
が
、
そ
こ

に
は
な
い
。
そ
れ
は
始
め
か
ら
目
先
の
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
い
つ
と
は
な

し
に
詩
人
の
心
底
深
く
に
宿
っ
た
明
暗
が
、
ふ
と
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
に
兆
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
事
情
は
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
『
月
光
』
‐
の
曲
を
弾
き
始
め
た
時
も
同

じ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
両
者
と
も
に
単
な
る
反
啓
蒙
の
宣
言
や
声
明
で
は
な
い
。
確

か
に
啓
蒙
十
八
世
紀
に
は
望
み
え
な
い
音
色
が
響
き
出
し
、
新
時
代
十
九
世
紀
ロ
マ
ン

派
の
情
緒
を
満
足
さ
せ
る
。
し
か
し
、
そ
の
様
な
濃
淡
細
や
か
な
心
の
燈
火
に
、
『
パ

ン
と
葡
萄
酒
』
や
『
月
光
』
の
場
合
は
、
臥
欣
た
る
月
影
が
協
和
し
、
双
方
で
暗
く
も

明
る
く
も
あ
る
光
明
を
織
り
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
こ
こ
で
、
暗
く
も
明
る
く
も
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
両
極
の
共
在
は
、
ま
ず
何
よ

り
月
影
の
光
（
Ｋ
ｏ
乱
Ｑ
・
冨
ぎ
）
に
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
『
ハ
。
ン
と

葡
萄
酒
』
の
キ
リ
ス
ト
像
と
同
じ
く
、
有
り
て
有
る
実
在
で
な
く
、
有
無
の
両
義
性
を

有
す
る
仮
象
（
？
可
ド
）
と
し
て
隠
れ
て
働
き
か
け
る
。
す
る
と
表
面
上
、
月
光
は
隠

れ
て
影
と
な
り
、
一
見
し
た
所
「
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
は
燈
火
が
と
も
り
」
と
な
る
。

か
く
し
て
「
都
市
」
の
外
観
は
、
燈
火
と
松
明
と
の
双
方
が
形
造
り
、
こ
の
淡
い
燈
火

の
光
に
格
別
ロ
マ
ン
派
の
心
情
が
親
し
み
を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
『
パ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ

葡
萄
酒
』
第
一
句
の
光
明
（
甲
に
回
ぼ
～
巴
を
、
英
訳
が
「
淡
い
油
燈
の
光
（
～
ぎ

ぎ
口
器
耐
耳
）
～
」
、
伊
訳
が
「
灯
が
点
り
（
Ｑ
ｇ
ｃ
・
ｏ
）
（
。
）
」
と
す
る
際
、
こ
の
方
向
が

前
面
に
出
て
い
る
。
他
方
で
は
≪
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
＞
が
＜
ｒ
ｕ
ｅ
　
ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
≫
'
^
'
と

か
＜
ｖ
ｉ
ａ
　
ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ａ
）
'
"
'
と
直
訳
さ
れ
、
こ
の
仏
訳
と
伊
訳
の
形
容
詞
は
「
啓
蒙
主



市
街
は
、
月
の
な
い
闇
夜
に
限
ら
れ
る
が
、
燈
火
に
よ
っ
て
ど
う
に
か
こ
う
に
か

照
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
角
燈
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
よ
う
に
、
街
路
に
さ
し
渡
し
た

綱
か
ら
吊
り
下
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
ち
ら
り
と
瞬
く
と
思
う
と
、
遠
く
離
れ
た

所
で
ま
た
ぽ
っ
り
と
別
の
油
燈
が
か
す
か
に
と
も
る
（
1
3
）
○

義
（
Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
m
o
）
」
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
筋
が
第
一
句
の
光
明
の
「
非
常
に
明

か
る
く
す
る
」
と
言
え
る
面
を
示
す
。
別
の
仏
訳
で
使
わ
れ
た
形
容
詞
＜
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
　
ぷ
f
O
)
)

や
動
詞
ｃ
ｂ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
≫
'
"
･
'
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
　
　
　
　
　
こ
う
こ
う

　
興
味
深
い
こ
と
に
原
典
の
光
明
（
甲
）
～
多
才
凛
）
は
、
淡
い
街
灯
と
臥
欣
た
る
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
＠
　
　
　
か
す
　
　
く
ら
　
　
●
●
Ｉ
・

光
の
両
者
が
織
り
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
月
影
の
光
明
と
、
幽
か
で
玄
い
燈
火
の
光
が

　
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
双
方
の
出
会
い
は
、
必
ず
し
も
自
明
な
こ
と

で
は
な
い
。
例
え
ば
「
啓
蒙
」
の
「
光
明
」
と
、
「
覚
つ
か
な
い
燈
火
の
光
」
と
の
背

反
を
、
ゲ
ー
テ
の
『
帳
面
』
（
一
八
二
〇
年
）
が
物
語
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
私
に
は
再
び
次
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち

人
が
或
る
光
明
（
甲
）
・
回
ぼ
呂
巴
に
心
打
た
れ
啓
蒙
さ
れ
た
（
目
片
詐
に
江
）

の
だ
が
、
し
か
し
直
ち
に
再
び
自
分
個
人
の
暗
闇
へ
と
逆
戻
り
し
て
し
ま
い
、
今

や
覚
つ
か
な
い
燈
火
の
光
（
e
m

ｓ
ｅ
ｎ
　
w
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
）
で
も
っ
て
、
ど

う
に
か
こ
う
に
か
苦
労
し
て
先
へ
進
も
う
と
努
め
て
い
る
。
と
い
う
具
合
の
こ
と

を
私
は
考
え
て
み
た
（
Ｕ
。

こ
の
よ
う
な
啓
蒙
風
分
別
観
に
よ
れ
ば
二
分
さ
れ
る
両
極
が
、
『
ハ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒

頭
で
は
見
事
に
協
和
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
句
で
街
路
に
と
も
る
「
覚
つ
か
な
い
燈
火

の
光
」
に
似
て
、
こ
の
思
想
詩
に
お
け
る
探
求
は
「
ど
う
に
か
こ
う
に
か
苦
労
し
て
先

へ
進
も
う
と
努
め
て
い
る
」
の
が
実
情
で
あ
る
。
確
か
に
詩
魂
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
の

「
光
明
に
心
打
た
れ
啓
蒙
さ
れ
」
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
古
典
の
光
明
を
目
指
す
一

歩
一
歩
は
、
慎
ま
し
く
も
地
道
で
あ
り
、
何
ら
上
気
し
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
や
が
て
展

開
す
る
詩
想
の
こ
の
よ
う
な
基
調
を
、
す
で
に
第
一
句
の
光
明
（
甲
↑
～
・
匹
自
明
）
が

予
め
先
取
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
話
題
の
「
覚
つ
か
な
い
燈
火
の
光
」
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
て
み
よ
う
。
そ

れ
は
「
淡
い
油
燈
の
光
」
と
看
倣
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
八
五
〇
年
代
に
お

け
る
ハ
ン
ザ
都
市
貴
族
の
発
言
が
興
味
深
い
。
典
拠
は
小
説
家
マ
ン
の
長
編
『
ブ
デ
ン

　
ー
五
（
1
5
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
（
一
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
』
第
六
巻
の
第
七
章
で
あ
る
。

今
や
ガ
ス
燈
（
（
ｊ
-
ａ
ｓ
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
工
事
が
始
ま
っ
て
、
つ
い
に
あ
の
鎖
つ

き
の
不
愉
快
な
油
燈
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
　
０
１
　
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
ｎ
）
が
姿
を
消
す
と
思
う
と
、

言
い
つ
く
せ
ぬ
満
足
を
感
じ
る
ね
（
1
2
）
。

第
一
に
「
油
燈
」
が
「
不
愉
快
」
な
の
は
、
事
物
を
照
ら
し
出
す
輝
き

（
Ｗ
）
～
多
～
而
）
に
お
い
て
遥
か
に
「
ガ
ス
燈
」

に
劣
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
二
に

実
に
「
覚
っ
か
な
い
燈
火
の
光
」
が
印
象
深
く
描
か
れ
て
い
る
。
更
に
市
街
の
描
写
で

注
目
す
べ
き
は
、
角
燈
が
「
月
の
な
い
闇
夜
に
限
ら
れ
（
自
首
〇
ｎ
　
　
　
ｄ
ａ
ｒ
ｋ
　
　
　
ａ
乱

∃
Ｏ
Ｏ
に
謡
・
に
９
　
才
）
」
て
と
も
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
目
下

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
は
月
夜
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
情
を
留
意
す
れ
ば
燈
火

街
路
の
両
脇
の
家
屋
か
ら
幾
本
も
の
鎖
采
江
芯
巳
で
吊
し
て
い
た
角
燈
（
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
）

は
、
奢
侈
を
好
む
都
市
貴
族
に
と
り
目
栄
え
の
す
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
「
不
愉
快
」

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
都
市
貴
族
が
慣
れ
て
い
る
の
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄

酒
』
第
二
句
の
「
松
明
」
に
象
徴
さ
れ
る
華
麗
な
出
で
立
ち
な
の
で
あ
る
か
ら
。

　
と
こ
ろ
が
待
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
こ
う
言
っ
た
都
市
貴
族
の
価
値
観
に
組
せ
ず
、

敢
て
「
あ
の
鎖
っ
き
の
油
燈
（
ひ
↑
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
ｎ
　
m
i
ｔ
　
ｉ
ｈ
ｒ
ｅ
ｎ
　
Ｋ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
已
）
が
と
も
る
市
民

生
活
の
日
常
に
光
明
（
甲
↑
～
９
　
き
品
）
を
認
め
る
。
そ
の
「
鎖
」
は
場
合
に
よ
り

「
綱
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
物
語
る
の
が
、
ハ
ウ
イ
ッ
ト
著
『
ド
イ
ツ
の
農
村
と

家
庭
で
の
生
活
』
（
一
八
四
二
年
）
で
あ
る
。



一
六
　
（
1
6
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

（
甲
）
～
孚
～
品
）
は
街
灯
で
な
く
な
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
参
照
す
べ
き
発
言
が
、
ミ
シ
ュ
レ
ー
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』
二

八
四
七
年
－
五
三
年
）
第
九
巻
の
第
十
二
章
（
Ｂ
Ｐ
　
１
９
５
２
.
　
Ｉ
に
召
）
に
あ
る
。
そ
れ

は
革
命
下
で
国
会
が
王
ル
イ
の
死
刑
を
宣
告
し
た
、
一
七
九
三
年
一
月
十
七
日
の
夜
に

つ
い
て
記
さ
れ
た
場
面
に
あ
た
る
。

長
い
審
議
は
、
夜
十
一
時
に
終
っ
た
。
公
共
の
安
全
の
た
め
、
市
街
全
域
の
照
明

日
冨
m
m
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｇ
ｅ
　
肌
ぷ
↑
の
）
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
不
気
味
な
も
の
は
な

い
。
至
る
と
こ
ろ
、
窓
辺
の
光
（
ド
ヨ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
呂
Ｘ
　
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｓ
）
が
、
ひ
と
気
の

な
い
街
路
を
照
ら
し
て
い
た
。

　
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
の
「
夜
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｃ
匹
）
」
（
第
十
五
句
）
は
、
「
月
（
ｄ
ｅ
ｒ

Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
）
」
（
第
十
四
句
）
の
光
を
浴
び
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
「
星
辰
に
輝
き
み
ち

｛
く
ｏ
｝
｝
～
屎
叩
の
～
～
）
」
（
第
十
六
句
）
、
て
も
い
る
。
こ
の
明
澄
な
月
夜
に
は
恐
ら
く
、

街
路
に
渡
だ
し
た
角
燈
の
照
明
が
必
要
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
第
一
句
の
燈
火

（
甲
）
～
孚
ば
品
）
は
、
む
し
ろ
「
窓
辺
の
光
」
と
想
像
さ
れ
る
。

　
こ
の
「
窓
辺
の
光
」
の
方
が
街
灯
よ
り
も
、
心
の
燈
火
に
近
い
。
な
ぜ
な
ら
詩
人
の

住
ま
う
室
内
に
、
そ
の
（
一
台
の
油
燈
Ｃ
ｅ
ｍ
ｅ
　
Ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
）
」
が
貴
重
な
光
源
と
し
て
と

も
り
、
こ
の
淡
い
光
の
下
で
豊
か
な
精
神
活
動
が
営
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
自
身
が
弟
に
向
か
い
、
一
七
九
六
年
一
〇
月
十
三
日
付
書
簡
で
こ
う
語
り
か

け
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
こ
芯
）
。

た
と
え
一
台
の
油
燈
と
油
谷
回
ｒ
Ｑ
～
罵
に
乱
ひ
↑
）
を
買
う
だ
け
に
必
要
な

お
金
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
ま
た
真
夜
中
か
ら
鶏
の
鳴
く
頃
ま
で
し
か

時
間
が
な
く
と
も
、
お
ま
え
は
哲
学
（
ｔ
即
↑
ｏ
の
ｏ
荏
ぎ
）
を
学
ば
な
く
て
は
い
け

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
ん
な
折
で
も
兄
さ
ん
が
繰
り
返
し
言
っ
て
い
る
こ
と
で
、

お
ま
え
の
考
え
で
も
あ
る
の
だ
。

　
「
哲
学
」
つ
ま
り
「
知
恵
の
探
求
」
へ
と
、
「
窓
辺
の
光
」
は
結
び
っ
く
。
勿
論
こ
れ

と
て
「
覚
つ
か
な
い
燈
火
の
光
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
）
Ｊ
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
燈
火
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
こ
め
ら
れ
た
魂
の

無
量
光
は
、
悠
久
自
然
の
月
影
の
光
明
に
も
比
肩
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
「
知
恵
の
探
求
」
の
古
里
ギ
リ
シ
ア
ヘ
向
け
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
句
で

は
「
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
（
燈
火
と
月
影
の
）
光
が
み
ち
る
」
の
で
あ
る
が
、
こ
の
光

明
が
無
媒
介
に
直
接
ギ
リ
シ
ア
ヘ
繋
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
第
一
句
の
光
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ま
つ
　
　
　
　
・
　
・

（
甲
↑
～
ふ
ぽ
品
）
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
句
の
「
松
明
」
の
輝
き

（
Ｆ
）
～
引
ぽ
品
）
と
睨
み
合
う
。

一

s
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
　
w
ｉ
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

ニ
　
Ｕ
ｎ
ｄ
｡
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｉ
ｋ
ｔ
｡
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.

動
詞
に
注
目
す
る
と
、
第
一
句
は
「
生
成
（
ま
政
）
」
を
、
第
二
句
は
「
騒
然

（
～
回
回
巴
）
た
る
消
滅
？
ｙ
ｇ
馮
）
」
を
告
げ
る
。
し
か
も
｛
ひ
そ
や
か
？
已
｝
）

な
生
成
」
に
直
結
し
て
、
「
騒
然
た
る
消
滅
」
が
起
こ
る
。
こ
の
双
方
が
織
り
成
す
明

暗
を
一
挙
に
示
せ
ば
、
「
生
成
（
三
の
旨
～
）
の
只
中
で
の
消
滅
（
が
臨
多
目
）
」
、
つ

ま
り
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
（
｛
｝
ａ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
　
ｅ
ｎ
　
i
m
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｖ
.

２
８
２
）
と
な
る
。

　
先
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
月
光
』
の
曲
と
関
連
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
言
っ

た
対
立
を
芸
術
は
作
者
自
身
す
ら
気
付
か
ぬ
う
ち
に
形
造
る
。
す
な
わ
ち
創
作
中
に
表

層
の
意
識
が
、
こ
れ
を
目
論
ん
だ
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
心
の
奥
で
知
ら
ぬ
問
に
煮

っ
め
ら
れ
て
、
ふ
と
何
時
と
は
な
し
に
明
暗
が
そ
れ
と
な
く
詩
歌
象
徴
に
宿
る
に
至
る
。

故
に
宣
言
や
声
明
の
形
を
と
ら
ず
、
思
想
は
目
立
つ
こ
と
な
く
慎
ま
し
い
文
飾
の
中
に

織
り
こ
ま
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
論
文
類
は
直
接
に
、
こ
の
織
り
こ
ま
れ
た
思
想
を
鮮
明

に
表
わ
す
。
今
こ
こ
で
話
題
の
内
容
も
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
論
文
『
滅
び
の
中
で
生
ま



れ
る
も
の
』
に
お
い
て
は
、
既
存
の
も
の
の
解
体
と
、
新
し
く
勃
興
す
る
も
の
と
の
相

克
と
し
て
掴
ま
れ
る
（
叩
ｙ
回
‘
函
に
）
。

祖
国
の
こ
の
没
落
、
な
い
し
は
、
こ
の
意
味
で
の
変
遷
は
、
既
存
の
世
界
の
四
肢

で
感
じ
と
ら
れ
、
そ
の
様
は
、
こ
の
既
存
の
も
の
が
解
体
す
る
瞬
間
と
度
合
い
に

応
じ
て
正
に
、
新
し
く
勃
興
す
る
も
の
、
若
々
し
い
も
の
、
可
能
な
も
の
が
感
じ

と
ら
れ
る
と
い
う
具
合
な
の
で
あ
る
。

当
論
執
筆
は
一
七
九
九
年
、
そ
の
翌
年
よ
り
『
ダ
ン
と
葡
萄
酒
』
創
作
が
始
ま
る
。
こ

の
時
期
に
果
し
て
「
祖
国
（
く
江
呂
に
乱
）
」
と
は
、
何
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
や
が
て
一
八
〇
六
年
に
解
体
す
る
「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
」
（
九
六
二
年
来
）
は
、
。
も

は
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
に
と
り
「
ド
イ
ツ
国
民
」
の
祖
国
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
な

ら
ば
祖
国
ド
イ
ツ
は
ど
こ
に
？
　
と
詩
人
の
学
友
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
ド
イ
ツ
憲
法
論
』

二
八
〇
〇
年
－
○
二
年
）
で
問
う
♀
［
詞
ぷ
コ
］
。

諸
領
邦
お
よ
び
そ
の
領
邦
国
会
の
利
害
は
、
ド
イ
ツ
に
統
一
国
家
権
力
が
在
立
す

る
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
洞
察
の
上
で
自
明
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
一

層
、
い
ざ
行
動
ず
る
と
な
る
と
諸
領
邦
に
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
関
心
が
ま

す
ま
す
疎
遠
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
－
－
－
ド
イ
ツ
に
対
す
る
？

こ
の
ド
イ
ツ
と
い
う
国
が
な
お
誰
に
か
か
わ
り
を
持
と
う
か
？
　
こ
の
国
に
対
す

る
祖
国
愛
（
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｏ
ｔ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
が
、
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
来
よ
う
か
？

当
面
「
ド
イ
ツ
（
｛
｝
～
診
・
Ｅ
Ｑ
乱
）
」
と
言
え
る
統
一
国
家
は
、
将
来
の
課
題
に
留
ま
っ

て
い
る
。
む
し
ろ
実
情
は
小
邦
分
立
で
あ
り
、
約
五
〇
の
帝
国
自
由
都
市
と
、
二
五
〇

程
の
諸
領
邦
が
、
各
々
ま
ず
は
目
前
の
「
祖
国
」
な
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
領
邦
国
家
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
は
、
第

　
一
七
（
1
7
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
（
一
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

一
に
「
没
落
す
る
祖
国
（
｛
｝
ａ
ｓ
　
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
乱
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｖ
.
２
８
２
）
と

な
り
、
そ
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
こ
そ
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」
の
舞

台
と
な
る
。
そ
こ
で
再
び
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
に
も
ど
る
と
、
「
生
成
」
は
第
一

句
で
「
（
狭
い
一
筋
の
）
街
路
（
の
器
沼
）
」
に
、
「
消
滅
」
は
第
二
句
で
「
（
幾
台
も
の
）

馬
車
」
が
疾
駆
す
る
に
足
る
大
路
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｊ
３
ｅ
）
に
見
い
出
せ
る
。
こ
の
大
路
と
街
路
と

の
対
比
は
、
更
に
第
二
句
と
第
三
句
を
並
べ
る
と
、
一
層
と
際
立
つ
。

ひ
そ
や
か
に
街
路
に
は
（
燈
火
と
月
影
の
）
光
が
満
ち
、

一

一

一

一

一

　
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

満
ち
足
り
て
家
路
を
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
歩
み
ゆ
く

　
　
　
人
々
。

大
路
を
馬
車
で
疾
駆
す
る
者
た
ち
に
対
し
、
第
三
句
で
は
街
路
を
「
歩
み
（
同
・
目
）

ゆ
く
人
々
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
　
～
）
」
が
目
に
留
ま
る
。
し
か
も
街
路
の
「
人
々
」
に
は
、

「
昼
間
の
（
労
働
に
と
も
な
う
種
々
様
々
な
）
歓
び
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ
）
」
が
欠

け
て
い
な
い
。
だ
か
ら
「
満
ち
足
り
て
家
路
を
歩
み
ゆ
く
（
回
は
呪
目
ぼ
回
）
」
こ

と
が
で
き
る
。

　
詩
人
の
言
葉
ど
お
り
、
人
間
（
く
の
麗
３
　
§
）
本
来
の
あ
り
方
は
、
日
々
の
仕
事
に

充
実
を
見
い
出
す
帰
宅
♀
［
の
ぽ
鴎
３
　
～
］
に
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
魂
の
古
里
ギ
リ
シ
ア

へ
の
帰
郷
（
Ｍ
［
ｏ
ｉ
ｍ
ｋ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
］
に
っ
な
が
る
。
そ
し
て
第
三
句
の
文
字
通
り
「
安
ら
ぎ
を

求
め
「
～
～
宸
巳
」
て
、
各
人
各
様
に
家
路
を
辿
る
。
他
方
こ
れ
と
正
反
対
に
第
二

句
の
者
達
は
外
出
し
て
ゆ
く
。
言
わ
ば
自
家
用
車
た
る
「
馬
車
」
に
乗
り
、
そ
れ
を
華

や
か
な
「
松
明
」
で
飾
り
、
夕
暮
に
夜
会
（
Ａ
ｂ
ｅ
乱
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
を
目
指
し
て
、

そ
の
者
達
は
豪
奢
な
出
で
立
ち
で
、
大
路
を
「
騒
然
と
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」
。
第
一
句

で
月
影
と
燈
火
の
光
明
に
包
ま
れ
古
典
詩
文
に
目
を
落
と
す
詩
人
の
耳
を
、
い
っ
と
は

　
　
　
　
　
　
か
ま
ぴ
す
　
　
　
　
　
・
一

な
し
に
車
馬
の
喧
し
き
音
が
消
滅
（
く
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
し
て
ゆ
く
。
恐
ら
く
詩
人
に
は
、

誰
が
何
を
し
に
急
ぐ
の
か
、
大
し
た
問
題
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
車
中
の
者
達
の
意
識
は



　
一
八
（
1
8
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

正
反
対
で
あ
り
、
昼
間
の
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
楽
し
み
な
夜
会
で
こ
そ
人
生
の
春
を

享
受
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
で
詩
人
は
小
事
に
心
奪
わ
れ
ず
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
に
と

り
大
事
こ
の
上
な
き
古
典
ギ
リ
シ
ア
を
予
感
し
、
こ
の
魂
の
古
里
へ
の
道
を
い
っ
と
は

な
し
に
探
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
第
一
句
の
光
明
（
甲
）
～
ふ
～
高
）
と
第
三
句
の
帰

宅
♀
［
ｅ
ｉ
ｍ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
］
が
、
格
別
な
意
味
を
も
っ
。
そ
の
両
者
の
狭
間
に
あ
る
第
二
句
は
、

そ
れ
ほ
ど
詩
魂
に
迫
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
第
二
句
の
形
姿
は
、
前
後
に
聳
え
る
古
典
へ

の
道
を
際
立
た
せ
る
。
確
か
に
基
調
は
達
観
に
あ
り
、
詩
人
は
恐
ら
く
華
麗
な
夜
会
の

こ
と
な
ど
気
に
か
け
て
い
な
い
。
そ
の
姿
勢
は
、
哲
学
者
カ
ン
ト
の
『
判
断
力
批
判
』

二
七
九
〇
年
）
に
お
け
る
発
言
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
（
ｙ
Ｈ
べ
・
に
回
）
。

私
に
誰
か
が
聞
く
と
し
よ
う
。
私
の
眼
前
に
あ
る
邸
宅
を
私
か
美
し
い
と
思
う
か

と
。
な
ら
ば
私
は
、
ち
な
み
に
こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
。
ポ
カ
ン
と
口
を
あ
け
て
見

蕩
れ
る
（
Ａ
ｎ
ｇ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
）
だ
け
の
こ
う
い
う
類
の
も
の
に
私
は
愛
着
を
抱
か
な
い

と
。
・
：
い
や
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
国
民
が
汗
水
垂
ら
し
て
働
い
た
成
果
を
、
そ

の
よ
う
な
無
く
て
も
済
む
も
の
に
浪
費
す
る
門
閥
の
虚
栄
心
を
、
私
は
正
に
ル
ソ
ー

流
（
Ｒ
ｏ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ａ
ｕ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
）
に
罵
倒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
カ
ン
ト
は
自
ら
の
立
場
を
尖
鋭
化
し
、
こ
ん
な
作
り
話
ま
で
す
る
。
「
仮
に
私
か
、

あ
る
無
人
島
に
置
か
れ
、
も
は
や
人
と
再
会
す
る
希
望
を
断
た
れ
た
と
し
て
、
よ
し
ん

ば
私
か
望
む
だ
け
で
、
今
述
べ
た
よ
う
な
華
美
な
建
物
を
魔
力
に
よ
り
即
座
に
出
現
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
私
は
そ
の
よ
う
な
労
を
と
る
こ
と
さ
え
し
な
い
だ
ろ

う
。
も
し
私
に
居
心
地
よ
い
小
屋
が
一
軒
あ
る
な
ら
ば
。
」
（
ｙ
司
べ
・
に
呂
）
。

　
　
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
二
句
の
「
松
明
」
は
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
「
邸
宅
（
で
２
　
回
｛
｝
」

に
相
当
し
、
こ
の
「
華
美
な
建
物
（
ｔ
～
９
　
嶮
の
冨
乱
の
）
」
を
物
と
も
せ
ぬ
精
神
の
殿

堂
が
「
一
軒
の
小
屋
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｈ
ｉ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
）
」
と
な
る
。
目
下
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
は
、
親
友

ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
の
提
供
し
て
く
れ
た
部
屋
一
室
が
、
こ
の
「
一
軒
の
小
屋
」
に
あ
た
り
、

こ
の
窓
辺
の
燈
火
と
戸
外
の
月
影
の
光
明
に
浴
し
た
街
路
を
人
々
が
帰
宅
す
る
。
も
は

や
「
ル
ソ
ー
流
に
罵
倒
す
る
」
こ
と
な
く
、
詩
人
は
第
二
句
の
華
美
な
出
で
立
ち
を
然

り
気
な
く
「
過
ぎ
去
る
（
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
と
歌
う
。
こ
こ
に
は
『
判
断
力
批
判
』
で
「
門

閥
の
虚
栄
」
に
敵
し
カ
ン
ト
が
抱
く
対
抗
意
識
す
ら
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

「
松
明
」
　
の
輝
き
　
（
Ｆ
↑
～
訃
ぱ
品
）
　
な
ど
到
底
、
燈
火
と
月
影
の
光
明

（
甲
↑
～
２
　
才
蔵
）
に
及
び
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
待
人
の
円
熟
し
た
筆
致
に
お
い
て
隠
れ
て
い
る
も
の
は
、
青
年
期
の
作
品

に
お
い
て
如
実
な
姿
を
と
り
現
わ
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
『
判
断
力
批
判
』
公
刊
の

三
年
ほ
ど
前
に
、
只
今
カ
ン
ト
が
話
題
と
し
た
「
邸
宅
」
と
「
小
屋
」
の
対
峙
が
、
若

き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
で
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
両
者
の
相
克
の
み
で

は
な
い
。
こ
の
詩
『
荒
野
に
て
記
す
』
（
一
七
八
七
年
頃
）
第
二
六
句
で
は
、
『
パ
ン
と

葡
萄
酒
』
第
二
句
の
「
騒
然
た
る
馬
車
Ｃ
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
」
」
が
、
明
確
に

「
宮
廷
馬
車
の
喧
噪
（
ｄ
ａ
ｓ
　
ｈ
ｏ
ｆ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ａ
ｅ
r
ｅ
ｎ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
Ｄ
Ｊ
と
語
ら
れ
て
い
る
Ｃ
Ｓ
ｔ
Ａ

に
甲
呂
）
。

ご
」
　
で
き
る
こ
と
な
ら
私
は
永
久
に
離
れ
て
い
た
い
。
こ
れ
ら
の
悲
惨
の
囲
壁
か
ら
、

一
三
　
こ
れ
ら
の
欺
隔
の
囲
壁
か
ら
！
　
　
　
　
き
ら
き
ら
と
豪
勢
な
邸
宅

　
　
（
芒
回
～
罵
↑
同
耳
・
）
の

一
四
　
屋
根
、
そ
し
て
時
代
め
く
塔
の
尖
頭
が
、
遠
く
に
輝
い
て
見
え
、

一
五
　
そ
こ
に
は
一
本
ま
た
一
本
と
撫
や
樫
の
樹
が
ま
ば
ら
に
立
つ
。
そ
し
て
私
の
耳

　
　
　
　
に
は

一
六
　
に
ぶ
く
谷
間
よ
り
聞
こ
え
て
く
る
、
宮
廷
馬
車
の
喧
噪
と

一
七
　
目
立
つ
駿
馬
の
蹄
の
音
と
が
Ｉ
廷
臣
だ
ち
よ
！
　
い
つ
ま
で
も
、

一
八
　
い
つ
ま
で
も
、
そ
の
ま
ま
汝
ら
の
馬
車
の
喧
噪
（
Ｗ
ａ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
）
　
に
塗

　
　
　
　
れ
て
お
れ
、

一
九
　
低
頭
し
深
く
身
を
か
が
め
よ
、
汝
ら
、
豪
勢
な
邸
宅
の
道
化
の
舞
台

　
　
　
　
（
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
ｂ
ｉ
ｉ
ｈ
ｎ
ｅ
巳
で
、



三
〇
　
い
つ
ま
で
も
そ
う
し
て
お
れ
！
－
－
だ
が
、
あ
な
た
方
、
気
高
き
方
々
よ
。

　
　
　
　
　
未
た
れ
！

ご
二
　
気
高
き
長
老
と
壮
士
の
方
々
、
そ
し
て
気
高
き
若
者
た
ち
よ
、
来
た
れ
！

三
二
　
そ
し
て
共
に
小
屋
♀
［
t
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
已
を
建
て
よ
う
‐
‐
－
－
’
真
正
な
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア

　
　
　
　
　
風
剛
毅
に
み
ち
た

三
三
　
友
情
の
小
屋
を
、
わ
が
孤
独
な
荒
野
に
て
。

未
熟
な
詩
句
に
は
、
な
お
い
ら
立
ち
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
す
で
に
詩
人
は
未
来
を
指

す
方
向
を
し
か
と
定
め
て
い
る
。
や
が
て
批
判
哲
学
に
親
し
む
と
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は

弟
に
宛
て
た
書
簡
（
一
七
九
九
年
一
月
一
日
）
で
、
こ
の
方
向
を
一
層
と
堅
固
に
す
る

（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
３
０
４
）
。

カ
ン
ト
は
僕
た
ち
ド
イ
ツ
人
の
モ
ー
セ
で
あ
り
、
僕
た
ち
を
王
国
エ
ジ
プ
ト
風
の

弛
緩
か
ら
解
き
放
ち
、
自
由
で
孤
独
な
思
弁
哲
学
の
砂
漠
へ
と
連
れ
出
し
、
神
聖

な
山
岳
か
ら
威
力
あ
る
立
法
を
下
す
の
だ
。

　
「
自
由
（
寸
已
で
孤
独
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
a
m
）
」
な
内
省
す
る
魂
に
こ
そ
、
ド
イ
ツ
文
化
の
将

来
が
あ
る
と
詩
人
は
見
る
。
こ
の
こ
と
は
後
に
「
豪
勢
な
邸
宅
」
が
旧
体
制
の
遺
物
と

し
て
化
石
化
し
た
時
に
、
依
然
カ
ン
ト
哲
学
が
精
神
の
殿
堂
と
し
て
生
き
残
り
、
そ
の

学
術
王
国
に
も
劣
ら
ぬ
文
化
遺
産
と
し
て
更
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
が
息
吹
く
現
実
に

よ
り
確
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
日
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
存
在
は
、
当
時
の
「
廷
臣
た
ち
（
コ
氏
に
而
の
）
」
を
全
く
の

日
陰
者
に
し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
成
立
期
は
、
む
し
ろ
詩
人

の
方
が
無
名
の
一
書
生
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
同
時
代
カ
ン
ト
は
学
者
と
し
て
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
楽
人
と
し
て
、
社
会
に
地
歩
を
築
い
て
い
た
。
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
本

来
つ
く
べ
き
牧
師
職
を
拒
み
、
定
職
な
く
さ
迷
う
。
し
か
し
な
が
ら
古
典
ギ
リ
シ
ア
精

神
の
友
に
は
、
仮
住
居
で
あ
っ
て
も
光
明
（
甲
↑
回
§
ぱ
凛
）
が
欠
け
る
こ
と
な
く
。

　
一
九
（
1
9
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
（
一
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

こ
れ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
何
に
も
浸
透
し
て
い
る
。
も
し
世
間
で
巧
に
や
る
点

な
ら
、
詩
人
は
「
廷
臣
た
ち
」
に
遥
か
に
及
ば
な
い
。
だ
が
魂
の
大
事
は
、
そ
の
よ
う

な
皮
相
な
点
に
て
な
く
、
む
し
ろ
現
実
社
会
の
深
層
に
お
い
て
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ

る
も
の
」
を
見
据
え
る
心
眼
に
宿
る
。

　
さ
て
今
は
、
滅
び
の
相
で
「
松
明
」
と
「
馬
車
」
が
「
過
ぎ
去
る
」
こ
と
を
、
『
ハ

ン
と
葡
萄
酒
』
第
二
句
に
確
か
め
、
か
つ
ま
た
「
宮
廷
馬
車
の
喧
噪
」
や
「
豪
勢
な
邸

宅
の
道
化
の
舞
台
」
を
考
え
に
入
れ
た
。
こ
れ
で
第
二
句
は
相
当
に
具
体
化
で
き
る
。

す
な
わ
ち
「
宮
廷
馬
車
」
を
も
含
み
、
「
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
が
疾
駆
し
」

て
ゆ
く
果
は
、
「
豪
勢
な
邸
宅
の
道
化
の
舞
台
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
一
つ
『
ド
イ
ツ

史
跡
都
市
案
内
』
第
六
巻
（
一
九
六
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
地
図
を
参
照
す
る
と
（
1
4
）
Ｎ

当
時
一
七
九
四
年
の
旧
市
街
に
は
、
目
立
っ
て
太
い
一
筋
の
大
路
が
見
い
出
せ
る
。
こ

れ
は
今
日
で
も
「
国
王
（
入
目
片
）
大
路
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｃ
ｅ
）
」
と
呼
ば
れ
る
目
抜
き
通
り
で
、

こ
こ
を
「
騒
然
と
幾
合
も
の
馬
車
（
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
」
が
疾
駆
し
た
と
想
像

で
き
る
。
そ
し
て
「
ケ
ー
ニ
ヒ
大
路
」
に
添
い
フ
ソ
ユ
テ
ィ
フ
ト
教
会
」
を
右
手
に
、

北
東
方
向
（
今
日
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
中
央
駅
方
面
）
に
進
む
と
、
や
が
て
「
官

庁
」
と
「
旧
城
」
、
そ
れ
に
「
新
城
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
「
豪
勢
な
邸
宅
」
が
立
ち
並

ぶ
区
域
が
見
え
る
。

　
恐
ら
く
当
時
は
、
支
配
者
が
占
め
る
城
内
へ
と
、
特
権
階
級
の
み
入
場
許
可
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
領
邦
国
家
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
場
合
、
詩
人
は

こ
こ
に
「
道
化
の
舞
台
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
考
え
た
は
ず
で
あ
る
。
昼
間
な
ら

「
城
（
？
ｒ
↑
ｏ
り
）
」
と
「
官
庁
（
Ｋ
ａ
ｎ
ｚ
ｌ
ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｂ
ａ
乱
の
）
」
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
。
だ
が

「
松
明
」
を
と
も
す
夕
暮
に
は
、
む
し
ろ
「
新
城
」
の
傍
に
あ
る
「
歌
劇
場

（
ｏ
ｔ
・
～
目
目
）
」
こ
そ
、
文
字
通
り
「
道
化
の
舞
台
（
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
冨
目
の
）
」
と
な
り
得

た
。
こ
れ
は
別
名
、
「
歓
楽
の
館
「
ｒ
目
許
自
己
」
と
呼
ば
れ
る
。
も
し
哲
学
者
な
ら

「
ポ
カ
ン
と
口
を
あ
け
て
見
蕩
れ
る
（
Ａ
ｎ
ｇ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
）
だ
け
」
の
も
の
に
過
ぎ
ぬ
と
見
切
っ

た
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
当
時
の
門
閥
に
は
、
こ
れ
こ
そ
最
高
の
文
化
施
設
と

思
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。



二
〇
（
2
0
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

一
七
〇
八
年
、
オ
ペ
ラ
に
っ
い
て
の
考
え
を
公
刊
し
た
フ
″
イ
ン
ド
は
、
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
の
な
か
で
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
が
も
っ
と
も
貧
弱
で
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
が
も
っ

と
も
広
く
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
が
も
っ
と
も
完
備
し
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー

の
が
も
っ
と
も
美
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
も
し
フ
″
イ
ン
ド
が
こ
の
世
紀

の
半
ば
以
降
も
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
何
を
お
い
て
も
ヴ
ュ

ル
テ
ム
ペ
ル
ク
公
国
の
オ
ペ
ラ
を
最
高
の
も
の
と
し
て
あ
げ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
…

こ
こ
の
施
説
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
で
最
良
に
し
て
、
か
っ
も
っ
と
も
豪
華
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
折
紙
つ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
公
は
舞
踏
家
の
ヴ
ェ

ス
ト
リ
ス
、
バ
レ
エ
の
名
手
ノ
ヴ
ェ
ー
ル
な
ど
の
一
流
の
ソ
リ
ス
ト
を
毎
年
パ
リ

か
ら
よ
び
よ
せ
る
ば
か
り
か
、
衣
装
方
も
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
か
ら
調
達
し
た
か
ら

で
あ
る
。
…
　
舞
台
装
置
も
、
こ
こ
で
は
理
想
ど
お
り
の
も
の
が
し
つ
ら
え
ら
れ

た
。
一
七
七
二
年
ヨ
ン
メ
リ
の
『
フ
ェ
ト
ン
テ
』
の
舞
台
で
は
、
ム
ー
ア
人
の
工

は
三
百
人
の
騎
兵
を
お
供
に
し
た
が
え
て
い
た
し
、
一
七
七
九
年
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
で
上
演
さ
れ
た
サ
ッ
キ
ー
ニ
の
『
カ
リ
ロ
エ
』
で
は
、
十
六
人
の
下
士
官
、

四
百
七
十
人
の
歩
兵
、
三
十
人
の
軽
騎
兵
が
脇
役
と
し
て
出
演
し
た
（
1
5
）
。

こ
の
よ
う
に
『
十
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
、
啓
蒙
主
義
』
（
一
九
二
二
年
）
の
第
一
〇
章
で
、

文
化
史
家
ペ
ー
ン
は
詳
細
な
当
時
の
報
告
を
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
話
題
の
「
歌
劇
場
（
〇
回
～
冨
目
）
」
は
、
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト

の
も
の
と
、
更
に
も
う
一
つ
離
宮
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
の
も
の
と
の
両
方
で
あ
り
、

一
七
七
二
年
の
『
フ
ェ
ト
ン
テ
』
の
舞
台
は
離
宮
の
方
に
あ
っ
た
。
も
し
一
五
一
四
年

の
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
契
約
（
Ｔ
ｉ
ｉ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
）
以
来
の
伝
統
あ
る
領
邦
民
会

～
ａ
乱
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
を
中
心
に
す
れ
ば
、
領
邦
首
都
は
依
然
と
し
て
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル

ト
な
の
で
あ
る
が
、
但
し
宮
廷
（
Ｍ
【
ｏ
ご
を
念
頭
に
置
く
と
、
実
は
一
七
六
四
年
か
ら

十
年
程
一
七
七
五
年
ま
で
、
重
心
は
離
宮
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
に
移
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
言
わ
ば
宮
廷
が
民
会
と
衝
突
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
こ
の
理
由
は
歓
楽
の
館
な

ど
へ
の
奢
侈
な
乱
費
の
穴
埋
め
の
た
め
、
実
は
領
邦
の
兵
士
を
隣
国
フ
ラ
ン
ス
な
ど
へ

売
り
と
ば
し
た
暴
政
に
起
因
し
て
い
る
。
つ
ま
り
国
民
が
、
売
買
可
能
な
奴
隷
扱
い
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
対
立
点
は
明
確
と
な
っ
た
。
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
二
句
の
「
松
明
」
に
象
徴
さ
れ

る
華
麗
な
社
交
会
は
、
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
を
育
く
む
土
壌
で
あ
る
。
そ
し
て
宮
廷
と
民

会
が
対
立
し
て
お
り
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
自
ら
の
「
祖
国
」
と
看
倣
す
「
シ
ュ
ヴ
″
Ｉ

ベ
ン
」
は
、
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
民
会
に
基
づ
い
て
い
る
。

八七六五九一
〇
十
一
十
二

聞
け
、
偉
大
で
気
高
き
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
息
子
だ
ち
よ
！
・

汝
ら
の
心
に
は
、
な
お
高
貴
な
自
由
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｈ
　
　
の
ｉ
ｔ
）
が
脈
打
ち
、

汝
ら
は
、
い
か
な
る
裕
福
な
父
祖
の
顔
つ
き
に
も
、

い
か
な
る
王
侯
の
気
ま
ぐ
れ
に
も
屈
従
し
な
い
。

高
き
よ
り
の
族
よ
、
祖
国
（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
乱
）
の
精
華
よ
！

ひ
と
え
に
汝
ら
を
神
が
慢
心
よ
り
守
ら
ん
こ
と
を
！

お
お
同
胞
よ
、
わ
れ
ら
に
相
応
し
き
考
え
は
こ
れ
だ
、

ヘ
ル
マ
ン
の
心
比
は
、
暴
君
霖
）
の
召
ｏ
芯
巳
の
血
が
洽
っ
て
い
な
か
っ
た
の

　
　
だ
。

詩
人
十
八
歳
の
折
の
詩
『
謙
抑
』
（
一
七
八
八
年
）
の
第
二
節
と
第
三
節
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
.
４
０
）

で
あ
る
。
昔
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
を
帝
国
ロ
ー
マ
よ
り
解
放
し
た
英
雄
ヘ
ル
マ
ン
の
血
統
と

し
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
「
王
侯
の
気
ま
ぐ
れ
（
『
斤
匹
の
叱
麗
罵
』
」
を
物
と
も
せ
ぬ

「
同
胞
（
甲
目
輿
）
」
を
フ
ソ
ユ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
息
子
た
ち
（
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｈ
ｎ
ｅ
）
」
に

見
る
。

　
何
は
さ
て
置
き
宿
敵
は
、
国
民
を
奴
隷
扱
い
し
た
暴
君
（
Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
）
の
慢
心

（
密
・
「
日
ぱ
已
で
あ
り
、
そ
の
化
身
が
他
な
ら
ぬ
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
と
言
え
よ
う
。

初
期
シ
ラ
ー
の
名
高
い
劇
作
『
群
盗
』
第
二
版
（
一
七
八
二
年
）
巻
頭
の
扉
絵
下
の
言

葉
に
も
、
「
暴
君
打
倒
（
ド
ゴ
ロ
～
ｏ
巳
）
（
Ｎ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.

３
４
４
／
３
４
５
）
と
あ
り
、
こ
の
場



合
オ
ペ
ラ
文
化
と
睨
み
合
う
の
は
悲
劇
の
誕
生
で
あ
る
。
ま
た
悲
劇
祝
祭
の
古
里
ギ
リ

シ
ア
で
も
、
そ
の
筆
頭
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
『
ペ
ル
シ
ア
人
』
第
二
四
一
句
に
、
（
い

か
な
る
者
の
奴
隷
で
も
な
く
⊇
ｅ
r
n
e
ｓ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｋ
↑
９
～
）
、
ア
テ
ー
ナ
イ
人
は
・

い
か
な
る
者
の
臣
民
で
も
な
い
Ｃ
ｋ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｎ
）
」
口
圃
↑
呂
に
ぷ
）

と
明
言
さ
れ
、
帝
国
ペ
ル
シ
ア
の
対
極
に
都
市
国
家
ア
テ
ー
ナ
イ
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

実
際
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
が
対
ペ
ル
シ
ア
戦
争
に
お
い
て
、
激
戦
地
マ
ラ
ト
ー
ン
の
戦
士

で
あ
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

　
も
し
理
想
化
さ
れ
た
民
主
制
共
和
国
ア
テ
ー
ナ
イ
を
鏡
と
す
る
な
ら
ば
、
領
邦
の
首

都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
現
状
は
民
会
本
位
に
立
て
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

も
眼
前
の
出
来
事
と
し
て
、
す
で
に
旧
体
制
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
首
長
ル
イ
は
、
人
権
宣

言
（
一
七
八
九
年
）
と
共
和
国
成
立
（
一
七
九
二
年
）
後
、
一
七
九
三
年
に
斬
首
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
革
命
下
一
七
九
〇
年
十
一
月
十
三
日
の
国
会
で
議
員
サ
ン
ー

ジ
ュ
ス
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
を
「
奴
隷
」
と
し
た
王
ル
イ
を
「
反
逆
者
」
と
か
「
簒

奪
者
」
と
弾
劾
し
て
い
る
。

王
た
る
者
は
皆
、
反
逆
者
（
ｊ
Ｆ
ド
）
で
あ
り
、
簒
奪
者
（
回
『
罵
芯
～
』
で
あ

る
。
…
ル
イ
は
フ
ラ
ン
ス
人
民
（
回
心
↑
・
）
と
戦
い
、
敗
北
し
た
。
こ
の
王
ル

イ
は
野
蛮
人
（
回
孚
回
の
）
で
あ
り
、
・
：
私
達
フ
ラ
ン
ス
市
民
言
言
１
回
）
を

自
ら
の
奴
隷
（
ｅ
ｓ
ｃ
ｌ
ａ
ｖ
ｅ
ｓ
）
と
看
倣
し
て
い
た
の
だ
（
1
6
）
○

隣
国
の
革
命
の
余
波
は
、
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
に
も
伝
わ
っ
た
。
実
際
一
七
九
七

年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
一
共
和
制
（
一
七
九
二
年
－
一
八
〇
四
年
）
の
援
助
協
力
を
期

待
し
て
、
「
シ
ュ
ヴ
。
Ｉ
ベ
ン
共
和
国
（
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｂ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｋ
）
」
の
建
設
が
話

題
と
な
る
ま
で
に
至
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
共
和
制
の
外
交
筋
は
、
宿
敵
オ
ー
ス
ト
リ
ア

（
ジ
芯
Ｉ
Ｉ
訃
）
を
睨
ん
で
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ペ
ン
の
共
和
主
義
者
を
見
捨
て
、
領
邦
ヴ
ュ

ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
宮
廷
と
結
託
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
生
々
し
い
記
憶
と
し
て
。

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

二
Ｉ
　
（
2
1
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
二
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

　
成
程
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
に
は
、
こ
れ
ら
政
治
上
の
こ
と
が
表
立
っ
て
現
わ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
第
二
句
の
「
松
明
」
と
「
馬
車
」
が
ゆ
き
つ
く
先
を
考
え
に
入
れ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
筋
を
も
無
視
す
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。
つ
ま
り
詩
人
に
と
り
消

滅
と
映
り
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
領
邦
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
が
、
当
時

は
堅
固
な
礎
の
上
に
築
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
門
閥
の
出
で
立
ち
を
対
置
し
て

始
め
て
、
十
分
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
想
の
巾
広
さ
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
門

閥
の
姿
を
一
層
と
具
体
化
し
て
掴
む
の
に
、
詩
人
十
八
歳
の
詩
『
功
名
心
』
（
一
七
八

八
年
）
第
三
節
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
.
３
８
）
。

Ｊ一一･■■
二一〇九

諸
国
王
を
ま
ね
て
誇
示
せ
ん
と
、
凌
辱
す
る
の
だ
、

小
暴
君
ら
（
Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
ｒ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
）
は
、
自
ら
の
貧
し
い
国
を
。

そ
し
て
銭
で
買
え
る
勲
章
ほ
し
さ
に
、

民
会
議
員
ら
（
ぎ
即
応
）
ば
実
権
を
手
放
す
の
だ
。

こ
れ
ま
で
は
「
暴
君
」
と
言
わ
れ
た
領
主
が
、
こ
こ
で
は
正
確
に
「
小
暴
君
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
勿
論
「
国
王
」
（
第
九
句
）
の
筆
頭
は
、
サ
ン
ー
ジ
ュ
ス
ト
が
フ
ラ
ン
ス

人
民
の
敵
と
看
倣
し
た
ル
イ
に
他
な
ら
な
い
。

　
先
程
ペ
ー
ン
著
『
十
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
』
の
第
一
〇
章
で
見
た
と
お
り
、
宮
廷
オ
ペ

ラ
文
化
の
道
具
立
て
は
、
「
毎
年
パ
リ
か
ら
よ
び
よ
せ
る
」
と
か
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
首
都

か
ら
調
達
し
た
」
と
書
か
れ
た
文
面
か
ら
、
何
よ
り
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
フ
ラ
ン
ス
が
範
を

垂
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
小
暴
君
」
は
、
豪
華
絢
爛
た
る
王
朝
文
化
を
小
国
領
邦
へ
と

進
取
し
、
「
自
ら
の
貧
し
い
国
を
凌
辱
す
る
」
と
弾
劾
さ
れ
る
。
そ
の
贅
沢
三
昧
の
姿

を
、
当
時
の
資
料
で
確
か
め
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
一
七
八
六
年
生
ま
れ
の
ケ
ル
ナ
ー
が
、

『
わ
が
少
年
時
代
の
絵
物
語
』
（
一
八
四
九
年
）
の
初
め
の
方
で
、
十
八
世
紀
末
の
離
宮

ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
を
回
想
し
て
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

離
宮
と
向
き
合
っ
た
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
）
「
お
気
に
入
り
（
司
旨
ｏ
ふ
芯
）
」
と
呼
ば



ニ
ニ
（
2
2
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

れ
た
小
宮
殿
で
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
匹
敵
す
る
出
費
を
か
け
て
、
物
凄
い

花
火
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｆ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
）
が
催
さ
れ
た
。
…
温
室
庭
園
全

体
は
新
鮮
な
木
の
葉
で
満
ち
、
三
十
以
上
の
水
盤
か
ら
は
涼
し
い
噴
水
が
飛
び
散

り
、
上
を
見
る
と
華
麗
な
星
空
を
形
造
る
十
萬
の
油
燈
が
、
下
方
の
美
し
い
花
壇

を
照
ら
し
出
し
て
い
た
（
ｙ
ぎ
回
ぼ
器
自
）
。
こ
の
素
晴
し
い
温
室
庭
園
で
は
、

時
に
極
め
て
大
規
模
な
催
物
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｇ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｐ
回
の
）
、
演
劇
や
舞
踏
や

演
奏
が
、
当
時
の
一
流
の
巨
匠
た
ち
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
（
1
7
）
ｏ

ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
と
い
う
名
前
自
体
が
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
廷
ブ
ル
ボ
ン
王
朝

の
首
長
ル
イ
に
結
び
つ
く
。
ず
な
わ
ち
仏
語
ル
イ
（
ｒ
～
邑
が
、
独
語
ル
ー
ド
ヴ
ィ

ヒ
（
ｒ
乱
w
ｉ
ｇ
）
な
の
で
あ
る
か
ら
、
類
比
は
明
ら
か
で
あ
る
。
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ

ル
ク
の
「
小
暴
君
」
は
、
ル
イ
の
離
宮
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
を
ま
ね
て
、
自
ら
の
ル
ー
ド
ヴ
ィ

ヒ
ス
ブ
ル
ク
に
熱
を
い
れ
る
。
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
反
宮
廷
の
民
会
派
は
、
言
わ

ば
パ
リ
に
あ
た
る
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
革
命
を
望
む
。
実
際
一
七
九
七
年
一

月
一
〇
日
付
エ
ー
ベ
ル
宛
書
簡
で
、
詩
人
は
「
在
来
の
も
の
を
全
て
恥
じ
い
ら
せ
る
志

操
と
思
考
法
の
来
た
る
べ
き
革
命
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｋ
ｉ
ｉ
ｎ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
巳
が
来
る
の
を
私

は
信
じ
て
い
ま
す
。
）
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
に
胞
）
と
書
い
て
い
る
。

　
辛
く
も
政
治
上
で
「
シ
ュ
ヴ
″
Ｉ
ベ
ン
共
和
国
」
の
夢
は
破
れ
る
。
こ
れ
で
下
部
構

造
が
一
つ
駄
目
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
志
操
と
思
考
法
の
来
た
る
べ
き
革

命
」
の
地
盤
が
何
も
か
も
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
右
記
の
書
簡
の
ひ
き
続
く
箇
所

で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
こ
う
述
べ
る
。
「
ド
イ
ツ
は
、
ひ
そ
や
か
（
匯
巳
）
で
慎
ま
し
く
、

多
く
の
思
索
や
多
く
の
仕
事
が
な
さ
れ
、
大
い
な
る
胎
動
（
ｇ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
w
ｅ
ｇ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
）

が
青
年
の
胸
中
に
あ
り
ま
す
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
２
２
９
）
。
こ
れ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
な
ら
、

第
一
句
の
ひ
そ
や
か
（
耳
日
）
な
光
明
（
９
↑
～
引
旨
品
）
の
下
で
「
多
く
の
思
索
が

な
さ
れ
（
ｅ
ｓ
　
w
ｉ
ｒ
ｄ
　
ｖ
ｉ
ｅ
ｌ
　
ｇ
ｅ
ｄ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
）
」
、
第
三
句
の
充
ち
足
り
た
帰
宅
は
「
多
く
の
仕

事
が
な
さ
れ
（
ｖ
ｉ
ｅ
ｌ
　
ｇ
ｅ
ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｔ
　
）
」
だ
こ
と
を
告
げ
る
。
他
方
そ
の
中
間
で
宮
廷
オ

ペ
ラ
文
化
を
目
指
す
第
二
句
に
は
、
双
方
の
「
大
い
な
る
胎
動
」
が
認
め
ら
れ
な
い
。

当
然
「
青
年
の
胸
中
に
あ
る
胎
動
」
は
目
立
た
ず
、
心
の
奥
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
だ

が
そ
れ
は
詩
人
が
弟
宛
書
簡
（
一
八
〇
一
年
一
月
頃
）
で
語
る
「
ド
イ
ツ
の
心
（
ｄ
ａ
ｓ

ｄ
ｅ
t
i
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
）
」
に
似
て
、
「
あ
た
か
も
生
育
す
る
自
然
の
ご
と
く
音
も
立
て
ず

（
回
沁
目
２
　
↑
呂
）
、
そ
の
ひ
そ
や
か
Ｃ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
）
で
遠
大
な
諸
力
を
展
開
さ
せ
る
」

（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
台
回
の
で
あ
る
。

　
　
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
月
影
や
燈
火
を
始
め
と
し
て
、
生
成
の
息
吹
き
は
「
音
も

立
て
ず
」
に
「
ひ
そ
や
か
な
」
と
あ
る
「
ド
イ
ツ
の
心
」
を
伝
え
る
。
こ
の
正
反
対
の

性
格
を
第
二
句
は
「
騒
然
た
る
馬
車
（
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
」
で
見
事
に
示
し
、

し
か
も
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
を
目
指
し
「
過
ぎ
去
る
（
h
m
w
ｅ
ｇ
）
」
と
実
に
然
り
気
な
く

歌
う
。
そ
の
奢
侈
な
社
交
会
は
、
せ
い
ぜ
い
「
松
明
」
で
暗
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
黙
殺
さ
れ
て
い
る
対
極
を
知
る
こ
と
も
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒

頭
の
理
解
に
有
益
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
生
成
は
あ
く
ま
で
「
滅
び
の
中
で
生
ま

れ
る
も
の
（
｛
｝
ａ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
～
i
m
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
」
な
の
で
あ
り
、
対
極
の
消
滅
を
も
十

分
に
留
意
し
て
、
始
め
て
そ
の
全
体
が
明
ら
か
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
先
に
引

用
し
た
『
わ
が
少
年
時
代
の
絵
物
語
』
を
参
照
す
る
と
、
本
論
が
話
題
と
す
る
光
明

（
甲
）
の
回
ぼ
目
四
）
と
輝
き
（
汐
↑
～
孚
～
品
）
の
対
立
が
、
一
層
と
具
体
化
で
き
る
。

文
字
通
り
「
照
ら
し
出
す
（
ご
訃
回
ぼ
～
）
」
の
は
、
「
（
人
工
の
）
華
麗
な
星
空
を
形

造
る
十
萬
の
油
燈
（
吉
昌
目
白
ａ
ｓ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
ｎ
）
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
温
室
の
「
ガ
ラ

ス
張
り
の
物
凄
い
建
物
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｂ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｎ
（
出
回
）
「
Ｕ
」
に
取
り
つ

け
ら
れ
て
お
り
、
多
額
な
出
費
な
し
に
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
こ
の
「
（
人
工
の
）
華

麗
（
ｔ
～
§
才
ｏ
↑
↑
）
な
星
空
（
Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｎ
ｈ
ｉ
ｍ
ｍ
巴
）
が
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節

で
「
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
く
ｏ
に
～
了
叩
の
回
回
）
」
（
第
十
六
句
）
と
歌
わ
れ
た
月
夜

と
好
対
称
を
な
す
。

　
今
日
で
は
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
で
歌
わ
れ
た
「
都
市
（
叩
乱
｛
｝
」
、
す
な
わ
ち

旧
市
街
自
体
が
場
合
に
よ
り
、
悠
久
の
大
自
然
に
聞
か
れ
た
生
き
た
博
物
館
と
な
っ
て

お
り
、
こ
こ
で
満
喫
で
き
る
月
夜
の
味
わ
い
深
さ
は
格
別
で
あ
る
。
す
で
に
詩
人
が
二

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
●
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
ず
ま

百
年
程
前
に
、
自
ら
の
日
常
を
取
り
ま
く
豊
か
な
佇
い
に
着
眼
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値



す
る
。
こ
れ
自
体
が
す
で
に
「
志
操
（
（
ｊ
ｅ
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
）
と
思
考
法
（
Ｖ
ｏ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
-

ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
ｓ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
）
の
革
命
」
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
在
り
来
た
り
の
も
の
と
片
付
け
ら
れ

た
市
民
生
活
が
、
稀
有
な
詩
才
に
よ
り
言
わ
ば
聖
化
さ
れ
る
。
他
方
オ
ペ
ラ
文
化
の
花

咲
く
宮
廷
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
目
も
く
れ
ず
に
、
「
ガ
ラ
ス
張
り
の
物
凄
い
建
物
」

を
人
工
楽
園
と
な
し
、
そ
の
「
華
麗
な
星
空
を
形
造
る
十
萬
の
油
燈
」
に
見
蕩
れ
て
い

る
。
た
と
え
「
油
燈
（
臼
留
に
～
罵
）
」
だ
け
に
し
て
も
、
特
権
階
級
は
下
下
と
差
を

つ
け
な
く
て
は
気
が
す
ま
な
い
。
例
え
ば
、

市
民
の
獣
脂
蝋
燭
（
円
匙
９
　
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
）
で
は
な
く
、

貴
族
の
蜜
蝋
蝋
燭
（
Ｗ
ａ
ｃ
ｈ
ｓ
ｋ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｎ
）
が
、
主
人
の
食
卓
に
置
か
れ
る
旨
（
1
8
）

が
「
門
閥
｛
回
ｏ
り
の
｝
｛
回
・
・
ご
｝
に
関
連
し
、
ハ
イ
ネ
著
『
ロ
マ
ン
派
』
（
一
八
三
二

年
－
三
三
年
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
啓
蒙
十
八
世
紀
は
別
名
、
光
の
世
紀
（
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｃ
ｌ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
巴
と
も
言
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
を
留
意
す
る
と
、
こ
れ
は
生
成
す
る
光
明

（
甲
に
回
耳
～
叫
）
と
、
消
滅
す
る
「
松
明
」
の
輝
き
（
Ｆ
↑
～
孚
言
品
）
と
に
二
分
さ

れ
る
。
前
者
は
内
省
す
る
魂
と
そ
れ
を
と
も
す
燈
火
と
月
影
で
あ
り
、
言
わ
ば
自
然
と

理
性
の
光
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
後
者
の
華
美
な
光
が
対
置
さ
れ
る
。
こ
の
贅
沢
な

・
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ロ
　
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
　
ッ
デ
リ
ア

人
工
の
光
は
、
多
彩
に
内
装
さ
れ
た
夜
間
の
社
交
広
間
（
曽
↑
ｏ
已
の
装
飾
用
釣
燭
台

Ｃ
Ｋ
ｒ
ｏ
ｎ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｅ
ｒ
）
に
輝
き
、
夜
を
も
昼
と
せ
ん
と
す
る
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
延
長
線

上
に
、
先
程
の
「
華
麗
な
星
空
を
形
造
る
＋
萬
の
油
燈
」
も
あ
り
、
こ
こ
に
門
閥
の
優

越
感
を
満
足
さ
せ
る
「
蜜
蝋
蝋
燭
」
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
他
方

く
す
ぶ
り
煤
の
出
る
「
獣
脂
蝋
燭
」
は
特
権
階
級
に
と
り
唾
棄
す
べ
き
下
民
用
の
照
明

に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
恐
ら
く
「
獣
脂
蝋
燭
」
こ
そ
、
『
パ
ン

と
葡
萄
酒
』
第
一
句
の
燈
火
（
甲
↑
～
―
ぱ
而
）
の
源
で
あ
り
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
兄
弟

が
「
知
恵
の
探
求
「
ｔ
Ｅ
↑
ｏ
・
ｏ
荏
邑
」
に
勤
し
む
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
一
台
の

油
燈
」
の
「
油
」
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
先
に
引
用
の
弟
宛
書
簡
（
一
七

　
二
三
（
2
3
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
（
一
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

九
六
年
一
〇
月
十
三
日
）
で
詩
人
が
、
｛
た
と
え
｝
台
の
油
燈
と
油
を
買
う
だ
け
に
必

要
な
お
金
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
」
と
述
べ
て
い
る
文
面
か
ら
も
納
得
が
ゆ
く

と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
市
民
と
門
閥
と
の
貧
富
の
差
は
、
何
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に

関
し
て
は
、
ま
ず
大
ま
か
な
要
点
を
え
る
た
め
に
、
三
月
革
命
（
一
八
四
八
年
）
前
夜

エ
ン
グ
ル
ス
が
著
し
た
論
文
『
ド
イ
ツ
の
現
状
』
（
一
八
四
七
年
）
に
注
目
し
て
み
よ

ド
イ
ツ
の
現
状
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
力
強
く

勃
興
し
た
市
民
階
級
が
、
封
建
貴
族
を
倒
し
、
国
家
の
支
配
階
級
に
の
し
上
が
る

ほ
ど
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
ド
イ
ツ
の
市
民
階
級
は
未
だ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
成

長
し
て
い
な
い
。
…
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
都
市
（
叩
麗
診
）
が
農
村

Ｆ
Ｑ
乱
）
を
支
配
し
て
い
る
の
に
反
し
、
ド
イ
ツ
で
は
農
村
が
都
市
を
、
農
業
が

商
工
業
を
お
さ
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
ド
イ
ツ
で
は
、
絶
対
君
主
国
の
み
な
ら

ず
立
憲
君
主
国
に
も
あ
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
（
東
欧
寄
り
の
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア

や
プ
ロ
イ
セ
ン
（
の
よ
う
な
絶
対
君
主
国
）
の
み
な
ら
ず
、
（
西
欧
寄
り
の
）
ザ

ク
セ
ン
や
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
や
バ
ー
デ
ン
（
の
よ
う
な
立
憲
君
主
国
）
で
も
事

情
は
変
わ
り
な
い
。
…
イ
ギ
リ
ス
は
農
産
物
を
全
く
輸
出
し
て
お
ら
ず
、
絶
え
ず

外
国
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
少
く
と
も
輸
出
す
る
だ
け

輸
入
し
て
お
り
、
こ
の
仏
英
両
国
の
富
の
源
泉
は
就
ん
ず
く
工
業
製
品
の
輸
出
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
は
工
業
製
品
を
ほ
と
ん
ど
輸
出
し
て
お
ら
ず
、
夥

し
い
穀
物
、
羊
毛
、
家
畜
を
輸
出
し
て
い
る
。
こ
の
農
業
の
優
位
（
回
ｅ

ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
w
ｉ
ｅ
ｇ
ｅ
乱
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｕ
ｓ
）
が
今
よ
り
遥
か
に
大
き
か
っ

た
の
は
、
…
（
ヴ
ィ
ー
ン
会
議
で
ド
イ
ツ
連
邦
が
成
立
し
た
）
　
一
八
一
五
年
の
こ

と
で
、
・
：
農
業
の
政
治
上
の
代
表
は
、
他
の
欧
州
諸
国
と
同
様
ド
イ
ツ
で
も
、
大

上
地
所
有
者
た
る
封
建
貴
族
で
あ
り
、
こ
の
貴
族
の
専
制
支
配
に
適
う
政
治
形
態

が
封
建
制
Ｃ
Ｆ
ｅ
ｕ
ｄ
ａ
ｌ
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
）
で
あ
る
。
こ
の
封
建
制
が
解
体
し
た
所
で
は
、



二
四
（
2
4
）

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

ど
こ
で
も
農
業
が
国
の
主
要
産
業
で
な
く
な
り
、
農
業
を
営
む
階
層
と
並
ん
で
、

商
工
業
を
営
む
階
層
が
、
村
落
（
Ｄ
ｏ
ｒ
ｆ
ｅ
ｒ
）
と
並
ん
で
都
市
（
印
影
芯
）
が
形
成

さ
れ
て
い
る
（
1
9
）
。

本
論
の
始
め
で
扱
っ
た
「
都
市
」
と
「
農
村
」
と
の
関
係
が
、
こ
こ
で
は
経
済
史
の
上

で
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
「
農
業
の
優
位
」
が
、
旧
体
制
と
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
温
床
と
な
り
、
領
邦

ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
民
会
は
な
お
経
済
上
の
基
礎
づ
け
を
欠
い
て
い
る
。
確
か
に
啓

蒙
期
十
八
世
紀
は
殊
に
ド
イ
ツ
に
関
し
て
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
「
農
業
の
優
位
」
を

無
視
で
き
な
い
。
そ
れ
は
三
月
革
命
の
一
八
四
八
年
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
連
邦
成
立

の
一
八
一
五
年
か
ら
見
て
も
、
「
逼
か
に
大
き
か
っ
た
」
に
違
い
な
い
。
実
際
ア
ー
ベ

ル
著
『
ド
イ
ツ
農
業
史
の
三
段
階
』
（
一
九
六
二
年
）
の
第
二
章
に
お
い
て
は
、
啓
蒙

期
が
「
農
業
の
世
紀
（
↑
）
ａ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
乱
の
ｒ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ａ
乱
w
i
ｒ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ

ｔ
）
Ｊ
と
名
付
け

ら
れ
る
。農

業
が
以
前
に
も
ま
し
て
力
強
く
躍
進
し
た
の
で
十
八
世
紀
は
、
同
時
代
人
の
諸

著
作
に
お
い
て
「
重
農
の
世
紀
（
呂
～
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
の
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
乱
の
ユ
）
」
と
命
名
さ

れ
る
。
但
し
、
こ
の
躍
進
は
世
紀
の
中
頃
に
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
2
0
）
。

確
か
に
『
経
済
表
（
Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ａ
ｕ
　
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
片
回
）
』
（
一
七
五
八
年
－
六
八
年
）
の
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ノ
≒
｀
ベ
ス
ト

で
名
高
い
ケ
ネ
ー
が
、
フ
ラ
ン
ス
十
八
世
紀
中
葉
を
代
表
す
る
「
重
農
主
義
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ノ
ー
Ｎ
―

（
彫
～
ｏ
目
に
芯
）
」
と
呼
ば
れ
る
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
経
済
（
０
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｅ
）

と
言
え
ば
、
当
時
の
用
語
法
で
は
優
れ
て
農
業
（
ｒ
Ｑ
乱
w
ｉ
ｒ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
を
意
味
し
、

こ
の
農
業
が
当
十
八
世
紀
を
最
も
良
く
特
徴
づ
け
た
（
恕
）
と
言
え
る
。

　
　
『
ド
イ
ツ
の
現
状
』
に
お
け
る
エ
ン
グ
ル
ス
の
指
摘
は
見
当
は
ず
れ
で
は
な
い
。
し

か
し
当
論
か
ら
は
農
業
の
世
紀
が
、
そ
れ
ま
で
の
時
代
に
対
し
て
占
め
る
地
位
が
明
ら

か
と
な
ら
な
い
。
例
え
ば
引
用
に
「
封
建
制
が
解
体
し
た
所
で
は
、
ど
こ
で
も
農
業
が

国
の
主
要
産
業
で
な
く
」
な
る
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
封
建
制
が
解
体
し
て
ゆ
く

光
の
世
紀
こ
そ
、
農
史
家
に
よ
れ
ば
飛
躍
的
に
農
業
が
躍
進
し
た
時
期
に
他
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
農
業
の
躍
進
に
啓
蒙
期
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
は
基
盤
を
有
し
、
こ
れ
が

千
年
来
つ
づ
い
た
封
建
制
の
言
わ
ば
白
鳥
の
歌
と
な
る
の
で
あ
る
。
千
年
来
と
は
、
す

で
に
述
べ
た
「
ド
イ
ツ
国
民
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
」
〔
九
六
二
年
－
一
八
〇
六
年
〕
を

念
頭
に
置
く
と
、
お
お
よ
そ
の
目
安
と
な
る
。
こ
の
長
い
期
間
の
う
ち
、
格
別
十
八
世

紀
に
お
け
る
農
業
の
躍
進
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
？

　
外
見
上
十
八
世
紀
の
田
園
地
帯
は
、
そ
れ
ま
で
と
さ
程
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
様
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
歌
『
さ
す
ら
い
人
』
に
見
て
み
る
と
、
旧
来
の
ゲ
ル
マ
ン

摯
（
Ｇ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｒ
　
Ｐ
ｆ
ｌ
ｕ
ｇ
）
を
操
る
農
夫
の
姿
が
目
に
と
ま
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
.
２
０
７
）
。

五
九
六
〇

快
く
響
き
わ
た
る
穀
物
を
刈
る
大
鎌
の
音
と
農
夫
の
声
、

農
夫
は
摯
の
う
し
ろ
か
ら
雄
牛
を
操
り
歩
み
を
命
ず
る
。

い
ま
だ
産
業
革
命
の
息
吹
き
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
詩
人
の
目
に
映
じ
な
い
変

化
が
、
実
は
農
業
の
世
紀
に
は
幾
多
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
閑
暇
』
で
歌
わ
れ
た
農
村
に

特
有
な
「
安
ら
ぎ
の
精
神
」
、
つ
ま
り
自
足
し
た
田
園
風
景
の
基
礎
に
は
、
摯
刀
な
ど

農
具
の
改
良
と
と
も
に
、
何
よ
り
農
法
の
改
善
が
あ
る
。

　
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
、
封
建
制
一
千
年
は
三
圃
制
農
法
（
Ｄ
ｒ
ｅ
ｉ
ｆ
ｅ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
w
ｉ
ｒ
ｔ
-

ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
に
象
徴
さ
れ
る
。
実
の
所
こ
の
三
圃
制
そ
の
も
の
は
、
二
圃
制
か
ら
発
展
し

た
合
理
的
な
農
法
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
画
一
的
な
生
産
様
式
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
上
地
で
一
様
に
同
じ
循
環
方
式
が
と
ら
れ
る
。
つ
ま
り
三
等
分
さ
れ
た
農
地
で
、
夏

作
と
冬
作
に
各
々
三
分
の
一
、
残
る
三
分
の
一
が
休
閑
地
と
し
て
家
畜
の
た
め
の
牧
場

と
な
り
、
こ
れ
ら
を
順
ぐ
り
に
回
し
三
様
の
循
環
を
繰
り
返
す
。
無
駄
の
な
さ
に
徹
し
、

放
牧
の
畜
糞
が
そ
の
ま
ま
肥
料
と
な
り
、
堆
肥
を
わ
ざ
わ
ざ
土
地
に
施
す
必
要
す
ら
な

へ
Ｏ
Ｌ
Ｖ

と
こ
ろ
が
農
民
は
概
ね
共
同
の
規
則
に
従
っ
て
働
き
、
耕
作
強
制

(
Ｆ
ｌ
ｕ
ｒ
ｚ
w
ａ
ｎ
ｇ
）
を
各
人
の
自
由
な
意
志
で
拒
む
こ
と
も
で
き
ず
、
三
圃
制
が
存
続
す



る
限
り
、
農
業
を
個
人
個
人
の
独
自
の
企
画
で
各
人
各
様
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
都
市
の
中
で
営
ま
れ
る
商
工
業
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
中
世
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
　
ル
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・

来
の
徒
弟
制
度
下
で
同
業
組
合
体
制
の
抑
圧
（
Ｚ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
ｚ
w
ａ
ｎ
ｇ
）
を
押
し
の
け
、
営
業

の
自
由
が
獲
得
さ
れ
ね
ば
話
に
な
ら
な
い
。

　
成
程
エ
ン
グ
ル
ス
の
言
う
よ
う
に
、
「
農
業
の
政
治
上
の
代
表
は
封
建
貴
族
で
」
あ

る
。
だ
が
同
時
に
商
工
業
　
（
Ｇ
ｅ
w
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
）
　
の
政
治
上
の
代
表
が
都
市
貴
族

（
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｚ
ｉ
ａ
ｔ
）
で
あ
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
先
に
『
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
』
よ

り
の
引
用
で
「
不
愉
快
な
油
燈
」
に
つ
い
て
語
っ
た
ハ
ン
ザ
都
市
貴
族
が
好
例
で
あ
る
。

そ
の
発
言
が
一
八
五
〇
年
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
な
お
十
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
都

市
貴
族
が
侮
り
が
た
い
存
在
で
あ
る
と
解
か
る
・
。
そ
し
て
営
業
の
自
由

合
の
w
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
と
て
当
時
、
つ
ま
り
エ
ン
グ
ル
ス
が
『
ド
イ
ツ
の
現
状
』
を
書

い
た
頃
に
は
、
必
ず
し
も
自
明
な
こ
と
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
経
済
史
上
一
八
三
三
年

に
成
立
し
た
関
税
同
盟
が
、
翌
一
八
三
四
年
か
ら
一
八
六
七
年
に
か
け
て
実
効
を
増
し

て
ゆ
く
過
程
で
、
次
第
に
現
実
化
し
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
商
工
業
の
筋
に
対
し
、
農
業
の
歴
史
に
お
い
て
三
圃
制
が
崩
れ
る
の
は
、
半

世
紀
も
前
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
成
立
地
盤
で
あ
る
十
八
世
紀
後

半
に
三
圃
制
に
改
良
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
耕
地
に
植
え
る
作
物
で

　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
一
　
●
　
　
　
Ｉ

あ
る
。
す
で
に
夏
作
物
（
Ｓ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）
と
か
冬
作
物
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）

と
い
う
言
葉
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
農
作
物
と
言
え
ば
穀
物

（
の
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）
で
あ
っ
た
。
夏
作
物
と
し
て
は
燕
麦
や
大
麦
、
冬
作
物
で
は
ド
イ
ツ
小

麦
と
か
小
麦
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
輪
作
の
理
論
が
応
用
さ
れ
、
前
作
物
が
後
作
物

に
あ
た
え
る
加
重
拡
張
生
産
力
を
活
用
す
る
と
、
休
閑
地
を
次
第
に
耕
地
と
し
て
利
用

し
て
ゆ
く
道
が
開
け
る
。
そ
こ
で
鍬
作
野
菜
で
あ
る
馬
鈴
薯
と
か
、
族
葉
植
物
の
三
ッ

葉
の
栽
培
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
穀
物
ば
か
り
の
連
作
が
減
り
、
耕
地
の
痩
せ

が
少
な
く
な
る
と
と
も
に
、
家
畜
用
の
飼
料
と
し
て
三
ッ
葉
な
ど
が
確
保
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
家
畜
も
ふ
え
る
。
そ
し
て
増
え
た
家
畜
の
糞
尿
を
堆
肥
と
し
て
、
積
極
化
し
て

施
肥
に
利
用
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
封
建
制
と
共
に
千
年
つ
づ
い
た
三
圃
制
農
法
で
は
、

二
五
（
2
5
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
二
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

三
分
の
一
の
耕
地
が
常
に
休
閑
地
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
十
八
世
紀
末
に
は
こ
れ
が
一

割
以
下
と
な
り
、
十
九
世
紀
に
は
次
第
に
休
閑
地
が
消
滅
し
、
や
が
て
多
圃
輪
作
制
が

一
般
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
第
五
句
に
注
目
し
て

み
る
と
、
話
題
の
三
圃
制
の
ゆ
ら
ぎ
が
間
接
的
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

六五

　
葡
萄
｛
｝
目
ご
回
）
も
花
束
（
ヨ
ロ
日
～
）
も
な
く
、

し
て
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
安
ら
う
、
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場
。

き
っ
と
詩
人
は
昼
間
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
中
央
広
場
で
、
よ
く
「
葡
萄
」
や

「
花
束
」
を
見
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
両
者
と
も
に
都
市
向
け
の
商
業
作
物
で

あ
る
点
を
留
意
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
栽
培
に
よ
り
穀
物
中
心
の
三
圃
制
農
業
の
地

盤
が
崩
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
二
句
に
お
け
る
「
松
明
」
の
輝
き

（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
関
し
、
そ
れ
が
象
徴
す
る
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
地
盤
で
あ
る
農

業
の
世
紀
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
次
に
前
掲
の
『
わ
が
少
年
時
代
の
絵
物
語
』
や
『
十

八
世
紀
の
ド
イ
ツ
』
で
話
題
の
催
物
に
つ
い
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
句
の
響
き
を
念

頭
に
置
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
音
調
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
詩
人
と
同
年
輩
の
楽

人
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
月
光
』
の
曲
に
な
ぞ
ら
え
て
み
た
。
ひ
そ
や
か
な
調
べ
は
両

者
と
と
も
に
、
今
ま
で
に
な
い
内
面
性
豊
か
な
広
が
り
を
持
ち
、
こ
れ
が
悠
久
な
る
大

自
然
の
月
影
と
協
和
し
、
新
た
な
時
代
を
担
う
ロ
マ
ン
派
の
魂
を
も
満
喫
さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
他
方
オ
ペ
ラ
文
化
の
華
麗
な
出
で
立
ち
は
、
豪
奢
こ
の
上
な
い
宮
廷
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

が
模
範
で
あ
り
、
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
場
合
は
何
事
に
つ
け
隣
国
の
首
都
パ
リ

よ
り
取
り
寄
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
宮
廷
文
化
の
性
格
は
何
よ
り
大
規
模
で
豪
華
絢

爛
た
る
内
面
性
の
乏
し
さ
に
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
も
異
国
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ボ
ン
王

朝
の
流
行
を
追
い
求
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
国
の
風
土
か
ら
薫
高
い
文
化
を
育
成
す

る
自
発
性
の
乏
し
さ
も
見
逃
せ
な
い
。
後
に
テ
ィ
ー
ク
編
『
芸
術
に
・
う
ち
込
む
修
道
士



　
二
六
（
2
6
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

の
心
情
吐
露
『
Ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
ｉ
　
ｅ
ｉ
ｉ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
已
』
二
七
九
六
年
）
に
収
め
ら
れ
た
『
デ
ュ
ー

ラ
ー
頌
』
で
、
ヴ
″
ツ
ケ
ン
ロ
ー
ダ
ー
も
当
時
の
芸
術
の
貧
困
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

（
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
７
８
６
０
／
６
１
.
　
５
３
）
。

近
年
の
芸
術
家
は
、
私
達
に
示
す
作
品
に
対
し
真
剣
な
関
与
を
全
く
望
ん
で
い
な

い
よ
う
で
す
。
そ
の
仕
事
は
門
閥
（
ｖ
ｏ
ｒ
ｎ
ｅ
ｈ
ｍ
ｅ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
）
　
の
た
め
に
な
さ
れ
、

こ
の
門
閥
は
芸
術
に
よ
り
心
動
か
さ
れ
気
高
く
さ
れ
る
こ
と
で
な
く
、
最
高
度
に

眩
惑
さ
れ
欲
望
を
そ
そ
ら
れ
る
（
ａ
ｕ
ｆ
ｓ
　
ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
　
ｓ
ｔ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｂ
ｌ
ｅ
乱
ｅ
ｔ
　
ｕ
乱
ｇ
ｅ
ｋ
ｉ
ｔ
ｚ
ｅ
ｌ
ｔ
）

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

今
日
で
も
残
る
一
流
の
芸
術
家
が
「
門
閥
」
と
は
正
反
対
の
考
え
を
抱
き
、
ま
ず
は

（
心
動
か
さ
れ
気
高
く
さ
れ
る
Ｃ
ｇ
ｅ
ｒ
i
i
町
ｔ
　
ｕ
乱
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
ｔ
）
!
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
数
あ
る
中
か
ら
『
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
歌
に
つ
い
て
』

二
七
九
一
年
）
に
お
け
る
シ
ラ
ー
の
発
言
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
「
詩
人
に
要
請
さ
れ

る
必
要
条
件
の
一
つ
が
理
想
化
（
ぼ
の
巴
回
の
～
高
）
で
あ
り
、
気
高
く
す
る
こ
と

（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
）
で
あ
り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
詩
人
０
　
名
に
値
し
な
く
な
る
。
」
（
Ｎ
Ａ

Ｘ
Ｘ
Ｉ
に
詔
）

　
私
達
は
当
時
十
八
世
紀
末
を
、
大
抵
シ
ラ
ー
な
ど
理
想
化
の
闘
士
に
焦
点
を
あ
て
て

眺
め
る
。
す
る
と
同
時
代
に
権
勢
を
誇
り
つ
つ
も
、
今
日
二
十
世
紀
に
は
化
石
化
し
た

「
門
閥
」
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
を
等
閑
視
し
易
い
。
と
こ
ろ
が
躍
進
し
た
農
業
の
世
紀

に
、
そ
の
重
農
の
経
済
を
頼
み
と
し
、
現
世
を
人
工
楽
園
と
謳
歌
し
て
い
た
の
は
、
む

し
ろ
化
石
化
し
た
「
門
閥
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
想
界
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
ブ
ル
ボ
ン
王

朝
は
、
革
命
下
一
七
九
二
年
に
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
に
取
っ
て
変
わ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

な
お
諸
領
邦
の
宮
廷
文
化
を
先
導
す
る
力
を
失
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
既
に
革

命
前
、
そ
の
内
容
の
な
さ
は
才
人
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
よ
り
見
切
ら
れ
て
い
た
。

　
　
も
し
只
こ
の
忌
わ
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
が
、
音
楽
に
と
り
こ
ん
な
に
も
卑
劣

（
回
乱
践
回
｛
に
９
　
｝
で
な
け
れ
ば
！
・
　
こ
れ
は
何
と
も
ひ
ど
い
も
の
で
す
！
・
　
ド

イ
ツ
語
は
や
は
り
フ
ラ
ン
ス
語
と
違
い
神
々
し
い
。
そ
れ
に
し
か
も
ま
ず
歌
手
と

き
た
ら
男
声
も
女
声
も
（
何
た
る
様
か
）
１
・
　
こ
ん
な
人
々
は
歌
手
と
は
呼
べ
な

い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
歌
う
（
彫
品
～
）
と
言
う
よ
り
、
叫
び
（
回
目
彫
～
）
、

吠
え
（
回
９
　
日
）
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
し
か
も
声
を
限
り
に
、
鼻
か
ら
咽
か
ら
。

フ
ラ
ン
ス
人
は
全
く
（
間
抜
け
の
）
駿
馬
（
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
　
Ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｎ
）
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま

に
留
ま
り
、
何
一
つ
出
来
な
い
の
で
す
（
2
1
）
○

父
宛
一
七
七
八
年
七
月
の
当
書
簡
で
、
二
〇
歳
そ
こ
ら
の
新
鋭
音
楽
家
が
述
べ
て
い
る

こ
と
は
、
す
で
に
十
八
世
紀
中
葉
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
音
楽
家
ル
ソ
ー
の
長
篇
小
説
『
新

エ
ロ
イ
ー
ズ
』
（
一
七
六
〇
年
）
で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
』
第
二
部
の
第
二
三
書
簡
は
、
首
都
パ
リ
の
「
オ
ペ
ラ
座

（
≒
〇
某
ぶ
）
の
報
告
」
（
Ｂ
Ｐ
　
Ｉ
に
９
６
４
.
２
８
０
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
「
極
め
て
華
麗

（
ｐ
ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
ｕ
ｘ
）
で
享
楽
的
令
ｏ
冨
限
箆
罵
）
な
見
物
」
（
∽
吻
｛
に
β
｝
に
つ
い
て
、
ル

ソ
ー
の
雄
弁
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
先
程
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
指
摘
し
た
点
も

開
陳
さ
れ
、
「
上
演
中
に
劇
場
で
響
動
め
く
物
凄
い
叫
び
声
（
ｃ
ｒ
ｉ
ｓ

ａ
ｆ
ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
巴
と
長

た
ら
し
い
咆
嘩
（
↑
ｏ
高
・
～
高
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
）
」
が
俎
上
に
の
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
（
こ

れ
ら
の
吠
え
声
Ｃ
ｈ
ｕ
ｒ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
）
が
観
客
の
拍
手
喝
采
に
浴
す
る
ほ
ぼ
唯
一
の
こ
と
な

の
で
す
」
Ξ
『
｛
に
函
｝
と
著
者
は
述
べ
る
。
勿
論
ル
ソ
ー
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ほ
ど
天

分
豊
か
な
楽
人
で
は
な
い
。
し
か
し
問
題
の
所
在
を
文
筆
家
と
し
て
解
明
す
る
段
に
な

る
と
、

ラ
ン
ス

最
大
の
欠
点
は
、
絢
爛
豪
華
（
ヨ
品
即
に
・
回
～
）
と
い
う
誤
れ
る
趣
味
で
、
こ
れ
に
よ

り
人
は
不
可
思
議
（
m
e
ｒ
ｖ
ｅ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｕ
己
な
も
の
を
表
現
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
不
可
思
議
な
も
の
は
、
想
像
さ
れ
（
ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
）
て
始
め
て
現
実
化
し
ま
す
か
ら
、

そ
れ
は
叙
事
風
詩
歌
（
名
の
～
の
雪
片
回
）
に
相
応
し
い
だ
け
、
そ
れ
だ
け
劇
場
で
は

滑
稽
な
の
で
す
。
」
（
ま
惣
↑
に
品
）



　
再
三
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
に
関
す
る
記
述
で
も
明
ら
か
な
通
り
、

内
面
性
の
乏
し
い
「
絢
爛
豪
華
」
に
そ
の
本
質
は
あ
る
。
そ
し
て
巧
み
に
ル
ソ
ー
が
批

評
し
た
よ
う
に
、
本
来
そ
れ
が
表
わ
し
た
い
「
不
可
思
議
な
も
の
」
は
、
厳
し
い
眼
識

の
判
断
に
よ
れ
ば
、
一
向
に
現
実
化
し
な
い
。
但
し
対
極
に
別
の
「
叙
事
風
詩
歌
」
が

あ
り
、
こ
の
好
例
と
し
て
淡
々
と
始
ま
る
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
が
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
見
た
第
一
句
で
言
わ
ば
隠
れ
て
働
き
か
け
る
光
明
（
叩
）
～
訃
は
品
）
の
文
字

通
り
ひ
そ
や
か
な
性
格
は
、
や
が
て
第
十
四
句
以
下
で
直
接
言
及
さ
れ
る
月
影
の
在
り

方
で
も
あ
っ
た
。
今
ま
で
に
触
れ
た
「
都
市
」
や
「
街
路
」
と
か
「
松
明
」
に
「
馬
車
」
、

そ
れ
に
帰
宅
す
る
「
人
々
」
に
加
え
て
、
夕
暮
に
静
ま
る
「
広
場
の
市
場
」
な
ど
、
い

ず
れ
の
形
象
に
お
い
て
も
主
情
は
表
立
っ
て
目
立
た
ず
、
あ
た
か
も
「
叙
事
風
詩
歌
」

を
想
わ
せ
る
の
が
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
「
夜
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
次
第
に

「
不
可
思
議
な
も
の
」
が
、
読
者
の
心
眼
に
よ
り
「
想
像
さ
れ
て
始
め
て
現
実
化
し
」

て
く
る
。
故
に
第
一
節
の
全
十
八
句
を
踏
ま
え
、
ひ
き
続
く
第
二
節
の
冒
頭
で
は
、

「
不
可
思
議
に
み
ち
（
Ｗ
ｕ
乱
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
）
…
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
Ｉ
.
呂
）
と
語
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
と
睨
み
合
う
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
光
明
に
包
ま
れ
た
都

市
像
が
、
封
建
制
下
十
八
世
紀
を
背
景
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
未

だ
考
察
し
て
い
な
い
の
は
、
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト

に
あ
る
民
会
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
で
あ
る
。
今
日
な
ら
宮
殿
や
歌
劇
場
は
、
取
り
壊
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
博
物
館
な
ど
観
光
の
場
に
変
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
民
会
の
座

は
、
バ
ー
デ
ン
ー
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
市
庁
舎
と

し
て
、
今
な
お
政
治
の
中
心
に
留
ま
り
続
け
、
旧
市
街
の
中
央
広
場
に
変
わ
ら
ぬ
位
置

を
占
め
て
い
る
。
す
で
に
引
用
し
た
詩
歌
『
功
名
心
』
第
十
二
句
で
は
、
こ
の
民
会
に

属
す
る
議
員
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
.
３
８
）
。

十一
一〇九

諸
国
王
を
ま
ね
て
誇
示
せ
ん
と
、
…

小
暴
君
ら
は
、
…

そ
し
て
銭
で
買
え
る
勲
章
ほ
し
さ
に
、

二
七
（
2
7
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
二
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

十
二
　
民
会
議
員
ら
（
圃
吽
芯
）
は
実
権
を
手
放
す
の
だ
。

い
か
に
も
封
建
制
下
ら
し
く
勲
章
が
登
場
す
る
が
、
こ
こ
で
「
銭
で
買
え
る
勲
章

（
才
訃
〇
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
ｓ
ｂ
ｉ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）Ｊ
と
あ
る
所
に
、
時
代
の
新
ら
し
さ
が
あ
る
。

　
す
で
に
隣
国
フ
ラ
ン
ス
で
は
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
盛
時
、
喜
劇
役
者
モ
リ
エ
ー
ル
の
傑

作
『
町
人
（
回
目
回
ｏ
屁
）
貴
族
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｌ
ｈ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
）
』
（
ニ
八
七
〇
年
）
が
舞
台
に
か

け
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
成
り
上
が
り
（
罵
～
回
巳
の
こ
と
で
あ
る
が
、
約
七
十

年
お
く
れ
て
啓
蒙
期
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
文
学
で
は
、
ハ
ー
ゲ
ド
ル
ン
の
教
訓
詩
『
幸
福
』

二
七
四
三
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
も
の
が
謳
剌
の
的
と
な
る
。
こ
の
『
幸
福
』

９
Ｕ
Ｂ
　
１
３
２
１
／
２
３
.
　
１
３
２
-
１
４
３
）
で
は
、
「
打
算
の
グ
リ
ュ
フ
ィ
ン
」
（
第
一
　
一
九
句
）

と
「
大
食
家
フ
ァ
テ
ィ
ル
」
（
第
二
三
一
句
）
の
両
人
物
が
興
を
そ
そ
り
、
殊
に
後
者

は
「
門
閥
を
ま
ね
て
、
帝
国
伯
の
爵
位
を
買
う
（
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｓ
ｇ
ｒ
ａ
ｆ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｒ
目
次
）
」
（
第
一

八
一
句
－
第
一
八
二
句
）
と
言
わ
れ
る
成
り
上
が
り
の
典
型
で
あ
る
。
但
し
詩
人
は

「
大
食
家
フ
ァ
テ
ィ
ル
」
を
弾
劾
す
る
わ
け
で
な
く
、
一
応
こ
れ
を
「
労
働
の
甘
美
な

報
酬
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
　
ｓ
富
目
ｒ
ｏ
丁
）
」
（
第
二
七
一
句
）
に
欠
け
る
不
幸
者
と
呼
び
な

が
ら
も
、
一
抹
の
哀
愁
を
帯
び
た
筆
致
で
扱
っ
て
い
る
。

　
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
り
、
「
銭
で
買
え
る
勲
章
ほ
し
さ
に
民
会
の
実
権
を
手
放

す
議
員
ら
」
は
、
裏
切
者
以
外
何
物
で
も
な
い
。
か
つ
て
は
一
般
化
し
喜
劇
や
楓
刺
の

対
象
で
済
ま
さ
れ
た
事
柄
が
、
激
動
す
る
革
命
時
代
に
は
切
羽
詰
ま
っ
た
問
題
と
な
る
。

今
こ
の
時
に
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
主
役
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
如
く
、
あ
れ
か
こ
れ

か
の
決
断
に
立
た
さ
れ
、
も
は
や
両
立
な
ど
と
い
う
あ
れ
も
こ
れ
も
は
存
在
し
な
い
。

一
方
は
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
へ
と
「
松
明
」
の
輝
き
と
と
も
に
消
滅
し
、
他
方
そ
れ
と
は

正
反
対
に
向
け
民
会
の
理
想
を
求
め
、
民
主
共
和
制
の
原
理
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
よ
り
生

成
す
る
。
但
し
、
都
市
国
家
と
て
王
制
や
貴
族
制
と
の
相
克
の
下
に
民
主
制
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
三
者
は
共
在
し
つ
つ
格
闘
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
帝
国
都
市
で
は
な
く
、

領
主
の
宮
廷
の
あ
る
領
邦
都
市
な
の
で
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
や
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
よ
う
な
都
市



二
八
（
2
8
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

貴
族
本
位
の
政
治
体
制
で
は
な
い
。
す
で
に
引
用
の
『
ド
イ
ツ
の
現
状
』
で
エ
ン
グ
ル

ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ペ
ル
ク
は
「
絶
対
（
Ｑ
ｙ
ｏ
↑
５
）
君
主
国
」

で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
立
憲
（
回
品
に
ば
に
～
己
）
君
主
国
」
に
属
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
立
憲
君
主
制
と
い
え
ば
、
王
権
に
封
建
貴
族
が
制
限
を
加
え
た
一
二
Ｉ
五
年
の
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
大
憲
章
つ
く
［
凛
～
の
回
に
］
が
有
名
で
あ
る
が
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ

ル
ク
の
歴
史
で
は
一
五
一
四
年
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
契
約
（
Ｔ
ｉ
ｉ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
）

が
こ
れ
に
あ
た
る
。
但
し
大
憲
章
が
言
わ
ば
王
制
と
貴
族
制
の
折
衷
案
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
契
約
は
領
主
と
民
会
と
の
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
一

種
の
民
主
制
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
母
胎
は
都
市
の
市
民
（
Ｂ
ｉ
ｉ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
百
名
余
の
集
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
や
テ
ュ
ー

ビ
ン
グ
ン
の
よ
う
な
都
市
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
都
市

の
指
導
者
と
領
邦
領
主
と
の
間
に
結
ば
れ
た
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
契
約
で
は
、
例
え
ば
主

要
な
戦
争
の
場
合
に
は
民
会
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
か
、
税
率
に
関
す
る
民
会
の
課

税
承
諾
権
や
民
会
独
自
の
財
政
権
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
で
民
会
は
宮
廷
と
並
び
得
る
政

治
上
お
よ
び
経
済
上
の
権
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
民
会
と
は
言
っ
て
も
、
実
際
こ
の
権
力
の
中
枢
に
あ
っ
た
の
は
、
少
数
の

常
任
委
員
で
あ
る
。
そ
し
て
常
任
委
員
会
は
、
八
名
の
小
常
任
委
員
会
（
ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ

Ａ
ｕ
ｓ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
Ｂ
）
と
、
こ
れ
に
更
に
八
名
が
加
わ
っ
た
計
十
六
名
の
大
常
任
委
員
会
（
ｇ
ｒ
ｏ
-

６
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｕ
ｓ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
Ｃ
）
を
意
味
し
た
。
し
か
し
実
際
に
権
限
を
行
使
し
た
の
は
幹
部
八
名

の
小
常
任
委
員
会
で
、
し
か
も
幹
部
の
実
質
的
指
導
者
は
誰
よ
り
顧
問
役

（
ｙ
牙
ｏ
目
ご
と
相
談
役
（
ｘ
ｏ
品
９
　
～
こ
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
的
確
に
掴
み
一
七

九
七
年
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
最
近
の
内
情
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、

「
高
官
（
ｈ
ｏ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
〇
は
～
巴
）
の
越
権
行
為
こ
そ
格
別
、
時
代
の
新
旧
を
問
わ
ず
民

会
（
Ｌ
ａ
乱
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
に
あ
ら
ゆ
る
害
悪
（
自
認
回
忌
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
）

と
指
摘
し
て
、
こ
う
述
べ
る
。
「
常
任
委
員
会
（
Ａ
ｕ
ｓ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
Ｂ
）
は
実
に
好
都
合
と
思
っ

た
に
違
い
な
い
。
自
分
た
ち
の
代
弁
を
し
代
筆
を
し
、
ま
た
恐
ら
く
緊
急
の
場
合
に
は

自
分
た
ち
に
か
わ
り
思
案
し
て
く
れ
る
者
た
ち
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
）
が
い
る
か
ら
だ
。
常
任

委
員
の
大
部
分
は
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
自
ら
の
収
入
を
安
閑
と
し
て
食
い
つ
ぶ
し

た
。
」
ヨ
詞
に
コ
）

　
ひ
き
続
い
て
「
高
官
の
越
権
行
為
」
が
具
体
化
し
た
「
宮
廷
」
と
の
癒
着
を
取
り
あ

げ
、
こ
れ
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
糾
弾
す
る
（
Ｈ
Ｗ
に
心
）
。

常
任
委
員
会
そ
れ
自
体
は
越
権
行
為
な
ど
決
し
て
し
な
か
っ
た
。
そ
の
相
談
役

采
〇
回
応
～
ま
こ
と
顧
問
役
（
ｙ
牙
〇
ｒ
芯
已
が
、
こ
の
張
本
人
で
あ
っ
た
。

委
員
会
は
怠
惰
な
だ
け
で
、
無
思
慮
に
も
相
談
役
と
顧
問
役
の
独
断
専
行

（
Ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
）
に
名
を
貸
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
両
役
員
こ
そ
、
委

員
会
が
宮
廷
｛
｝
｛
〇
｛
｝
に
対
し
気
前
よ
く
振
舞
う
よ
う
誘
惑
し
た
の
で
あ
り
、
…

こ
の
両
役
員
を
こ
そ
宮
廷
は
味
方
に
し
よ
う
と
努
め
た
。
な
ぜ
な
ら
宮
廷
が
自
己

目
的
を
遂
げ
る
の
に
は
、
顧
問
役
と
相
談
役
を
自
分
の
利
害
関
係
に
引
き
い
れ
る

術
を
心
得
た
な
ら
確
実
で
あ
る
。
　
…
こ
の
両
役
員
こ
そ
、
届
い
た
公
文
書
類
を

取
り
押
え
て
お
き
、
そ
の
有
無
を
常
任
委
員
会
に
長
く
隠
し
た
ま
ま
に
し
て
後
、

よ
う
や
く
自
分
た
ち
に
都
合
よ
く
な
っ
た
時
に
、
こ
の
件
を
答
申
し
た
の
で
あ
る
。

直
接
こ
こ
で
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
民
会
の
癌
腫
は
、
当
時
そ
の
権
力
の
座
に
あ
っ

た
シ
ュ
ト
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
（
一
七
三
一
年
－
一
八
一
三
年
）
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
門

閥
は
ヘ
ー
ゲ
ル
た
ち
の
誕
生
し
た
一
七
七
〇
年
に
顧
問
役
と
な
り
、
そ
の
後
一
七
九
一

年
に
は
女
婿
ア
ー
ベ
ル
（
一
七
五
〇
年
－
一
八
二
三
年
）
を
相
談
役
に
し
て
完
全
に
実

権
を
掌
握
し
た
。
や
が
て
前
述
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
共
和
国
が
話
題
と
な
る
革
命
期
一

七
九
七
年
に
、
シ
ュ
ト
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
は
民
会
の
民
主
勢
力
に
よ
り
一
時
解
任
さ
れ
た

も
の
の
、
す
で
に
一
八
〇
〇
年
に
は
早
々
復
職
し
て
い
る
。
正
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

の
創
作
が
始
ま
る
年
の
出
来
事
で
あ
る
。

　
皮
相
に
読
め
ば
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
は
、
宿
願
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ペ
ン
共
和
国

擁
立
が
、
封
建
体
制
側
の
巻
き
返
し
に
よ
り
破
綻
を
き
た
し
た
後
、
打
ち
ひ
し
が
れ
た

詩
人
の
抱
い
た
「
一
八
〇
〇
年
頃
の
悲
哀
（
マ
呂
Ｑ
）
と
空
想
（
応
｛
ｏ
託
の
｝
（
2
2
）
」
と



言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
る
と
冒
頭
の
都
市
像
に
は
、
何
ら
根
源
よ
り
生
成
す
る
も
の

は
な
く
、
「
第
一
節
の
異
常
な
効
果
（
ａ
ｉ
ｉ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
ｒ
ｋ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
本
質
的
契

機
で
あ
る
憂
愁
つ
く
［
・
↑
目
訃
ｏ
Ｆ
］
（
。
）
」
が
、
遁
世
風
ロ
マ
ン
派
の
想
像
の
翼
に
乗
り

「
空
想
」
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
世
界
へ
羽
は
た
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
本
論

が
留
意
し
た
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
は
念
頭
に
浮
か
ば
ず
、
む
し
ろ
第
二
句
の
「
松
明
」
と

「
馬
車
」
は
空
想
の
産
物
と
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
「
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
疾
駆

し
去
る
馬
車
は
、
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
神
話
（
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
-
Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｓ
）
へ
の
秘
教
的
暗
示

（
回
ｏ
芯
匹
回
目
ｙ
回
甘
の
ぼ
品
）
で
あ
る
（
2
2
）
」
と
、
専
門
の
研
究
書
で
も
説
か
れ
る
ま

で
に
至
る
（
2
3
）
ｏ
　
恐
ら
く
類
似
の
解
釈
は
、
「
松
明
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
バ
ッ
コ
ス
神
デ
ィ

オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
ヘ
の
関
連
で
、
例
え
ば
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
作
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』
九
六

四
句
に
お
け
る
「
バ
ッ
コ
ス
祭
の
（
松
明
の
）
焔
』
（
Ｔ
Ｂ
　
１
９
６
６
.
２
９
８
）
　
へ
と
、
ま
た

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
の
詩
歌
『
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
』
第
十
七
句
に
あ
る
表
現
「
自

由
な
野
獣
の
曳
く
（
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
）
車
（
茫
品
～
）
」
Ｃ
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
８
６
）

へ
と
、
第
二
句
の
「
松
明
」
と
「
馬
車
」
を
関
連
づ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
本
論
は
「
空
想
」
の
か
わ
り
に
、
史
実
に
裏
づ
け
ら
れ
た
考
証
を
、

「
悲
哀
」
に
も
増
し
て
理
想
化
（
呟
ぶ
↑
回
の
～
品
）
を
現
実
の
地
盤
よ
り
引
き
出
す
。

す
で
に
理
想
化
さ
れ
た
民
主
共
和
制
の
都
市
国
家
ア
テ
ー
ナ
イ
が
、
一
八
〇
〇
年
頃
の

領
邦
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
と
睨
み
合
っ
て
い
る
。
成
程
ヘ
ー
ゲ
ル
の
指
摘
に
あ

る
「
高
官
の
越
権
行
為
」
は
、
民
会
を
宮
廷
の
傀
儡
と
し
て
し
ま
い
、
市
民
は
「
小
暴

君
」
の
奴
隷
と
な
る
危
険
か
お
る
。
他
方
マ
ラ
ト
ー
ン
の
戦
士
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
語

る
所
は
、
先
に
引
用
し
た
と
お
り
、
「
い
か
な
る
者
の
奴
隷
で
も
な
く
、
ア
テ
ー
ナ
イ

人
は
、
い
か
な
る
者
の
臣
民
で
も
な
い
」
と
表
明
さ
れ
る
。
確
か
に
目
下
の
と
こ
ろ
政

治
上
の
革
命
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ペ
レ
共
和
国
樹
立
失
敗
よ
り
こ
の
か
た
望
み
薄
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
前
掲
の
書
簡
（
一
七
九
七
年
一
月
一
〇
日
）
に
言
う
「
在
来
の
も
の
を

全
て
恥
じ
い
ら
せ
る
志
操
と
思
考
法
の
来
た
る
べ
き
革
命
「
勾
９
ｏ
ぎ
ま
ｏ
巳
」
は
、
目

立
た
ぬ
も
の
の
着
実
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

　
再
び
話
題
を
領
邦
民
会
に
戻
す
と
、
そ
の
「
民
会
議
員
ら
が
、
銭
で
買
え
る
勲
章
は

二
九
（
2
9
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
〃
第
四
十
三
巻
　
二
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

し
さ
に
、
実
権
を
手
放
す
」
の
で
あ
る
か
ら
、
も
は
や
政
治
家
に
期
待
し
て
も
得
る
所

は
少
な
い
。
む
し
ろ
「
民
会
議
員
」
が
「
松
明
」
や
「
馬
車
」
と
と
も
に
宮
廷
オ
ペ
ラ

文
化
を
目
指
す
実
情
で
あ
る
。
な
ら
ば
「
悲
哀
と
空
想
」
へ
と
至
る
の
か
？
　
否
’
・

道
は
あ
り
、
い
つ
の
間
に
か
詩
人
は
、
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
を
見
切
っ
て
お
り
、
こ
の
確

信
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
二
句
の
よ
う
な
何
気
な
い
詩
歌
象
徴
に
ふ
と
現
れ
る
。
何

か
旧
体
制
の
輝
き
（
曽
↑
呂
３
　
ぱ
高
）
を
見
切
ら
せ
る
の
か
？
　
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、

ず
で
に
一
般
化
し
て
内
面
性
と
自
発
性
の
乏
し
さ
を
挙
げ
、
こ
の
対
極
に
第
一
句
の
光

明
（
甲
↑
～
３
　
け
凛
）
を
考
え
て
み
た
。
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
月
影
と
燈
火

の
光
明
が
目
指
す
理
想
界
ギ
リ
シ
ア
と
の
対
比
の
下
に
あ
る
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
で
あ
る
。

　
前
述
の
高
価
な
蜜
蝋
蝋
燭
の
装
飾
用
釣
燭
台
が
輝
く
宮
廷
オ
ペ
ラ
劇
場
で
、
事
態
は

果
し
て
観
劇
に
来
る
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
劇
場
へ
自
分
の
華
麗
さ
を
示
す
た
め
に

繰
り
出
す
と
言
っ
た
所
で
あ
る
。
そ
う
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
奢
侈

品
を
身
に
つ
け
、
豪
勢
な
衣
装
を
ま
と
い
、
観
劇
の
場
へ
と
門
閥
が
訪
れ
た
模
様
で
あ

る
。
こ
の
意
図
す
る
所
は
恐
ら
く
、
差
を
つ
け
身
分
の
相
違
を
一
層
と
際
立
た
せ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
絢
爛
豪
華
な
出
で
立
ち
が
目
立
つ
劇
（
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
）
は
、
舞
台

装
置
に
お
い
て
も
照
明
効
果
に
お
い
て
も
、
相
当
な
贅
沢
を
要
求
す
る
。
だ
が
門
閥
は

こ
れ
に
出
費
を
惜
し
ま
ず
、
む
し
ろ
こ
の
機
会
を
富
と
特
権
的
豊
か
さ
の
誇
示
の
た
め

に
活
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
西
欧
の
劇
場
は
当
時
、
座
席
の
位
置
次
第
で
、

視
覚
効
果
の
み
な
ら
ず
、
音
響
効
果
も
大
い
に
左
右
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
個
人
用
の
着

替
室
（
回
乙
の
Ｉ
り
ｏ
Ｆ
）
ま
で
付
い
た
特
別
座
席
か
ら
、
天
上
桟
敷
（
寸
ｏ
に
芯
～
の

智
↑
孔
・
）
の
立
見
席
に
至
る
ま
で
、
差
別
に
手
が
込
ん
で
い
て
、
有
利
な
席
で
あ
れ

ば
あ
る
程
、
利
点
が
多
い
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
言
わ
ば
特
権
主
義
の
権
化
と

看
傲
し
得
る
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
姿
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
点
を
留
意
し
て
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
四
節
の
（
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア

Ｃ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
」
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
詩
人
は
反
問
を
繰
り
返
し

な
が
ら
次
第
に
、
『
形
而
上
学
入
門
』
（
一
九
五
三
年
）
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
説
く
「
ギ
リ

シ
ア
人
の
思
想
詩
（
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｓ
　
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
）
、
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
ギ
リ
シ
ア



三
〇
（
3
0
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

人
の
存
在
と
（
そ
の
存
在
に
帰
属
す
る
）
現
存
が
本
来
う
ち
建
て
ら
れ
た
彼
の
詩
作
、

す
な
わ
ち
悲
劇
（
ｊ
品
乱
ｔ
）
公
）
」
へ
と
的
を
絞
っ
て
ゆ
く
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
９
１
-
９
２
）
。

五
五
　
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
ー

五
七
　
壮
麗
な

　ｆ．

／Ｘ

一

　ｌ．

ノペ

一

.J

ｆ。

ノヘ

一
一
一

六
四

広
間

い
ず
こ

何
処
に
、
一

！
一

床
は
海
原
！
・
　
し
て
食
卓
は
山
岳
な
す
、
・
：

体
何
処
に
輝
く
の
か
、
彼
方
を
ま
で
射
抜
く
彼
の
神
託
は
？

神
域
デ
ル
ポ
イ
は
微
睡
ん
で
い
る
。
し
て
何
処
に
轟
く
の
か
偉
大
な
る
運
命

　
　
　
は
？

　
何
処
で
運
命
は
輝
き
、
普
遍
の
幸
に
満
ち
、

雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
か
ら
、
眼
界
を
過
り
突
入
し
て
く
る
の
か
？

六
五
　
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
（
く
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
）
　
―

悲
劇
誕
生
の
時
空
は
「
清
澄
（
冨
屎
Ｑ
）
な
る
大
気
」
に
開
か
れ
、
そ
の
気
圏
に
住
ま

う
神
々
に
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
自
然
の
隠
れ
な
き
真
性

Ｃ
Ａ
Ｘ
Ｔ
ｉ
'
Ｏ
ｓ
ｉ
ａ
）
に
包
ま
れ
、
「
床
は
海
原
」
、
「
食
卓
は
山
岳
」
と
な
る
。

　
あ
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
座
で
あ
る
歌
劇
場
と
の
相
違
は
明
ら
か
で
、
こ
の
「
壮
麗

な
広
間
（
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ａ
ａ
ｌ
）
」
（
第
五
七
句
）
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
｛
何
の
月

影
と
燈
火
の
光
明
（
甲
）
呂
§
ぱ
品
）
が
つ
な
が
る
。
こ
れ
を
讃
歌
『
平
和
の
祝
祭
』

二
八
〇
二
年
）
第
二
句
よ
り
第
四
何
に
か
け
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
「
し
て
大
気
に
開

か
れ
て
い
る
（
｛
い
乱
ｇ
ｅ
ｌ
江
ｔ
ｅ
ｔ
　
ｉ
ｓ
ｔ
｝
の
が
、
太
古
に
建
立
さ
れ
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｌ
ｔ
ｇ
ｅ
ｂ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
｡
）

／
至
福
の
（
神
々
の
）
住
む
広
間
（
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｇ
ｅ
w
ｏ
ｈ
ｎ
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ａ
ａ
ｌ
）
」
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
１
.
５
３
３
）
と

歌
い
、
屋
内
に
閉
じ
ら
れ
た
歌
劇
場
と
正
反
対
に
「
大
気
に
開
か
れ
（
回
冨
旨
器
）
」

て
い
る
点
を
「
至
福
（
？
の
↑
貧
）
」
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

ア
」
へ
の
道
に
お
い
て
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
三
節
で
は
第
四
一
句
で
、
そ
こ
へ
の

「
出
立
（
ｙ
乱
～
可
ｏ
９
　
回
）
」
が
語
ら
れ
、
「
な
ら
ば
来
た
れ
？
・
　
開
か
れ
た
時
空
（
ｄ
ａ
ｓ

〇
悶
の
回
）
を
私
達
が
眺
め
る
た
め
に
」
と
、
「
大
気
に
開
か
れ
至
福
の
（
神
々
の
）
住

む
広
間
」
の
基
本
性
格
が
先
取
り
さ
れ
、
更
に
重
ね
て
こ
れ
が
第
四
九
句
の
形
容
詞

｛
ｏ
ま
の
Ｕ
で
強
調
さ
れ
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
９
１
）
。

四
九
　
そ
れ
故
、
地
峡
イ
ス
ト
モ
ス
ヘ
と
赴
こ
う
。
か
の
地
、
あ
の
聞
か
れ
た
海

　
　
　
　
　
　
（
ｄ
ａ
ｓ
　
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｅ
こ
が
轟
く

五
〇
　
　
パ
ル
ナ
ソ
ス
山
麓
へ
と
、
白
雪
が
輝
く
デ
ル
ポ
イ
の
巌
へ
と
、

五
一
　
か
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
国
土
へ
と
、
・
：

五
二
　
　
新
緑
の
唐
檜
の
青
葉
の
下
、
実
り
落
つ
葡
萄
の
僥
僥
な
る
地
へ
と
、
か
の
地

　
　
　
　
　
　
　
に
は
、

互
二
　
テ
ー
ベ
ー
の
泉
が
湧
き
、
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

五
四
　
　
か
の
地
か
ら
由
来
し
今
や
帰
郷
を
兆
す
神
が
到
来
す
る
。

　
　
　
　
四

五
五
　
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
ー
・
　
あ
ら
ゆ
る
神
々
の
住
居
、
・
：

第
四
節
以
下
の
「
神
々
の
住
居
（
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ｉ
ｍ
ｍ
ｌ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
～
）
」
に
っ
い
て
は
、
第

五
節
で
先
の
基
本
性
格
が
一
層
と
判
然
と
す
る
。
す
な
わ
ち
神
々
は
「
隠
れ
な
き
真
性

（
Ｗ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｅ
已
に
包
ま
れ
）
（
第
八
一
句
）
て
、
「
啓
き
示
さ
れ
た
者
た
ち
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
-

ｂ
ａ
ｒｅ
ｎ
）
」
と
し
て
「
眺
め
（
罵
目
自
）
」
（
第
八
三
句
）
ら
れ
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
９
２
）
。
か
く

し
て
第
三
節
で
「
聞
か
れ
た
時
空
を
眺
め
る
（
ｄ
ａ
ｓ
〇
次
～
・
・
限
呂
§
）
」
（
第
四
一

句
）
と
さ
れ
た
目
標
は
、
こ
こ
で
文
字
通
り
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
結
果
は
こ
う
な
る
。
詩
人
の
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
「
開
か
れ
た
時
空
」
で
「
啓

き
示
さ
れ
た
者
た
ち
」
が
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
二
句
の
「
松
明
」
に
象
徴
さ
れ
る

華
麗
な
出
で
立
ち
と
対
比
さ
れ
、
そ
の
社
交
広
間
に
群
れ
る
門
閥
た
ち
特
権
階
級
は
、



熾
烈
な
日
輪
の
如
き
神
々
に
見
据
え
ら
れ
る
。
そ
の
差
別
に
手
が
込
ん
だ
歓
楽
の
館

（
Ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｕ
巳
と
正
反
対
の
も
の
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
は
あ
り
、
こ
れ
を
こ
そ
詩
人
は
、

決
し
て
空
想
（
｛
に
「
｛
〇
趾
乙
で
な
く
、
む
し
ろ
正
真
正
銘
の
現
実
と
し
て
求
め
る
。
同

志
は
い
る
。
す
で
に
『
演
劇
論
（
Ｓ
ｕ
ｒ
　
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
）

Ｊ
（
一
七
五
八
年
）
で
ル
ソ
ー

が
、
歌
劇
場
擁
護
派
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
た
ち
に
抗
し
て
正
論
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
第

一
に
留
意
さ
れ
る
点
は
、
「
共
和
国
（
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
）
に
お
い
て
こ
そ
劇
が
生
ま
れ
、

そ
の
懐
で
こ
そ
劇
が
祝
祭
（
芯
芯
）
の
真
正
な
姿
を
と
り
輝
く
の
が
見
ら
れ
る
Ｓ
）
」

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
理
想
は
都
市
国
家
ア
テ
ー
ナ
イ
な
ど
、
古
典
古
代
の
民
主
共

和
制
社
会
に
と
ら
れ
て
お
り
、
何
よ
り
葡
萄
酒
の
バ
ッ
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
に

捧
げ
ら
れ
た
ア
ッ
テ
ィ
カ
悲
劇
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
や
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
作
品
が
念
頭

に
あ
る
。
す
で
に
見
た
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
三
節
の
終
結
部
で
、
「
至
福
な
る
ギ
リ

シ
ア
」
を
目
前
に
「
到
来
す
る
神
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｋ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
乱
ｅ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
）
」
（
第
五
四
句
）
も
、

こ
の
悲
劇
祝
祭
の
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
に
他
な
ら
な
い
。

　
眼
目
は
「
祝
祭
の
真
正
な
姿
」
が
映
え
る
「
共
和
国
」
で
あ
り
、
こ
れ
と
睨
み
合
う

封
建
制
下
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
は
旧
体
制
（
Ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
　
Ｒ
貪
回
巴
の
産
物
と
看
倣
さ

れ
る
。
勿
論
ル
ソ
ー
は
演
劇
評
論
家
な
ど
で
な
く
、
啓
蒙
期
十
八
世
紀
に
革
命
へ
と
つ

な
が
る
思
想
家
で
あ
る
。
従
っ
て
「
共
和
国
」
と
言
う
場
合
、
現
実
の
社
会
に
生
き
る

人
間
が
に
な
う
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
課
題
は
ル
ソ
ー
の
教
育
論
『
エ
ミ
ー
ル
』

（
一
七
六
二
年
）
第
二
書
に
こ
う
あ
る
。
「
共
和
国
（
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
）
に
お
い
て
は
、

自
然
状
態
（
ｅ
ｔ
ａ
ｔ
　
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｌ
）
の
利
点
す
べ
て
が
、
（
市
民
）
社
会
状
態
（
ｅ
ｔ
ａ
ｔ
　
ｃ
ｉ
ｖ
i
l
）

の
利
点
す
べ
て
に
再
び
結
び
合
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
（
圃
『
回
゛
岩
沼
・
邱
↑
』
。
一
方

に
知
ら
れ
ざ
る
過
去
の
「
自
然
状
態
」
か
お
り
、
他
方
に
未
来
の
彼
方
を
目
指
し

「
（
市
民
）
社
会
状
態
」
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
対
立
あ
る
緊
張
関
係
に
お
い
て

協
和
一
致
を
求
め
る
ル
ソ
ー
は
、
「
共
和
国
」
の
大
黒
柱
と
な
る
「
社
会
契
約
つ
ま
り

民
約
（
０
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
）
」
を
『
社
会
契
約
論
』
（
一
七
六
二
年
）
で
問
う
。

　
実
際
一
七
九
四
年
ル
ソ
ー
は
、
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
霊
廟
（
『
目
｛
示
〇
巳

入
り
し
、
今
な
お
第
五
共
和
制
の
民
主
国
家
で
霊
廟
の
聖
櫃
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ

三
一
（
3
1
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
（
一
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

の
格
別
な
扱
い
は
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、

他
方
ド
イ
ツ
精
神
史
に
お
い
て
は
、
両
者
に
雲
泥
の
差
が
あ
る
。
目
下
話
題
の
『
演
劇

論
』
の
場
合
に
も
、
『
ハ
ン
と
葡
萄
酒
』
を
睨
み
合
わ
せ
る
と
、
歌
劇
場
の
宮
廷
オ
ペ

ラ
文
化
を
望
む
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
、
こ
れ
を
堕
落
と
看
倣
し
新
た
な
「
祝
祭
」
を
求
め

る
ル
ソ
ー
に
は
、
明
確
な
白
黒
が
つ
く
。
更
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
句
の
光
明
に

　
　
　
　
　
ピ
ロ
ッ
ピ
ア
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

浴
し
た
「
知
恵
の
探
求
」
と
な
る
と
、
一
層
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
は
分
か
悪
い
。
す
な
わ

ち
「
自
然
状
態
」
と
か
「
社
会
契
約
」
な
ど
見
事
な
理
念
（
に
の
の
）
を
繰
り
広
げ
る
思

弁
の
力
で
は
到
底
ル
ソ
ー
に
及
ば
ず
、
自
ら
得
手
と
す
る
皮
肉
や
機
知
と
か
な
ど
で
ヴ
オ

ル
テ
ー
ル
が
登
場
し
た
と
し
て
も
、
結
局
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
に
は
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化

の
残
滓
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
大
胆
な
比
喩
で
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
に
お
け
る
光
明
（
甲
）
～
・
ぼ
自
叫
）
と
輝

き
（
Ｗ
）
～
３
　
～
品
）
の
対
比
を
語
れ
ば
、
只
今
の
ル
ソ
ー
と
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
表
現

で
き
る
。
す
な
わ
ち
多
才
多
芸
に
輝
く
成
り
上
が
り
貴
族
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
（
會
く
ｏ
↑
‐

に
ｔ
ｃ
）
、
旧
姓
ア
ル
エ
（
Ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｅ
ｔ
）
が
、
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
終
焉
を
飾
る
「
松
明
」

と
し
て
「
過
ぎ
去
る
（
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
（
第
二
句
）
の
に
対
し
、
他
方
で
自
著
『
社
会
契

約
論
』
や
『
学
問
芸
術
論
』
二
七
五
〇
年
）
な
ど
の
表
題
の
下
に
敢
て
「
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
の
市
民
「
ｏ
詫
ｏ
ｌ
已
」
（
い
吻
↑
↑
に
呂
に
＼
沢
ご
と
刷
る
の
を
潔
し
と
し
た
独
学
独

歩
の
謹
厳
な
思
想
家
ル
ソ
ー
は
、
来
た
る
べ
き
革
命
の
「
燈
火
」
と
し
て
「
生
成

（
ま
旨
）
」
（
第
一
句
）
し
て
く
る
。
た
と
え
シ
ュ
ヴ
″
Ｉ
ベ
ン
共
和
国
の
夢
が
十
八
世

紀
末
に
は
破
れ
た
と
し
て
も
、
大
き
な
流
れ
に
お
い
て
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
」

は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
詩
人
に
よ
り
見
据
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
目
下
話
題
の
『
演
劇
論
』
で
生
ま
れ
る
も
の
は
、
先
の
ル
ソ
ー
自
身
の
言
葉
で
「
祝

祭
（
衣
営
）
」
と
命
名
さ
れ
、
こ
れ
が
後
に
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
の
「
至
福
な
る
ギ
リ

シ
ア
」
と
か
『
平
和
の
祝
祭
（
『
に
乱
の
品
才
か
ら
』
の
主
題
と
な
る
。
こ
の
祝
祭

（
回
耳
）
の
目
指
す
所
も
『
エ
ミ
ー
ル
』
で
ル
ソ
ー
が
「
共
和
国
」
に
望
ん
だ
こ
と
、

つ
ま
り
「
（
市
民
）
社
会
状
態
」
と
「
自
然
状
態
」
と
の
再
結
合
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
含
み
お
き
、
ル
ソ
ー
は
宮
廷
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
風
の
劇
場
建
設
に
反
対



三
二
（
3
2
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
民
に
こ
う
呼
び
か
け
る
。

だ
が
諸
君
Ｉ
・
　
あ
の
（
宮
廷
風
）
演
劇
（
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
）
を
採
用
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
あ
れ
は
排
他
的
（
・
江
目
端
）
で
、
惨
め
に
も
少
数
の
人
々
を
暗
い
洞
穴

に
閉
じ
こ
め
、
心
の
中
だ
け
で
わ
く
わ
く
は
ら
は
ら
（
ｑ
昨
耳
端
）
さ
せ
、
押
し

黙
ら
せ
て
何
ら
行
為
を
生
み
ま
せ
ん
。
・
：
否
、
幸
福
な
市
民
諸
君
！
　
諸
君
の
祝

祭
（
雷
芯
巳
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
う
ち
聞
か
れ
た
野
外
で
大
気
に
包

ま
れ
（
ｅ
ｎ
　
ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
　
a
i
ご
、
蒼
寫
の
下
に
諸
君
は
集
い
、
諸
君
の
甘
美
な
人
埋
蔵

な
き
）
幸
福
感
に
身
を
委
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
Ｓ
）

も
は
や
「
演
劇
」
に
取
っ
て
か
わ
り
、
「
祝
祭
」
が
共
和
国
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
望
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
際
ル
ソ
ー
が
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
性
格
を
見
事
に
掴
ん
で
い
る
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
。
つ
ま
り
「
わ
く
わ
く
は
ら
は
ら
さ
せ
る
」
と
と
も
に
、
そ
れ
は
何
よ
り

「
排
他
的
」
な
の
で
あ
る
。

　
な
ら
ば
「
排
他
的
」
で
な
い
劇
が
祝
祭
に
お
い
て
可
能
な
の
か
？
　
こ
の
こ
と
を
考

え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
ま
ず
領
邦
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
人
口
で
あ
る
。
そ

れ
は
今
日
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
。
信
憑
性
あ
る
歴
史
研
究
に
よ
れ

ば
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
著
作
家
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
の
観
光
案
内
書
（
ド
イ
ツ
旅
行
中
の
旅

客
こ
‥
）
円
『
帥
∽
㎝
ｐ
９
　
ｅ
ｒ
　
ａ
ｕ
ｆ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｓ
ｅ
　
ｉ
ｎ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
　
に
乱
』
』
（
一
八
〇
三
年
）
の

記
述
よ
り
、
十
八
世
紀
末
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
人
口
は
、
一
八
〇
〇
〇
人
と
報

告
さ
れ
て
い
る
（
2
6
）
○
　
す
る
と
紀
元
二
世
紀
に
『
ギ
リ
シ
ア
周
遊
記
』
で
パ
ウ
サ
ニ
ア
ー

　
　
　
　
　
ハ
ル
モ
ニ
ア
ー
　
　
　
　
カ
ロ
ス

ス
が
、
そ
の
調
和
な
い
し
は
美
（
2
7
）
」
を
称
え
た
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
聖
域
内
の
古
代
野
外

劇
場
が
考
え
併
さ
れ
る
。
こ
の
今
な
お
現
存
す
る
古
代
遺
跡
の
観
客
席
は
、
上
下
二
段

に
大
別
さ
れ
、
上
段
二
一
列
、
下
段
三
四
列
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
一
万
五
千
弱
の

人
々
を
集
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
領
邦
首
都
が
こ
れ
よ
り
少
し
大
き
目
の
も
の

を
構
想
し
た
な
ら
、
全
市
民
一
万
八
千
人
を
集
わ
せ
る
野
外
祝
祭
劇
場
建
設
は
可
能
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
当
時
ル
ソ
ー
の
望
ん
で
い
た
こ
と
を
、
実
際
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
で
実
践
す
る
こ
と
が
、
何
ら
空
想
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
は
直
接
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
祝
祭
劇
場
を
訪
れ
て
い
な
い
。

だ
が
詩
人
た
ち
が
本
当
に
残
存
す
る
遺
跡
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
劇
場
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い

た
な
ら
ば
、
い
か
に
宮
廷
歌
劇
場
と
正
反
対
の
要
素
に
満
ち
て
い
る
か
を
知
り
驚
嘆
す

る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
素
朴
で
、
歌
劇
場
の
装
飾
用
釣
燭
台
の
よ
う
な
豪
華
な
装
飾

品
が
何
も
な
く
、
ま
た
形
に
お
い
て
も
歌
劇
場
の
ご
と
く
円
筒
形
で
は
な
く
、
精
緻
な

数
学
の
知
識
に
よ
り
案
出
さ
れ
た
摺
鉢
状
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
身
を
乗
り
出
す

危
険
を
冒
し
て
も
舞
台
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
歌
劇
場
両
翼
の
天
上
桟
敷
の
よ

う
に
差
別
さ
れ
た
劣
悪
な
立
見
席
は
こ
こ
に
な
く
、
ど
こ
に
座
っ
て
も
舞
台
を
眺
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ス
　
　
　
マ
ッ
チ

の
に
苦
労
せ
ず
、
し
か
も
舞
台
前
面
の
合
唱
の
場
で
燐
寸
一
本
を
擦
る
音
も
、
紙
片
を

く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
す
る
音
も
、
す
べ
て
最
上
段
の
観
客
席
で
さ
え
聞
き
と
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
「
排
他
性
」
を
寄
せ
つ
け
ぬ
共
和
精
神
が
体
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
古
代
ギ

リ
シ
ア
祝
祭
劇
場
が
宮
廷
オ
ペ
ラ
劇
場
に
対
峙
す
る
。
や
が
て
政
治
上
で
も
共
和
精
神

が
現
実
化
す
れ
ば
、
も
は
や
封
建
制
下
の
特
権
も
華
美
も
化
石
化
し
た
民
主
共
和
制
国

家
に
お
い
て
、
一
層
と
精
魂
を
傾
け
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
が
発
掘
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
趨
勢
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
歌
断
片
『
樹
木
』
が
語
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
１
１
.
３
２
２
）
。

一
層
と
皆
の
も
の
に
（
―
～
の
ぎ
自
）
、
一
層
と
日
常
の
も
の
に
（
ａ
ｌ
ｌ
ｔ
ａ
ｇ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
）

　
　
か
な
ら
ず
、

成
果
が
実
る
な
ら
始
め
て
、
そ
こ
で
そ
れ
は

人
間
た
ち
に
固
有
な
（
の
片
目
）
も
の
と
な
る
。

勿
論
こ
れ
は
通
俗
化
し
た
平
板
さ
を
弁
護
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
ギ
リ
シ
ア
古

典
精
神
が
安
直
な
分
別
に
対
し
常
に
立
ち
開
か
る
。
こ
の
占
｛
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭

で
光
明
に
包
ま
れ
た
都
市
生
活
の
日
常
は
、
こ
れ
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
第
二

句
で
「
松
明
」
と
「
馬
車
」
に
よ
り
指
示
さ
れ
る
門
閥
の
姿
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
内
実



が
な
く
、
結
局
は
詩
人
の
脳
裏
を
い
つ
と
は
な
し
に
「
過
ぎ
去
る
」
と
歌
わ
れ
る
馬
車

と
と
も
に
消
滅
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
こ
れ
ま
で
の
論
述
は
社
会
生
活
を
民
会
や
宮
廷
を
念
頭
に
置
い
て
取
り
扱
っ
た
。

次
に
人
倫
の
要
と
な
る
別
の
要
素
で
あ
る
宗
教
（
ま
巳
９
　
ｏ
已
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。

大
ま
か
な
対
立
は
新
旧
の
教
会
に
あ
り
、
こ
の
際
に
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
宮
廷

が
、
旧
教
カ
ト
リ
ッ
ク
色
の
強
い
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
と
関
係
深
い
点
が
注
目
に
値
す
る
。

他
方
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
新
教
に
お
い
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

ベ
ン
の
敬
虔
主
義
（
Ｐ
ｉ
ｅ
ｔ
i
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
で
あ
り
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
場
合
は
こ
の
筋
が
重

要
で
あ
る
。
す
る
と
宮
廷
と
睨
み
合
う
要
地
と
し
て
、
前
述
の
民
会
と
並
ん
で
、
新
教

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
「
シ
ュ
テ
ィ
フ
ト
教
会
（
叩
応
芯
匠
ｇ
回
）
」
が
浮
か
び
上
が
る
。

す
で
に
触
れ
た
『
ド
イ
ツ
史
跡
都
市
案
内
』
第
六
巻
の
掲
載
地
図
に
は
、
当
時
一
七
九

四
年
頃
の
市
街
の
旧
市
街
（
一
二
八
七
年
頃
）
の
北
の
端
に
こ
の
教
会
を
位
置
づ
け
て

　
　
　
　
　
　
一
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ク
ト

い
る
。
先
の
民
会
の
中
心
で
あ
る
市
役
所
は
、
当
然
こ
の
旧
市
街
の
中
心
で
あ
る
広
場

に
面
し
て
、
旧
市
街
北
の
外
側
に
あ
る
宮
廷
と
歌
劇
場
に
対
峙
し
て
い
る
。
こ
の

「
広
場
の
市
場
（
に
自
了
）
」
に
つ
い
て
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
で
は
、
そ
の
第
五
句
よ
り

第
六
句
に
か
け
て
、
夕
暮
に
憩
う
様
が
物
語
ら
れ
て
い
た
。

五

（
黄
昏
の
今
は
）
葡
萄
も
花
束
も
な
く

六
　
　
し
て
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
安
ら
う
、
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場

　
（
忙
し
き
市
場
Ｃ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
）
」
か
ら
推
し
て
、
目
下
は
休
日
の
日

曜
日
で
な
く
週
日
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
す
る
と
新
教
徒
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
教
会
へ
赴
か
ず
、
心
安
ら
ぐ
礼
拝
の
場
は

「
わ
が
家
」
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

四

思
慮
深
い
家
長
は

五
　
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
。
・
：

　
三
三
（
3
3
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
（
一
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

第
一
句
と
第
三
句
そ
れ
に
第
六
句
で
、
「
安
ら
う
（
～
ぼ
）
都
市
…
安
ら
ぎ

（
～
ぼ
巳
を
求
め
歩
み
ゆ
く
人
々
…
安
ら
う
（
～
ぼ
）
忙
し
き
市
場
」
と
、
三
度

く
り
返
さ
れ
る
安
ら
ぎ
（
ま
呂
ｏ
）
の
旋
律
曲
線
は
、
こ
こ
第
五
句
の
冒
頭
「
悠
然
と

和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
」
で
最
高
潮
と
な
る
。

教
父
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
も
『
告
白
』
（
三
九
七
年
－
四
〇
〇
年
）
終
結
部
で
、
神

に
向
か
い
安
ら
ぎ
を
求
め
て
こ
う
語
る
（
ま
弓
吉
沢
＼
呂
・
ｊ
↑
）
。

私
達
は
汝
の
神
聖
な
偉
容
に
安
ら
わ
ん
（
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｉ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｏ
ｓ
）
と
待
ち
望
む
。
汝
は
・
・
・

常
に
安
ら
ぎ
て
（
必
民
具
回
）
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
（
神
よ
）
、
汝
の
安
ら
ぎ
（
ｔ
ｕ
ａ

ｑ
ｕ
ｉ
ｅ
ｓ
）
は
汝
自
身
（
ｔ
ｕ
　
ｉ
ｐ
ｓ
ｅ
）
な
の
だ
か
ら
。

神
自
身
た
る
安
ら
ぎ
そ
の
も
の
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
に
お
い
て
「
ギ
リ
シ
ア
」
の

「
至
福
」
に
宿
る
。
そ
の
冒
頭
の
光
明
（
甲
↑
～
９
　
ぼ
品
）
が
、
安
ら
ぎ
の
旋
律
に
乗

り
つ
つ
目
指
す
究
極
も
、
こ
の
至
福
（
？
）
耐
ぼ
旨
）
に
他
な
ら
ず
、
こ
こ
に
牛
リ
ス
ト

像
も
兆
す
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
旧
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
は
、
今
で
も
残
る
宮
殿
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
内
陣

に
あ
る
豪
奢
な
礼
拝
堂
（
門
閥
専
用
の
教
会
）
の
よ
う
な
所
で
、
宮
廷
人
は
御
抱
の
聖

職
者
を
具
し
て
、
週
日
で
あ
れ
い
つ
で
も
好
き
な
時
に
神
事
に
携
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
際
に
華
麗
な
聖
所
を
「
市
民
の
獣
脂
蝋
燭
（
ｂ
ｉ
ｉ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｌ
ｇ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
）
で
は

な
く
、
貴
族
の
蜜
蝋
蝋
燭
（
乱
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｃ
ｈ
ｓ
ｋ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｎ
）
が
」
と
も
し
て
い
た
点
は
、

す
で
に
述
べ
た
宮
廷
オ
ペ
ラ
劇
場
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
礼
拝
の
折
の
宗
教
音

楽
で
あ
る
が
、
啓
蒙
期
十
八
世
紀
当
時
パ
リ
で
好
評
を
博
し
た
曲
目
な
ど
を
、
新
教
徒

バ
ッ
ハ
の
手
に
な
る
『
マ
タ
イ
受
難
目
』
（
一
七
二
九
年
）
な
ど
と
比
べ
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
芸
術
性
の
豊
か
さ
と
精
神
性
の
高
さ
に
お
い
て
到
底
及
ぶ
も
の
で

は
な
い
。
他
方
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
耳
に
響
い
た
新
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
音
楽
は
、
そ
の

讃
歌
『
ド
ー
ナ
ウ
の
源
泉
で
』
（
一
八
〇
一
年
）
の
残
存
草
稿
か
ら
十
分
う
か
が
え
る

（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｉ
に
§
）
。



三
四
（
3
4
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

二
五
　
即
ち
恰
も
高
き
よ
り
、
か
の
壮
麗
に
調
律
さ
れ
た
、
教
会
の
風
琴
（
〇
ぷ
と

一

一

　ｌ、

／｀ゝ

一
一七

一

一八

　
　
よ
り

あ
の
聖
な
る
（
祈
り
の
会
堂
の
）
広
間
で
は
、

清
冽
な
る
（
響
き
の
）
噴
泉
が
洞
々
と
、
尽
き
せ
ぬ
（
音
の
）
管
ま
た
管
か
ら
、

序
曲
な
し
て
、
目
覚
め
よ
と
呼
ぶ
声
が
、
…

　
「
聖
な
る
（
祈
り
の
会
堂
の
）
広
間
（
ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ａ
ａ
ｌ
）
」
は
、
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒

頭
に
お
い
て
詩
人
の
眼
前
に
開
か
れ
て
い
な
い
。
だ
が
月
影
と
燈
火
の
光
明
に
浴
し
内

省
す
る
魂
に
は
、
や
が
て
「
壮
麗
な
広
間
（
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
円
汐
巴
）
」
（
第
五
七
句
）
と

し
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
が
誕
生
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
心
眼
に
宿
る
「
壮
麗
な
広
間
」
は
、
詩
人
が
日
常
の
礼
拝
で
目
に
す
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
「
聖
な
る
広
間
」
と
呼
応
し
、
ギ
リ
シ
ア
精
神
と
ド
イ
ツ
の

詩
魂
が
出
会
う
礎
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
宗
教
改
革
（
一
五
一
七
年
）
後
の
新
教

に
よ
り
古
典
古
代
は
浄
め
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
偶
然
崇
拝
｛
Ξ
ｏ
｝
ｏ
に
寸
言
の
要

素
を
殺
ぎ
取
ら
れ
理
想
化
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
と
通
底
す
る
門
閥
の

礼
拝
堂
で
は
、
そ
の
よ
う
な
敬
虔
な
理
想
化
が
ま
ず
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
裏
書
き
す
る
の
が
、
新
教
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
ハ
ラ
ー
の
教
訓
詩
の
一
節
で
あ

る
（
Ｒ
Ｕ
Ｂ
　
８
９
６
３
.
２
９
）
。

一
四
七

一
四
八

一
四
九

一
五
〇

一
五
一

一
五
二

Ｉ
五
三

悪
徳
さ
え
も
が
、
神
々
の
属
性
と
し
て
許
容
さ
れ
。

そ
し
て
人
々
は
、
神
々
の
不
面
目
を
世
の
例
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

貪
欲
、
虚
言
、
豪
奢
（
谷
拡
賢
耳
）
、
そ
し
て
非
難
さ
れ
得
る
こ
と
が
、

黄
金
で
飾
ら
れ
て
祭
壇
に
座
り
、
そ
し
て
聖
な
る
香
を
受
け
た
の
だ
。

今
や
世
は
諸
所
、
神
殿
や
林
苑
に
満
ち
、

更
に
神
々
も
集
っ
た
。
そ
し
て
種
々
貴
金
属
（
Ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
）
で
飾
ら
れ
、

や
が
て
祭
司
（
Ｐ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
は
俗
衆
の
視
線
を
捕
え
、

一
五
四

一
五
五

一
五
六

一
五
七

一
五
八

一
五
九

ニ
ハ
○

そ
し
て
望
ん
だ
の
だ
。
自
ら
の
神
の
如
く
、
俗
衆
に
崇
敬
さ
れ
ん
こ
と
を
。

そ
の
後
に
君
臨
し
た
欺
隔
は
、
偽
り
の
印
相
で
武
装
し
、

そ
し
て
現
世
か
ら
内
気
な
自
由
は
敗
退
す
る
必
然
と
な
り
、

真
理
は
闇
に
被
わ
れ
、

理
性
は
下
女
と
な
り
、
知
恵
は
蹟
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
前
世
は
、
考
え
ら
れ
る
に
値
す
る
力
を
奪
わ
れ
、

そ
し
て
万
事
は
、
校
揖
な
迷
信
に
脆
い
た
。

『
理
性
、
迷
信
、
不
信
仰
に
つ
い
て
の
考
え
』
（
一
七
二
九
年
）
と
題
さ
れ
た
当
詩
歌

で
、
ハ
ラ
ー
が
何
よ
り
（
校
措
な
迷
信
Ｃ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｌ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
）
」
（
第
ニ
ハ
○
句
）

の
座
と
看
倣
す
の
は
、
旧
教
カ
ト
リ
ッ
ク
高
位
聖
職
者
の
圏
内
で
あ
る
。
そ
し
て
古
典

古
代
の
神
官
は
、
い
つ
の
間
に
か
旧
教
界
の
聖
職
者
に
転
換
し
て
、
そ
の
紛
う
こ
と
な

き
宮
廷
風
装
い
で
あ
る
「
種
々
貴
金
属
」
（
第
一
五
二
句
）
が
「
豪
奢
」
（
第
一
四
九
句
）

を
近
世
風
に
し
て
い
る
。
実
際
こ
こ
で
「
祭
司
（
？
ざ
匹
宍
）
」
（
第
一
五
三
句
）
と
あ

る
言
葉
自
体
が
、
同
時
に
神
官
と
旧
教
会
の
神
父
と
の
両
方
を
指
し
、
新
教
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
牧
師
（
Ｐ
ａ
ｓ
ｔ
ｏ
こ
と
好
対
称
を
な
し
て
い
る
。

　
古
典
古
代
は
宮
廷
風
旧
教
会
と
混
ざ
り
合
い
、
校
滑
な
迷
信
が
支
配
す
る
言
わ
ば
旧

体
制
を
形
造
り
、
そ
こ
で
「
前
世
（
く
～
肖
の
と
は
、
考
え
ら
れ
る
に
値
す
る
力

(
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
　
ｚ
ｕ
m
　
Ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
）
を
奪
わ
れ
」
（
第
一
五
九
句
）
る
に
至
る
。
他
方
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
こ
そ
は
、
正
に
「
考
え
ら
れ
る
に
値
す
る
力
」
に
み

ち
た
「
前
世
」
に
他
な
ら
な
い
。
一
度
は
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
と
通
底
す
る
旧
教
会
と
混

同
さ
れ
た
古
典
古
代
が
、
こ
う
し
て
敬
虔
な
理
想
化
に
よ
り
発
掘
さ
れ
る
。
但
し
手
で

直
接
に
掴
み
得
る
陳
列
品
と
し
て
で
は
な
く
、
及
び
難
い
理
想
と
し
て
未
来
の
彼
方
に

「
ギ
リ
シ
ア
」
は
「
至
福
」
と
し
て
探
求
さ
れ
、
こ
の
至
福
に
内
実
を
与
え
る
の
が
キ

リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
神
観
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
迷
信
の
源
た
る
偶

像
崇
拝
を
戒
め
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
如
き
「
清
澄
な
る
神
事
礼
拝
」
を
要
請

す
る
。
こ
の
こ
と
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
一
七
九
九
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
に
か
け
て
の
匁
ぺ



古
典
文
献
学
者
シ
ュ
ッ
ツ
宛
書
簡
で
述
べ
て
い
る
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
Ｖ
Ｉ
.
３
８
１
-
３
８
２
）
。

こ
う
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
、
神
々
し
い
も
の
を
人
間
化
し
て
表
現
し
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
し
か
し
常
に
人
間
本
来
の
尺
度
は
回
避
し
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
詩
歌
芸
術
の
全
き
本
質
は
、
霊
感
に
お
き
ま
し
て
も
、
慎
し
み
や
冷
静
な

る
姿
に
お
き
ま
し
て
も
、
清
澄
な
る
神
事
礼
拝
（
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
〇
ぱ
翻
巳
～
派
）
な

の
で
す
か
ら
、
決
し
て
人
間
を
神
々
に
、
あ
る
い
は
神
々
を
人
間
に
し
立
て
、
不

浄
な
偶
像
崇
拝
｛
ｕ
ｎ
ｌ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｉ
ｄ
〇
｝
〇
に
寸
邑
を
挙
行
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
神
々
と
人
間
を
相
互
に
（
無
限
）
接
近
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
み
で
す
。

悲
劇
は
こ
の
こ
と
を
対
立
措
抗
に
よ
り
提
示
し
ま
す
。

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
冒
頭
の
領
邦
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
、
こ
れ
ま
で
示
さ
れ

た
新
旧
の
相
克
す
る
諸
相
を
内
包
し
て
い
る
。
但
し
両
者
の
確
執
は
表
立
っ
て
露
呈
せ

ず
、
慎
ま
し
く
謹
厳
な
詩
想
は
、
ハ
ラ
ー
の
教
訓
詩
の
よ
う
に
旧
体
制
を
発
き
立
て
る

こ
と
も
な
く
、
こ
れ
を
心
静
か
に
「
過
ぎ
去
る
」
と
歌
い
、
悠
然
と
月
影
と
燈
火
の
光

明
に
浴
し
、
清
澄
な
る
神
事
礼
拝
の
場
ギ
リ
シ
ア
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

三
五
（
3
5
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
四
十
三
巻
　
二
九
九
四
年
）
　
人
文
科
学

註
解

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
関
す
る
引
用
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
な
ど
の
場
合
も
含
め
、
基
本
的
に

Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
Ｃ
Ｋ
ｏ
ｈ
ｌ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
）

１
９
４
６
-
１
９
７
７
／
１
９
８
５
.
よ
り
引
用
し
、
例

え
ば
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
第
一
節
は
そ
の
第
二
巻
の
九
〇
頁
（
Ｓ
ｔ
Ａ
　
1
1
.
９
０
と
略
記
）
に
典
拠
が

あ
る
。

　
引
用
文
献
で
Ｒ
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｍ
-
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
a
l
由
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｋ
　
　
　
（
Ｒ
Ｕ
Ｂ
と
略
記
）
、
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
-
に
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
（
口
Ｚ
ｒ
と
略
記
）
、
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
に
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ

１
８
.
ｕ
ｎ
ｄ
　
１
９
.
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
ｓ
（
｛
｝
い
り
と
略
記
）
、
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｃ
ａ
　
Ｓ
ｃ
ｒ
i
p
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
m
　
Ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ｕ
m

e
ｔ
　
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ
ｒ
ｕ
m
　
Ｔ
ｅ
ｕ
ｂ
ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
【
∽
】
と
略
記
）
、
対
訳
Ｔ
ｕ
ｓ
ｃ
ｕ
ｌ
ｕ
m
-
Ｂ
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
（
円
圃
と

略
記
）
、
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
　
（
Ｂ
Ｐ
と
略
記
）
は
、
巻
数
や
刊
行
年
と
と
も
に
頁

数
を
付
す
。

　
　
『
聖
書
』
は
今
日
口
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｅ
貧
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
で
刊
行
の
諸
版
を
用
い
、
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ａ

Ｈ
ｅ
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｃ
ａ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ａ
｡
　
Ｓ
ｅ
ｐ
ｔ
ｕ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
（
Ｖ
ｅ
ｔ
ｕ
ｓ
　
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
m
　
ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｅ
　
ｉ
ｕ
ｘ
ｔ
ａ

Ｌ
Ｘ
Ｘ
　
　
　
m
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
巴
｡
　
　
　
Ｎ
ｏ
ｖ
ｕ
m
　
　
　
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
m
　
　
　
ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｅ
　
　
　
ｅ
ｔ
　
　
　
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
｡
　
　
　
Ｖ
ｕ
ｌ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
｡

Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ａ
　
Ｇ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
　
１
５
４
５
Ｆ
ｕ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
-
Ｂ
ｉ
ｂ
ｅ
ｌ
の
復
刻
）
に
よ
り
、
そ
の
各
々
の
巻
数
や
頁

数
の
み
を
典
拠
し
て
示
す
。

　
左
記
の
文
筆
家
よ
り
の
引
用
は
、
そ
の
略
号
に
巻
数
や
頁
数
な
ど
を
加
え
て
略
記
す
。
る
。

　
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ
-
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
　
（
○
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
／
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
）

　
　
　
ａ
ｕ
ｆ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

　
　
。

Ｃ
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
８
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
”

（
Ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
　
１
９
５
５
-
１
９
７
４
）
｡
　
　
　
Ｄ
ａ
ｒ
m
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
（
Ｗ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

　
　
Ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
　
１
９
７
１
-
１
９
８
１
.
（
Ｐ
Ｗ
と
略
記
）

　
Ｋ
ａ
ｎ
ｔ
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｕ
ｎ
ｖ
ｅ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｂ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　

，

ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｌ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ

”
（
Ｈ
ｇ
:

　
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｕ
Ｂ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
）
｡
　
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
一
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.

　
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
（
Ｏ
Ｊ
～
～
）
１
９
６
８
.
（
β
Ｈ
と
略
記
）

　
Ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
:

　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.

　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ

　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
，

Ｗ
ｅ
ｒ
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ｎ
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ｂ
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ｈ
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ｈ
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ｈ
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ｐ
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ｇ
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ｂ
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ｐ
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９
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／
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.
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ｇ
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ｉ
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ｉ
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ｉ
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ｈ
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Ｗ
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ｂ
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ｈ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
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ｈ
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ｐ
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ｇ
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０
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／
Ｓ
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９
１
７
.
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ｐ
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Ｗ
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ｂ
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ｈ
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ｈ
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Ｓ
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ｈ
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ｈ
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ｉ
ｇ
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０
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／
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９
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ｎ
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＆

　
Ｆ
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.
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ｂ
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ｈ
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ｂ
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ｉ
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ｉ
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.

　
（
６
）
Ｈ
ｂ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
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ｉ
ｃ
ｈ
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Ａ
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ｏ
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ｎ
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９
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３
.
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ｉ
ｎ
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ｇ
ｉ
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ｉ
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Ｆ
ｌ
ａ
ｍ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
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０
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／
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７
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Ｔ
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Ｒ
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９
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／
　
　
／
　
　
　
Ｂ
ｉ
ａ
ｎ
ｑ
ｕ
ｉ
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ｊ
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ｎ
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ｉ
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ｖ
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ｉ
ｖ
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Ｆ
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Ｊ
ｅ
ａ
ｎ
Ｉ
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ｉ
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ｒ
ｒ
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９
６
５
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８
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Ｍ
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ｒ
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Ｐ
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ｅ
ｓ
i
e
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Ｖ
ｅ
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ｓ
ｉ
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ｉ
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縮
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〇
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Ｇ
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Ｔ
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ｉ
ｎ
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Ｅ
ｉ
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ａ
ｕ
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ｉ
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９
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／
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９
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９
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Ｏ
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.

　
（
９
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Ｈ
ｏ
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ｌ
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ｎ
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Ｈ
ｙ
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ｅ
ｓ
｡
　
ｅ
ｌ
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ｉ
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ｔ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｐ
ｏ
ｅ
ｍ
ｅ
ｓ
.

ｐ
.
７
１
　
／
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５
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Ｔ
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ｕ
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９
５
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／
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ｂ
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ｐ
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０
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Ｈ
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ｉ
ｎ
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ｇ
ｉ
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０
９
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ｉ
ｎ
ｉ
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ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
　
１
９
６
３
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ｇ
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ｂ
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ｉ
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ｉ
ｎ
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２
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ｉ
ｇ
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ｈ
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ｙ
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当
論
に
よ
れ
ば
、
「
二
行
連
句
詩
型
（
回
冊
茫
）
全
作
品
の
隠
れ
た
主
題
」
は
、
「
現
実
の
営

　
み
の
あ
る
地
上
界
と
、
こ
の
営
み
に
よ
り
抑
圧
さ
れ
た
冥
界
と
の
相
互
関
係
」
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叩
Ｓ
）
と
な

　
り
、
「
実
生
活
か
ら
は
失
わ
れ
た
統
一
を
、
思
想
を
媒
介
と
し
て
回
復
す
る
」
『
印
』
）
こ
と

　
が
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
「
現
実
の
営
み
「
ｔ
Ｊ
に
巳
」
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
「
滅
び
の
中

　
で
生
ま
れ
る
も
の
」
を
探
求
す
る
方
向
は
当
論
に
な
い
。
そ
れ
故
に
当
論
が
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』

　
第
一
節
を
理
解
す
る
姿
勢
は
、
後
出
の
ロ
マ
ン
派
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
の
第

　
　
一
節
の
都
市
像
に
お
い
て
ひ
そ
や
か
に
生
成
し
胎
動
す
る
も
の
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。

　
（

2 3
）
論
拠
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
時
代
の
神
話
事
典
、
Ｈ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
｡
　
Ｂ
ｅ
ｎ
ｊ
ａ
ｍ
回
Ｇ
ｒ
ｉ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
.
　
１
７
７
０
.
に
お
け
る
図
像
学
風
考
察
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（

2 4
）
Ｈ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
:
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｆ
ｉ
ｉ
ｈ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉ
ｋ
.
　
　
Ｔ
ｕ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
（
プ
回
m
e
ｙ
ｅ
ｒ
）

１
９
５
３

.
　
Ｓ
.
ｌ
ｌ
Ｏ
.

　
（

2 5
）
Ｋ
ｏ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ａ
ｕ
:

　
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｒ
ｅ

　
　
ａ

　
　
Ｍ
.
　
　
　
ｄ
'
Ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
　
　
　
ｓ
ｕ
ｒ
　
　
　
ｌ
ｅ
ｓ
　
　
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
.
　
　
　
　
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ

（
の
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｅ
ｒ
^
F
l
a
m
m
a
ｒ
ｉ
〇
已
１
９
６
７
.
　
ｐ
.
２
３
３
.



　
（
2
6
）
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
:
〇
ｐ
.
　
ｃ
ｉ
ｔ
.
　
ｐ
.
３
３
４
.

　
（
2
7
）
｝
）
ａ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｉ
ａ
ｓ
　
｡
Ｇ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
”
　
２
.
２
７
.
５
　
:
　
Ｂ
Ｔ
　
１
９
７
３
-
１
９
８
１

ｄ
ｏ
ｕ
ｏ
ｖ
t
ａ
ｃ
　
８
ｅ
　
ｒ
i
　
ｘ
ｄ
Ｘ
Ａ
ｏ
ｕ
ｃ
　
Ｉ
ｖ
Ｅ
ｘ
ａ
…

1
.
１
７
１

一

一

十
五
十
六
十
七
十
八

静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
は
（
燈
火
と
月
影
の
）
光
が
満
ち
、
¨

　
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

満
ち
足
り
て
家
路
を
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
歩
み
ゆ
く
人
々
。

　
し
て
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は

悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
。
（
黄
昏
の
今
は
）
葡
萄
も
花
束
も
な
く
、

　
し
て
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
安
ら
う
、
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場
。

だ
が
他
方
、
竪
琴
の
音
が
彼
方
の
庭
園
か
ら
響
い
て
来
る
。
恐
ら
く
は

　
そ
こ
で
恋
人
が
奏
で
、
或
い
は
孤
独
な
者
が

彼
方
の
友
を
想
い
つ
つ
、
ま
た
若
き
日
を
偲
び
つ
つ
。
し
て
噴
泉
が

　
洞
々
と
湧
き
、
清
冽
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
辺
り
、
芳
香
に
匂
う
花
壇
を
居
し
て
い
る
。

ひ
そ
や
か
に
黄
昏
の
夜
気
に
響
き
渡
る
晩
鐘
の
音

　
し
て
時
刻
を
想
い
、
そ
の
数
を
夜
警
は
声
高
に
呼
ば
わ
る
。

今
や
又
あ
る
息
吹
き
が
到
来
し
、
林
苑
の
樹
頭
を
（
天
上
へ
と
）
揺
り
動
か
す
。

　
見
よ
！
　
し
て
我
ら
の
大
地
の
影
像
た
る
月
も

ま
た
秘
蔵
の
荘
厳
よ
り
解
き
放
た
れ
、
霊
気
溢
れ
る
夜
が
到
来
す
る
。

　
星
辰
に
輝
き
み
ち
（
清
澄
な
）
夜
は
、
恐
ら
く
私
達
な
ど
ま
ず
配
慮
も
せ
ず
、

彼
方
で
光
明
を
放
ち
、
驚
嘆
さ
せ
、
八
哉
で
は
異
邦
の
者
と
し
て
、

　
山
頂
の
上
高
く
、
悲
槍
か
つ
壮
麗
に
立
ち
現
わ
れ
る
。

　
（
『
パ
ン
と
葡
萄
酒
』
一
八
〇
〇
年
－
○
一
年
、
第
一
節
、
第
一
句
－
第
十
八
句
）

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
九
月
二
日
受
理

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
十
二
月
二
十
六
日
発
行

三
七
（
3
7
）

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告

第
四
十
三
巻

二
九
九
四
年
）

人
文
科
学

掲ト載図解

1287年当時の市街
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三
八
（
3
8
）

j-
χ’

AltM

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
夜
』
（
高
橋
）

１
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